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凡
　
例

◆
本
書
は
二
〇
二
一
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
研
究
資

源
化
」
の
成
果
で
あ
る
。
そ
の
組
織
は
左
記
の
通
り
。

 

―
研
究
組
織
―　
※
役
職
は
当
時
の
も
の

　
　

共
同
研
究
員

　
　
　

浦
木
賢
治
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
、
研
究
代
表
者
）

　
　
　

吉
田
恵
理
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
）

　
　
　

市
川
理
恵
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
専
門
職
員
）

　
　

史
料
編
纂
所

　
　
　

稲
田
奈
津
子
（
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
、
所
内
担
当
者
）

　
　
　

山
口
英
男
（
古
代
史
料
部･

教
授
）

◆
一
般
共
同
研
究
で
撮
影
し
た
写
真
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
閲
覧
室
で
の
閲
覧
公
開
を
予
定
し
て
い

る
。
な
お
、本
書
に
掲
載
し
た
図
版
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
掲
載
図
版
の
縮
尺
は
統
一
し
て
い
な
い
。

◆
本
書
の
編
集
、
解
説
執
筆
は
右
記
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
た
。

◆
今
後
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
Ｈ
Ｐ
で
本
書
の
内
容
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

◆
解
説
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
細
目
デ
ー
タ
表
は
左
記
の
ル
ー
ル
で
記
載
し
て
い
る
。

・
細
目
デ
ー
タ
は
、
今
回
調
査
に
際
し
て
記
録
し
た
調
書
の
内
容
を
整
理
し
、
所
見
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
今
後
の
補
訂
を
要
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

・ 「
紙
数
」に
は
、現
状
で
貼
リ
継
が
れ
て
い
る
本
紙
の
枚
数
を
示
し
た
。表
紙
・
軸
附
紙
に
つ
い
て
は
、

原
装
は
紙
数
に
含
め
、
後
補
は
含
め
な
か
っ
た
。

・ 「
全
長
」
は
、
表
紙
・
軸
附
紙
（
原
装
・
後
補
と
も
）
を
含
め
た
値
で
あ
る
。

・ 

【料
紙
】
項
は
原
則
と
し
て
第
2
紙
の
計
測
値
に
よ
っ
た
が
、
最
大
値
・
最
頻
値
と
し
た
場
合
が

あ
る
。
該
当
し
な
い
項
目
は
「
－
」
と
し
た
。

・ 「
一
紙
」
は
、
本
来
の
料
紙
一
紙
の
大
き
さ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
値
を
示
し
た
。

・ 「
界
幅
」
は
、
複
数
行
（
原
則
と
し
て
5
行
ま
た
は
10
行
）
の
平
均
値
に
よ
っ
た
。

・ 「
行
数
」
は
、
界
線
が
あ
る
場
合
は
空
行
も
含
め
て
示
し
た
。

・ 「
1
・
2
行
頭
字
」
に
は
、
各
紙
の
右
端
か
ら
1
・
2
行
目
の
行
頭
1
字
を
示
し
た
。

・ 「
該
当
箇
所
」
に
は
、
当
該
史
料
（
経
典
）
の
内
容
と
対
応
す
る
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
該
当

箇
所
の
始
・
終
を
示
し
た
。
表
記
は
、
同
書
の
「
№220

大
般
若
経
第
3
巻444

頁
上
段
5
行
目

か
ら666

頁
下
段
7
行
目
」
を
「
大
正
蔵220.03/444a5

〜666c7

」
の
要
領
で
略
記
し
た
。
調

査
に
際
し
て
はSAT

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
。『
大
正
新
脩
大

蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、別
の
参
考
文
献
に
よ
り
記
し
た
箇
所
も
あ
る
。

・
文
中
の
「
／
」
記
号
は
、
原
文
の
改
行
箇
所
を
示
す
（
解
説
本
文
に
お
い
て
も
同
じ
）。
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静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
概
要
と
調
査
研
究浦

木
賢
治
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
、
研
究
代
表
者
）

　

公
益
財
団
法
人
静
嘉
堂
（
以
下
、「
静
嘉
堂
」）
に
は
書
庫
と
美
術
庫
の
二
つ
の
収
蔵
庫
が
あ
る
。
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
古
写
経
が
保
管
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
奈
良
時
代
に
遡
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

静
嘉
堂
の
約
二
十
万
冊
の
古
典
籍
と
約
六
五
〇
〇
件
の
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
三
菱
第
二
代
社
長･

岩
﨑
彌
之
助

（
一
八
五
一
〜
一
九
〇
八
）、
そ
の
嗣
子
で
三
菱
第
四
代
社
長･

岩
﨑
小
彌
太
（
一
八
七
九
〜
一
九
四
五
）
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
。

明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
寺
院
等
か
ら
流
出
し
た
と
思
わ
れ
る
古
写
経
な
ど
を
岩
﨑
家
が
蒐
集
し
、
現
在
、
そ
れ
ら
は
静
嘉
堂

の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
松
浦
武
四
郎
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
（
注
1
）、

古
写
経
の
蒐
集
過
程
、
旧
蔵
者
な
ど
明
ら

か
で
は
な
い
点
も
多
い
。

　

静
嘉
堂
に
は
三
種
の
目
録
、『
蔵
品
目
録
』
全
五
冊
、『
家
蔵
品
彙
目
録
』
全
五
冊
、『
静
嘉
堂
鑑
別
目
録
』
全
七
冊
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
三
種
の
目
録
の
な
か
で
は
『
蔵
品
目
録
』
が
最
も
古
い
も
の
に
思
わ
れ
、
そ
の
成
立
は
早
く
て
も
明
治
四
十
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
（
注
2
）。

　
『
蔵
品
目
録
』「
古
文
書
」項
に
は「
讃
岐
切
経
巻
」「
仏
説
阿
弥
陀
経　

世
尊
寺
行
成
卿
筆
」「
鼠
跡
心
経　

弘
法
大
師
筆　

弐
巻
」「
大

般
涅
槃
聖
行
品　

小
野
道
風
筆
」
な
ど
が
列
記
さ
れ
、
現
在
で
も
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
写
経
に
同
定
で
き
る
記
述
を
複
数
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
注
3
）。「
屏
風
」
項
に
は
、「
第
六
十
八
号　

古
筆
裂
張　

小
屏
風　

壱
双
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
古
経
貼
交
屏
風
」（
№
12
）

に
該
当
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
古
写
経
の
一
部
は
、
彌
之
助
の
時
代
に
蒐
集
さ
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
近
代
に
形
成
さ
れ
た
古
写
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
貴
重
な
古
写
経
群
を
形
成
し
て
い
る
。

　

一
九
七
七
年
に
静
嘉
堂
文
庫
展
示
館
が
開
館
し
た
後
、古
写
経
の
ま
と
ま
っ
た
展
示
と
い
え
る
の
が
「
日
本
の
書
跡
」
展
（
会
期
：

一
九
八
二
年
四
月
三
日
〜
五
月
三
十
日
）
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
は
「
古
経
貼
交
屏
風
」「
古
経
鑑
」
の
ほ
か
十
件
の
経
典
を
公

開
し
た
（
注
4
）。

　

次
い
で
、
一
九
九
二
年
に
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
が
開
館
す
る
と
、
一
九
九
九
年
、「
仏
教
の
美
術
」
展
（
一
九
九
九
年
十
月
二
日

〜
十
一
月
三
日
）
が
開
催
さ
れ
、
日
中
韓
の
仏
教
絵
画
、
重
要
文
化
財
「
十
二
神
将
立
像
」
七
軀
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も

「
古
経
貼
交
屏
風
」「
古
経
鑑
」
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、「
華
手
経
」（
№
3
）
な
ど
八
件
の
経
典
が
陳
列
さ
れ
た
（
注
5
）。
以
後
、
折
り
に
ふ

れ
て
展
示
さ
れ
た
古
写
経
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
を
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
美
術
館
で
古
写
経
を
展
示

す
る
場
合
、
経
巻
の
巻
首
か
巻
尾
の
み
を
公
開
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
数
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
古
写
経
全
体
を
展
示

す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
写
真
撮
影
も
同
様
で
、
巻
首
か
ら
巻
尾
ま
で
古
写
経
全
体
を
撮
影
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
展
示
と
同
様
に

巻
首
と
巻
尾
の
み
を
撮
影
す
る
場
合
が
多
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
古
代
史
研
究
・
仏
教
学
な
ど
の
分
野
で
古
写
経
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
そ
の
経
典
に
書
か
れ
た
経

文
全
体
が
重
要
な
考
察
対
象
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
古
写
経
を
所
蔵
し
て
い
る
館
に
と
っ
て
経
巻
全
体
を
公
開
す
る
こ
と
が
難
し
い

現
実
が
、
古
写
経
研
究
者
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
当
館
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
古
写
経

を
所
蔵
す
る
美
術
館
・
博
物
館
に
共
通
し
た
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
静
嘉
堂
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
古
代
史
料

部
門
山
口
英
男
教
授
、
同
稲
田
奈
津
子
准
教
授
、
市
川
理
恵
氏
の
協
力
を
仰
ぎ
、
同
所
の
一
般
共
同
研
究
を
申
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
二
〇
〇
九
年
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
拠
点
」
の
認
定

を
受
け
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
そ
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
活
動
で
は
、
国
内
外
に
所
在
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
多

く
の
研
究
者
と
の
共
同
調
査
・
共
同
研
究
を
立
ち
上
げ
、
研
究
資
源
の
蓄
積
と
共
同
利
用
の
促
進
、
そ
し
て
日
本
史
研
究
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
の
一
つ
に
編
纂
所
外
か
ら
研
究
課
題
を
公
募
す
る
一
般
共
同
研
究
が
あ
り
、
静
嘉
堂
で

は
二
〇
二
一
年
度
一
般
共
同
研
究
に
申
請
し
、「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
研
究
資
源
化
」
を
採
択
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
研
究
で
は
、
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
古
写
経
群
の
基
本
情
報
収
集
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
主
な
目
的
と
し
た
。
期
間
中
、
オ
ン
ラ
イ

ン
研
究
会
（
二
〇
二
一
年
四
月
二
日
、
九
月
二
十
八
日
、
十
二
月
十
三
日
、
二
〇
二
二
年
二
月
四
日
）
を
四
回
実
施
し
、
資
料
調
査

（
二
〇
二
一
年
五
月
三
十
一
日
、七
月
五
日
〜
八
日
、八
月
三
十
日
、九
月
六
日
、十
月
二
十
一
日
、十
二
月
十
三
日
）
は
合
計
九
日
間
、

紙
質
調
査
（
十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二
十
八
日
）
は
合
計
三
日
間
行
っ
た
。
資
料
調
査
で
は
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
計
測
、
基

本
情
報
収
集
、
目
録
化
を
行
い
つ
つ
、
目
視
お
よ
び
顕
微
鏡
等
を
用
い
た
紙
質
調
査
（
非
破
壊
）
も
並
行
し
て
実
施
し
た
。
古
写
経

の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
は
三
回
に
分
け
て
行
い
、
古
写
経
群
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
九
〇
〇
カ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
将

来
的
に
は
、こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、二
〇
二
三
年
四
月
に
施
行
と
な
っ

た
改
正
博
物
館
法
に
あ
る
「
博
物
館
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
」
に
も
適
う
も
の
と
い
え
る
。

　

本
研
究
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
注
視
し
つ
つ
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幸
い
、
丸
の
内
へ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
新
設

す
る
期
間
と
も
重
な
り
、
世
田
谷
区
岡
本
の
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
展
示
室
を
調
査
や
撮
影
場
所
と
し
て
有
意
義
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

本
書
は
、
そ
の
成
果
概
報
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
、
古
写
経
群
の
写
真
を
掲
載
し
、
解
説
ペ
ー
ジ
に
は
各
経

典
の
基
本
情
報
等
を
記
載
し
た
。
可
能
な
範
囲
で
付
属
品
も
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
撮
影
し
た
写
真
を
全
て
本
書
に
掲
載
す
る

こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
概
要
を
知
れ
る
調
査
報
告
書
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
美
術
史
を
専
門
と
す
る
学
芸
員

だ
け
で
は
刊
行
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
。

　

巻
末
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
・
渋
谷
綾
子
氏
、
同
所
史
料
保
存
技
術
室
・
山

口
悟
史
氏
の
両
氏
に
紙
質
調
査
を
踏
ま
え
た
報
告
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
両
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
研
究
に
よ
り
、
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
新
た
な
課
題
・
検
討
事
項
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
そ
れ
ら
個
別
の
課
題
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
、
本
書
が
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
古
写

経
研
究
・
古
代
史
研
究
に
資
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
注
１
） 

詳
細
は
別
稿
に
て
報
告
す
る
予
定
。

（
注
２
） 

長
谷
川
祥
子
「
静
嘉
堂
の
肥
前
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
所
収
、
静
嘉
堂

文
庫
美
術
館
『
静
嘉
堂
蔵　

古
伊
万
里
』
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、
明
治

二
十
年
代
の
成
立
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
蒐
集
に
な
っ
た
美
術

品
も
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
早
く
て
も
明
治
四
十
年
頃
」

と
想
定
し
た
。

（
注
３
） 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
別
稿
に
て
報
告
し
た
い
。

（
注
４
） 

静
嘉
堂
文
庫
『
静
嘉
堂　

日
本
の
書
跡
』（
一
九
八
二
年
）

（
注
５
） 

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
『
仏
教
の
美
術
』（
一
九
九
九
年
）。
以
後
、
静
嘉
堂

文
庫
『
静
嘉
堂
文
庫
の
古
典
籍　

第
三
回　

日
本
の
貴
重
書
』（
二
〇
〇
〇

年
）、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
『
入
門　

墨
の
美
術
―
古
写
経･

古
筆･

水

墨
画
―
』（
二
〇
一
九
年
）
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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62

　

奈
良
時
代
初
期
に
書
写
さ
れ
た
長
屋
王
願
経
の
一
つ
。
長
屋
王
願
経
に
は
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）

一
一
月
一
五
日
の
願
文
が
あ
る
和
銅
経
と
、
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
九
月
二
三
日
の
願
文
が
あ
る
神
亀
経

の
二
種
類
が
あ
る
。
本
品
は
前
者
の
和
銅
経
で
、
日
本
国
内
で
書
写
さ
れ
た
最
古
の
大
般
若
経
と
い
わ
れ

る
。

　

本
品
巻
尾
の
「
北
宮
」
の
語
句
は
、
和
銅
経
の
願
文
に
共
通
し
て
み
え
る
も
の
で
、
長
屋
王
が
父
高
市

皇
子
か
ら
引
き
継
い
だ
家
政
機
関
の
こ
と
を
指
す
。
長
屋
王
邸
宅
南
の
宮
跡
庭
園
下
層
か
ら
は
和
銅
年
間

の
大
般
若
経
書
写
を
示
す
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
﹇
上
代
文
献
を
読
む
会　

二
〇
一
六
﹈、
本
品
も
平
城

京
の
長
屋
王
邸
宅
内
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
和
銅
経
は
滋
賀
県
甲
賀
市
土
山
町
の
常
明

寺
に
二
七
巻
、
見
性
庵
に
四
三
巻
、
太
平
寺
に
一
四
二
巻
が
存
在
し
、
巷
間
に
流
出
し
た
経
巻
を
加
え
る

と
二
三
四
巻
が
伝
来
し
て
い
る
﹇
新
川　

二
〇
一
五
﹈。
書
写
さ
れ
た
当
初
は
薬
師
寺
に
施
入
さ
れ
た
が
、

一
二
世
紀
後
半
ま
で
に
は
流
出
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る ﹇
岩
本　

二
〇
一
五
﹈。

　

後
補
の
表
紙
は
茶
地
に
梅
・
竹
・
松
が
織
ら
れ
た
綾
を
用
い
、
金
紙
の
題
箋
（
縦
一
四
・
六
、
横
二
・
一
㎝
）

に「
古
寫
經
殘
本　

三
洲
長
炗
書
䈁
」の
墨
書
が
あ
る
。
三
洲
長
炗（
長
三
洲
、一
八
三
三
〜
九
五
）は
幕
末
・

明
治
の
漢
学
者
・
書
家
で
あ
る
。
見
返
し
は
金
箔
紙
、
料
紙
は
黄
染
の
楮
紙
で
、
現
状
は
茶
色
に
退
色
し

て
い
る
。
詳
細
な
分
析
は
本
書xii

（
一
七
九
）
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
品
は
無
辺
無
界
で
第
一
紙
の

初
行
は
空
、
右
端
に
幅
〇
・
四
㎝
の
ハ
ガ
シ
ト
リ
痕
（
糊
付
痕
）
が
あ
る
。
巻
尾
に
「
用
紙
一
十
七
張
」

と
の
書
入
が
あ
り
、
も
と
一
七
紙
に
書
写
さ
れ
た
が
、
現
状
で
は
二
三
紙
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
の
第
四
・

五
紙
、
第
九
・
一
〇
紙
、
第
一
一
・
一
二
紙
、
第
一
三
・
一
四
紙
、
第
一
五
・
一
六
紙
、
第
二
二
・
二
三
紙
は
、

も
と
一
紙
で
あ
っ
た
も
の
が
、
改
装
に
際
し
て
切
断
さ
れ
て
二
紙
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
折
本
段
階

の
虫
損
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
巻
子
段
階
で
の
虫
喰
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
木
製
箱
（
縦
二
六
・
五
、
横

一
〇
・
五
、
高
四
・
五
、
蓋
高
一
・
八
㎝
）
に
納
め
、
蓋
表
に
「
和
銅
年
中
書
／
大
般
若
経
一
巻
」、
蓋
裏
に

は
「
寫
経
北
宮
様
御
真
筆
／
大
臣　

補
筆
／
□
□
□
」
の
墨
書
が
あ
る
。

№
1　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
四
五
（
長
屋
王
願
経
）

蓋表蓋裏表紙
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 5.9 46.8 47.7 47.9 28.0 20.2 48.6 48.2 48.2 11.7 36.1 23.9 23.8 23.8 18.4

行数 ― 27 28 28 16 12 28 28 28 7 21 19 14 17 11

1・2行頭字 ― 大初 歎无 界羅 切般 波現 断十 陀无 復故 觸浄 断耳 以緑 慮一 現静 多分

紙順 15 16 17 18 19 20 21 22 23 裏表紙
見返し

紙長 25.5 23.5 48.0 48.0 48.1 48.2 47.7 23.5 43.3 6.8

行数 15 13 28 28 28 28 14 14 24 ―

1・2行頭字 空清 浄静 波解 善故 切智 若多 若浄 故觸 二界 ―

【内容】

外題 古寫経殘本　三洲長炗書䈁

首題（内題）大般若波羅蜜多経巻第二百卌五／初分難信解品第卅四之六十四　三蔵法師玄奘奉　詔譯

本文初行 善現一切智智清浄故意界清浄意界清浄

本文末行 分无別无断故

尾題 大般若波羅蜜多経巻第二百卌五

該当箇所 大正蔵　220.06/235.c10～ 241.a2

【細目データ 1】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第二四五（長屋王願経） 員数 1帖

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 折本 書写年代 奈良時代

紙数 23 全長 841.8 紙高 23.8 識語 あり

備考 和銅経（長屋王願経）。和銅 5年（712）11月 15日付の識語あり。無辺無界。

【表装】

表紙 折本の表紙（縦 23.8、横 8.6）は茶色、綾・文様（梅・竹・松）あり。表紙に題箋「古寫経殘本　三洲長炗書䈁」
（金紙、縦 14.6、横 2.1）あり。見返しは金箔紙。

軸

原・補別 なし 軸長 ― 軸端 形状 ―

軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 ― 地部 最大径 ―

軸附様態等 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 打紙 界線 なし 修補 全面裏打

一紙　長 47.7 一紙　高 23.8 一紙　行数 28 一行　字数 17

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他所見 現状の折本の折目と異なるタテ折目あり。折本装丁時に 17紙から 23紙にされる。
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永
恩
具
経
と
呼
ば
れ
る
大
般
若
経
の
一
つ
。
鎌
倉
時
代
の
僧
で
興
福
寺
の
蔵ぞ
う

司す

で
あ
っ
た
永
恩
が
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
の
大
般
若
経
を
集
め
、
朱
の
句
切
点
を
加
え
て
一
セ
ッ
ト
と
し
、
貞
永
二

年
（
一
二
三
三
）
に
河
内
国
高
安
郡
玉
祖
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
。
本
品
は
巻
尾
に
「
天
平
二
年
歳
次
庚

午
三
月
上
旬
始
寫
大
般
若
経
／
一
部
六
百
卷　

右
亰
七
條
二
坊
黄
君
満
侶
寫
奉
」
の
奥
書
と
、「
句
切
了　

永
恩
」
の
書
入
れ
が
あ
る
。

　

永
恩
具
経
の
奈
良
時
代
書
写
巻
に
は
、
本
品
と
同
じ
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
三
月
上
旬
の
年
紀
で
「
平

群
郡　

都
菩
臣
足
嶋
」
の
名
が
み
え
る
巻
、
同
一
三
年
五
月
二
四
日
橘
戸
弥
麿
願
経
、
同
年
七
月
一
八
日

下
村
主
廣
麿
願
経
、
同
一
六
年
六
月
三
〇
日
春
日
戸
比
良
願
経
が
知
ら
れ
る
﹇
田
中　

一
九
七
三
﹈。
本

品
の
書
写
者
で
あ
る
「
黄き
の

君き
み

満ま

侶ろ

」
の
名
は
、巻
第
五
二
二
（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）、巻
第
五
二
七
（
九

州
国
立
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
数
巻
に
み
え
る
。
黄
君
満
侶
は
、
正
倉
院
文
書
に
「
黄
公
万
呂
」
や
「
黄
君

麻
呂
」
の
名
が
み
え
、
写
経
所
の
経
師
と
し
て
天
平
一
八
年
か
ら
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
ま
で
の
活

動
が
知
ら
れ
る
。

　

後
補
の
表
紙
は
、
緑
地
に
黄
色
の
宝
相
華
模
様
の
あ
る
錦
を
用
い
、
左
上
部
に
題
箋
が
貼
り
付
け
ら
れ

て
い
た
痕
（
縦
一
五
・
八
、
横
二
・
三
㎝
）
が
あ
る
。
表
紙
と
裏
表
紙
の
見
返
し
は
金
箔
紙
で
あ
る
。
料

紙
分
析
は
本
書xiv

（
一
七
七
）
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
現
状
は
折
本
で
あ
る
が
、
天
辺
付
近
の
シ
ミ
の

様
態
か
ら
、
も
と
は
巻
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
木
製
箱
の
蓋
表
に
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第

五
百
二
十
六　

天
平
二
年
寫
本
／
黄
君
満
侶
筆
」
の
墨
書
が
あ
る
。
裏
に
は
「
此
巻
與
和
銅
寫
経
書
躰
相

似
筆
法
遒
剄
／
有
唐
人
風
致
焉
／
甲
申
七
月　

大
教
正
松
翁
□
〔
儀
カ
〕」

の
墨
書
と
朱
文
方
印
が
あ
る
。
松
翁

は
鵜
飼
徹
定
（
一
八
一
四
〜
九
一
）
の
号
。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

大
般
若

経
巻　

〻
（
一
巻
）／

天
平
二
年
」
と
あ
り
、
松
浦
武
四
郎
（
一
八
一
八
〜
八
八
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
2　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
二
六
（
永
恩
具
経
）

蓋表蓋裏

奥書と「句切了　永恩」の朱書
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 9.2 47.5 51.0 51.0 51.0 51.0 50.7 50.9 51.0 50.5 50.8 50.9 51.0 51.0 51.0

行数 ― 26 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28

1・2行頭字 ― 大第 般空 如執 亦等 雖涅 由切 安三 所所 界衆 无此 学圓 告性 當入 説無

紙順 15 16 17 18 19 裏表紙
見返し

紙長 50.8 50.8 50.6 50.7 32.5 9.1

行数 28 28 28 28 18 ―

1・2行頭字 蜜長 親真 訶滅 能善 切相 ―

【内容】

外題 なし

首題（内題）大般若波羅蜜多経巻第五百二十六　三蔵法師玄奘奉　詔譯／第三分方便善巧品第二十六之四

本文初行 尒時善現復白佛言世尊常説甚深般若波

本文末行 羅蜜多

尾題 大般若波羅蜜多経巻第五百二十六

該当箇所 大正蔵　220.07/696.a10～ 702.a5

【細目データ 2】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　 巻第五二六（永恩具経） 員数 1帖

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 折本 書写年代 奈良時代

紙数 19 全長 963.0 紙高 25.4 識語 あり

備考 永恩具経。黄君満侶筆。天平 2年（730）3月の年紀あり。識語に「右京七條二坊黄君満侶冩奉」「句切了　永恩」
とあり。

【表装】

表紙 新補表紙（縦 25.5、横 9.2）。緑に黄色の模様（宝相華）。裏表紙も同じ。

軸

原・補別 なし 軸長 ― 軸端 形状 ―

軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 ― 地部 最大径 ―

軸附様態等 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 51.0 一紙　高 25.4 一紙　行数 28 一行　字数 17

界幅 1.8 界高 19.8 天欄高 2.7 地欄高 2.9

その他所見 振り仮名（墨書）、句切点（朱書）あり。
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巻
尾
に
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
」
の
日
付
の
あ
る
願
文
を
記
し
た
光
明
皇
后
発
願
の
五
月
一
日
経
の

一
つ
。
五
月
一
日
経
は
、東
大
寺
尊
勝
院
の
聖
語
蔵
に
約
七
五
〇
巻
が
存
在
し
、そ
の
他
の
寺
院
、美
術
館
・

博
物
館
、
個
人
蔵
を
あ
わ
せ
る
と
一
〇
〇
〇
巻
ほ
ど
が
現
存
す
る
。
五
月
一
日
経
の
華
手
経
は
、
他
に
巻

第
一
一
（
陽
明
文
庫
所
蔵
）、
巻
第
一
二
（
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
）、
巻
第
一
三
（
智
積
院
所
蔵
）
の
存

在
が
知
ら
れ
る
。
当
館
所
蔵
の
巻
子
の
五
月
一
日
経
と
し
て
は
他
に
№
８
「
仏
説
中
心
経
（
仏
説
忠
心
経
、

五
月
一
日
経
）」
が
あ
る
。

　

本
品
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
一
一
月
に
帰
国
し
た
玄
昉
が
将
来
し
た
一
五
巻
本
の
華
手
経
を
底
本

と
し
て
書
写
さ
れ
た（『
大
日
本
古
文
書
』七
巻
八
四
頁
）。『
大
正
蔵
』所
載
の
一
〇
巻
本
の
華
手
経
で
は
、

巻
第
三
か
ら
巻
第
四
に
相
当
す
る
。
全
一
八
紙
か
ら
な
る
が
、
第
六
紙
と
第
七
紙
の
間
に
二
紙
分
の
欠
落

が
あ
る
。

　

現
状
は
表
紙
が
失
わ
れ
、
第
一
紙
は
全
面
を
裏
打
し
、
右
端
下
部
は
大
き
く
欠
損
し
て
い
る
。
第
一
紙

か
ら
第
四
紙
の
下
部
に
は
水
損
汚
れ
が
み
ら
れ
る
。
文
字
は
他
の
五
月
一
日
経
に
共
通
す
る
謹
厳
端
正
な

楷
書
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
朱
の
校
合
注
記
が
み
ら
れ
る
。

　

料
紙
の
規
格
は
最
終
の
第
一
八
紙
を
除
き
、
縦
二
六
・
二
、
界
高
一
九
・
八
、
界
幅
一
・
八
㎝
で
共
通
す

る
。
最
終
紙
の
み
界
幅
一
・
九
㎝
で
、
第
一
七
紙
ま
で
と
は
紙
色
や
界
線
の
様
態
が
異
な
っ
て
お
り
、
願

文
を
書
き
加
え
る
際
に
継
ぎ
足
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
﹇
皆
川　

一
九
六
二
﹈。
料
紙
分
析
に
つ
い

て
は
本
書xv

（
一
七
六
）頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
全
体
に
わ
た
っ
て
虫
損
が
あ
り
、裏
か
ら
小
紙
片
を
貼
っ

て
補
修
し
て
い
る
。
虫
損
間
隔
は
第
一
紙
で
一
一
・
六
、第
九
紙
で
八
・
三
、第
一
八
紙
で
三
・
八
㎝
で
あ
る
。

撥
形
、
赤
密
陀
の
軸
は
本
紙
に
直
に
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
原
装
と
思
わ
れ
る
。

　

巻
首
第
一
紙
右
端
上
部
の
裏
に
「
東
大
寺
印
」
の
方
形
朱
印
影
の
右
半
（
縦
六
・
〇
㎝
）
が
認
め
ら
れ
る
。

左
半
は
原
表
紙
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
巻
尾
の
尾
題
の
文
字
に
重
ね
て
「
東
大
寺
印
」
の
方

形
朱
印
（
縦
六
・
〇
、
横
五
・
九
㎝
）
を
捺
す
。
奈
良
時
代
に
は
複
数
の
東
大
寺
印
が
存
在
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
が
、
本
品
の
印
影
は
先
行
研
究
﹇
田
中　

一
九
九
九
﹈
で
「
東
大
寺
印
Ｃ
」
と
称
さ
れ
る
も
の
が

該
当
す
る
と
思
わ
れ
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
八
月
以
降
に
捺
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

縦
三
三
・
五
、
横
六
・
〇
、
高
四
・
七
㎝
の
木
製
箱
に
納
め
（
内
箱
）、
さ
ら
に
そ
れ
を
№
６
「
増
壱
阿
鋡

経　

巻
第
二
二
（
善
光
朱
印
経
）」
の
内
箱
と
と
も
に
縦
三
八
・
六
、
横
一
八
・
七
、
高
一
〇
・
二
㎝
の
木
製

箱
に
納
め
る（
外
箱
）。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵『
蔵
品
目
録
』に「
一　

華
手
経
／
東
大
寺
捺
印　

一
巻
」

と
あ
り
、
№
６
と
と
も
に
松
浦
武
四
郎
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
3　

華
手
経　

巻
第
四
（
五
月
一
日
経
）

第 1 紙裏の「東大寺印」

尾題に捺された「東大寺印」

外箱と内箱　外箱は No.６「増壱阿鋡経　巻第二二（善光朱印経）」と共用



67

【法量】

紙順 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

紙長 43.9 46.1 46.1 46.3 46.2 46.2 46.0 46.3 46.3 46.3 46.3 46.3 46.3 46.3 46.2

行数 24 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

1・2行頭字 華東 徳菩 薩東 東覚 一虚 薩東 従有 有薩 无従 従有 佛薩 華華 訶従 従中 号上

紙順 16 17 18

紙長 46.2 46.2 16.5

行数 25 25 8

1・2行頭字 授従 従有 助上

【内容】

外題 なし

首題（内題）華手経惣想品第十四

本文初行 東方去此過乎三万阿僧祇界彼有世界

本文末行 訶薩授无上道記餘如上説

尾題 華手経巻第四

該当箇所 大正蔵　657.16/144.c7～ 146.b13　147.a6～ 150.a18

【細目データ 3】 （長さの単位 cm）

史料名 華手経　巻第四（五月一日経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 奈良時代

紙数 18 全長 800.0 紙高 26.2 識語 あり

備考 五月一日経。天平 12年（740）5月 1日付の願文あり。朱字の校合痕あり。右端裏上部に方形朱印「東大□□」
（縦 6.0、左半欠）、 尾題に重ねて方形朱印 「東大寺印」（縦 6.0、横 5.9）あり。

【表装】

表紙 なし

軸

原・補別 原装カ 軸長 29.9 軸端 形状 撥形

軸端 法量 天部 縦 不明 地部 縦 不明 天部 最大径 1.5 地部 最大径 1.5

軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻・雁皮 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 部分裏打

一紙　長 46.1 一紙　高 26.2 一紙　行数 21 一行　字数 17

界幅 1.8 界高 19.8 天欄高 3.0 地欄高 3.4

その他所見 ―
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巻
尾
に
三
行
の
功
徳
文
を
付
し
た
般
若
心
経
。
類
例
の
多
く
が
隅
寺
（
海
龍
王
寺
）
に
伝
わ
っ
た
た
め
、

「
隅
寺
心
経
」
と
呼
ば
れ
る
。
隅
寺
心
経
に
は
本
紙
の
左
端
に
「
天
平
勝
寶
七
年
料
」
と
書
き
込
ま
れ
て

い
る
も
の
や
、
一
紙
に
般
若
心
経
一
部
が
書
か
れ
、
そ
れ
を
一
〇
部
以
上
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
も
あ
る
。

現
在
、
二
八
点
ほ
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
る
﹇
宮
﨑　

二
〇
一
五
﹈。
本
品
も
隅
寺
に
伝
来
し
た
も
の
の
一

つ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

表
紙
に
は
紺
地
に
金
色
の
草
木
模
様
が
織
ら
れ
た
錦
で
、「
心
経
」
と
書
か
れ
た
金
色
の
題
箋
が
貼
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
の
見
返
し
は
金
箔
紙
で
あ
る
。
全
一
紙
で
、
表
紙
見
返
し
と
本
紙
の
間
に
補
紙

が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xvi
（
一
七
五
）
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
全
面
裏
打
さ

れ
て
お
り
、
裏
打
紙
に
は
金
銀
箔
が
散
ら
さ
れ
、
軸
は
象
牙
で
後
補
で
あ
る
。
界
幅
は
一
・
八
〜
二
・
四
㎝

と
不
定
で
あ
る
。

　

木
製
箱（
縦
二
七
・
三
、横
四
・
五
、高
四
・
三
、蓋
高
一
・
六
㎝
）
に
納
め
、蓋
上
書
に「
奥
書
／
隅
寺
心
経
」、

蓋
裏
に
「
明
治
十
三
年
庚
辰
涅
槃
日
／
松
浦
北
海
翁
属
題　

一
六
居
士
修
薫
手
」
と
墨
書
し
、
朱
文
円
印

を
捺
す
。
松
浦
北
海
翁
は
松
浦
武
四
郎
、
一
六
居
士
は
巌
谷
修
（
一
八
三
四
〜
一
九
〇
五
）。
松
浦
武
四

郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

同
（
隅
寺
心
経
）　

奥
書
付　

〻
（
一
巻
）」

と
あ
り
、
松
浦
武
四
郎
旧

蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
4　

心
経
（
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
、
隅
寺
心
経
）

蓋表蓋裏表紙軸
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【法量】

紙順 表紙
見返し 補紙 1 軸付紙

紙長 12.6 18.2 44.0 14.9

行数 ― ― 23 ―

1・2行頭字 ― ― 心観 ―

【内容】

外題 心経

首題（内題）心経

本文初行 観自在菩薩行深般若波羅蜜多時照見五

本文末行 掲諦掲諦　波羅掲諦　波羅僧掲諦　菩提薩婆呵

尾題 なし

該当箇所 大正蔵　251.08/848.c1～ 848.c19

【細目データ 4】 （長さの単位 cm）

史料名 心経（般若波羅蜜多心経、隅寺心経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 89.7 紙高 24.9 識語 なし

備考 隅寺心経。功徳文あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.9、横 12.6）は草木模様の錦。薄茶の巻緒、竹の八双。見返しは金箔。

軸

原・補別 後補 軸長 26.0 軸端 形状 象牙 丸形・ハメ込み

軸端 法量 天部 縦 不明 地部 縦 不明 天部 最大径 1.6 地部 最大径 1.6

軸附様態等 新補の軸付紙。糊痕なし。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 44.0 一紙　高 24.9 一紙　行数 23 一行　字数 17

界幅 1.97 界高 19.7 天欄高 2.8 地欄高 2.3

その他所見 ―
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功
徳
文
の
な
い
般
若
心
経
。
隅
寺
心
経
に
つ
い
て
は
№
４
を
参
照
さ
れ
た
い
。
当
館
所
蔵
の
隅
寺
心
経

は
本
品
の
ほ
か
、
№
４
（
巻
子
）
と
、
古
経
貼
交
屏
風
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
№
12
‐
１
‐
601
「
心
経
（
般

若
波
羅
蜜
多
心
経
、
隅
寺
心
経
）」
が
あ
る
。
三
点
の
う
ち
功
徳
文
が
な
い
の
は
本
品
だ
け
で
あ
る
。

　

青
地
に
金
色
の
花
草
模
様
が
織
ら
れ
た
布
表
紙
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。
表
紙
に
外
題
は
な
く
、
見
返
し

は
金
箔
紙
で
あ
る
。
本
紙
に
は
奥
か
ら
巻
い
た
状
態
で
生
じ
た
虫
損
が
あ
り
、
補
修
さ
れ
て
い
る
。
本
紙

と
軸
付
紙
と
の
継
目
裏
に
方
形
黒
印
「
□
□
」（
縦
一
・
五
、
横
一
・
三
㎝
）
が
捺
さ
れ
る
。

　

軸
端
は
後
補
で
撥
形
、
材
質
は
水
晶
で
あ
る
。
木
製
箱
に
納
め
、
蓋
表
に
「
隅
寺
心
経　

一
巻
」、
蓋

裏
に
「
癸
酉
秋
九
月
万
菴
無
観
并
題
籤
」
と
墨
書
し
、方
形
朱
印
二
顆
を
捺
す
。
小
口
に
も
「
隅
寺
心
経
」

の
墨
書
が
あ
る
。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

隅
寺
心
経　

〻
（
一
巻
）」

と
あ
り
、
松
浦

武
四
郎
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
5　

心
経
（
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
、
隅
寺
心
経
）

蓋表蓋裏

表紙

軸
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 軸付紙

紙長 24.9 40.7 42.6

行数 ― 22 ―

1・2行頭字 ― 心観 ―

【内容】

外題 なし

首題（内題）心経

本文初行 観自在菩薩行深般若波羅蜜多時照見五

本文末行 掲諦掲諦　波羅掲諦　波羅僧掲諦　菩提沙婆呵

尾題 なし

該当箇所 大正蔵　251.08/848.c1～ 848.c19

【細目データ 5】 （長さの単位 cm）

史料名 心経（般若波羅蜜多心経、隅寺心経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 108.2 紙高 26.5 識語 なし

備考 隅寺心経。功徳文なし。

【表装】

表紙 表紙（縦 26.5、横 24.9）の表は青色、裏は金色で花草模様あり。薄緑色の巻緒。竹の八双。

軸

原・補別 後補 軸長 28.8 軸端 形状 撥形 水晶

軸端 法量 天部 縦 不明 地部 縦 不明 天部 最大径 1.5 地部 最大径 1.5

軸附様態等 42.6㎝の軸付紙あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 40.7 一紙　高 26.5 一紙　行数 22 一行　字数 17

界幅 1.8 界高 19.9 天欄高 3.2 地欄高 3.4

その他所見 ―
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本
品
は
奈
良
時
代
後
期
を
代
表
す
る
一
切
経
で
あ
る
善
光
朱
印
経
の
一
つ
。
尾
題
下
部
の
余
白
に
「
善

光
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
、
巻
尾
に
校
経
列
位
が
記
さ
れ
る
。
法
華
寺
寺
主
の
善
光
が
総
国
分
尼
寺
で
あ
る

同
寺
に
奉
納
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
三
〇
余
巻
が
現
存
し
て
い
る
﹇
山
下　

二
〇
〇
一
﹈。
善

光
朱
印
経
の
増
壱
阿
鋡
経
は
、
他
に
巻
第
二
九
（
智
積
院
所
蔵
）、
巻
第
三
六
（
神
奈
川
県
清
浄
光
寺
所

蔵
）、
巻
第
三
九
（
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
）、
巻
第
五
〇
（
薬
師
寺
所
蔵
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
本
品
の

校
経
列
位
に
は
天
平
宝
字
三
年
一
一
月
四
日
の
日
付
と
経
師
・
校
生
・
装
潢
の
名
前
が
み
え
る
。

　

表
紙
左
端
に
外
題「
増
壹
阿
含
経
巻
第
二
十
二　

北
堂
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
尾
題
下
部
の
余
白
に「
善

光
」
の
朱
印
（
縦
四
・
七
、
横
一
・
八
㎝
）
を
捺
す
。
第
一
紙
右
端
裏
に
も
半
存
す
る
が
、
現
状
の
表
紙
に

は
印
影
は
続
か
な
い
の
で
、
原
表
紙
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
径
三
・
七
㎝
の
円
形
朱
印
が
表
紙

と
第
一
紙
の
紙
継
目
裏
に
あ
り
、
径
〇
・
八
㎝
の
円
形
朱
印
が
第
一
紙
か
ら
第
三
二
紙
ま
で
の
各
紙
継
目

裏
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
軸
は
赤
密
陀
で
、軸
付
紙
の
奥
に
「
西
大
寺
大
慈
院
」
の
双
郭
方
形
朱
印
（
縦
四
・

七
、
横
一
・
九
㎝
）
が
捺
さ
れ
る
。

　

料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xvii

（
一
七
四
）
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
品
は
紙
継
目
に
は
縦
界
線
を
引
か

な
い
が
、
第
二
〇
紙
左
端
に
縦
界
線
が
あ
り
、
天
地
界
も
第
二
一
紙
と
連
続
し
な
い
。
ま
た
一
紙
行
数

が
第
二
〇
・
二
一
紙
は
二
〇
行
で
他
紙
よ
り
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
第
二
〇
紙
左
端
一
行
と
第

二
一
紙
右
端
一
行
は
、
書
写
段
階
の
書
き
損
じ
な
ど
に
よ
り
切
断
さ
れ
、
継
ぎ
直
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

縦
三
三
・
五
、
横
五
・
五
、
高
五
・
四
㎝
の
内
箱
に
納
め
ら
れ
、
№
３
の
内
箱
と
と
も
に
外
箱
に
納
め
ら

れ
る
﹇
本
書
六
六
頁
の
写
真
参
照
﹈。
二
つ
の
内
箱
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
全
一
八
紙
の
№
３
に

対
し
、全
三
三
紙
の
本
品
に
は
小
さ
す
ぎ
る
感
が
あ
る
。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

増
壱
阿
含
経
／
西
大
寺
印
ア
リ　

〻
（
一
巻
）」

と
あ
り
、
№
３
と
と
も
に
松
浦
武
四
郎
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
6　

増
壱
阿
鋡
経　

巻
第
二
二
（
善
光
朱
印
経
）

巻末「西大寺大慈院」印
尾題下の「善光」印

表紙と第 1 紙の継目裏軸
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 25.7 48.2 50.7 50.8 51.1 51.1 51.0 51.0 51.0 51.0 51.0 51.0 51.0 50.9 51.0

行数 ― 20 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

1・2行頭字 ― 増聞 以者 浄自 復群 遊得 脩復 歓聞 是王 於在 比王 十上 何多 入至 四便

紙順 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

紙長 51.0 51.0 50.9 50.8 50.6 48.0 48.5 50.8 51.0 50.9 50.9 51.0 50.8 50.8 50.8

行数 21 21 21 21 21 20 20 21 21 21 21 21 21 21 21

1・2行頭字 復難 者喜 諸於 若无 云者 時身 諸喜 復我 出気 有尒 律作 賢樹 沙未 所一 従尒

紙順 30 31 32 33

紙長 50.7 50.7 50.7 40.5

行数 21 21 21 17

1・2行頭字 娯華 説聞 若雖 天覆

【内容】

外題 増壹阿含経巻第二十二　北堂　

首題（内題）増壹阿鋡経増上品第卅　　廿二

本文初行 聞如是一時佛在舎衛國祇樹給孤獨園尒

本文末行 僧上坐行跡　无常園観地　无漏无息禅　四樂无諍訟

尾題 増壹阿鋡経巻第廿二

該当箇所 大正蔵　125.02/665.b12～ 673.c13

【細目データ 6】 （長さの単位 cm）

史料名 増壱阿鋡経　巻第二二（善光朱印経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 奈良時代

紙数 33 全長 1686.9 紙高 27.6 識語 あり

備考 善光朱印経。「善光」の朱印、「西大寺大慈院」の双郭方形朱印あり。校経列位に天平宝字 3年（759）11月
4日とあり。

【表装】

表紙 表紙（縦 27.6、横 25.7）は旧補。茶色で模様なし。茶色の巻緒。竹の八双。

軸

原・補別 原装 軸長 30.7 軸端 形状 撥形

軸端 法量 天部 縦 不明 地部 縦 不明 天部 最大径 1.6 地部 最大径 1.6

軸附様態等 本紙直継。糊痕あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 なし

一紙　長 50.7 一紙　高 27.6 一紙　行数 21 一行　字数 17

界幅 2.4 界高 23.3 天欄高 2.0 地欄高 2.3

その他所見 ―



74

　

前
の
上
野
国
権
大
目
で
あ
る
安
倍
朝
臣
小
水
麻
呂
が
発
願
し
た
大
般
若
経
で
、
安
倍
小
水
麻
呂
経
と
呼

ば
れ
る
も
の
の
一
つ
。
貞
観
一
三
年
（
八
七
一
）
三
月
三
日
付
の
願
文
が
記
さ
れ
る
。
本
品
は
大
般
若
経

巻
第
四
三
四
の
第
二
分
地
獄
品
第
三
十
九
之
一
か
ら
巻
末
ま
で
を
書
写
し
た
四
紙
に
、
表
紙
と
軸
を
後
に

取
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
№
13
‐
31
も
安
倍
小
水
麻
呂
経
で
あ
る
。
埼
玉
県
と
き
が
わ
町
の
慈
光
寺
に

は
安
倍
小
水
麻
呂
経
一
五
二
巻
が
伝
来
し
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
品
の
表
紙
は
茶
色
の
紙
で
花
模
様
が
あ
り
、
裏
は
金
雲
母
を
散
ら
す
。
茶
色
の
巻
緒
、
竹
の
八
双
が

つ
く
。
第
一
紙
の
右
端
は
切
断
さ
れ
て
お
り
、
上
端
近
く
は
紙
が
毛
羽
立
っ
て
い
る
。
第
四
紙
左
端
は
軸

付
の
た
め
、
斜
め
に
切
断
さ
れ
、
糊
痕
が
残
る
。
現
状
の
軸
や
軸
付
紙
は
後
補
。
全
面
裏
打
さ
れ
、
そ
の

台
紙
が
軸
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

木
製
箱
の
蓋
表
に
鷲
津
毅
堂
（
一
八
二
五
〜
八
二
）
が
「
阿
倍
小
水
麻
呂
大
般
若
地
獄
品
／
壬
午
夏
五

孟
為
／
北
海
行
者
嘱　

毅
堂
墨
題
」
と
墨
書
し
、
朱
文
方
印
「
宣
光
」（
方
一
・
四
㎝
）
を
捺
す
。
ま
た
松

浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

阿
倍
小
水
麻
呂
大
般
若　

一
巻
／
地
獄
品
」
と
あ
り
、

松
浦
武
四
郎
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
7　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
四
三
四
（
安
倍
小
水
麻
呂
経
）

蓋表表紙



75

【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4

紙長 28.5 9.0 52.4 52.2 35.2

行数 ― 4 27 27 18

1・2行頭字 ― 第尒 提修 鈍是 無者

【内容】

外題 なし

首題（内題）第二分地獄品第卅九

本文初行 尒時具壽舎利子白佛言世尊若菩薩摩訶

本文末行 般若波羅蜜多

尾題 大般若波羅蜜多経巻第四百卅四

該当箇所 大正蔵　220.07/186.c10～ 187.b6

【細目データ 7】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第四三四（安倍小水麻呂経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安前期

紙数 4 全長 177.3 紙高 27.3 識語 あり

備考 安倍小水麻呂経。願文に貞観 13年（871）3月 3日とあり。

【表装】

表紙 表紙（縦 28.5、横 28.5）の表は茶色、花模様、裏は金雲母模様。茶色の巻緒、竹の八双。

軸

原・補別 後補 軸長 28.5 軸端 形状 なし

軸端 法量 天部 縦 なし 地部 縦 なし 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2

軸附様態等 軸付紙と一体になった裏打紙に本紙（4紙）が貼られ、表紙がつけられる。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 52.4 一紙　高 27.3 一紙　行数 27 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 20.3 天欄高 3.2 地欄高 3.8

その他所見 ―
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光
明
皇
后
発
願
の
五
月
一
日
経
の
一
つ
。
五
月
一
日
経
に
つ
い
て
は
№
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
品
は

他
の
五
月
一
日
経
と
同
じ
願
文
が
あ
る
も
の
の
、
巻
尾
に
記
さ
れ
る
べ
き
日
付
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日

記
」
を
欠
い
て
い
る
﹇
静
嘉
堂　

二
〇
〇
〇
﹈﹇
市
川　

二
〇
二
三
﹈。

　

全
七
紙
の
巻
子
本
で
、
新
補
の
黄
色
表
紙
に
紫
色
の
巻
緒
、
竹
の
八
双
を
も
つ
。
校
合
注
記
が
あ
り
、

文
字
の
右
傍
に
朱
書
す
る
も
の
と
、墨
書
し
た
紙
片
を
貼
付
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
第
一
紙
右
端
裏
に「
東

大
寺
印
」（
方
形
朱
印
、方
六
㎝
）の
斜
め
に
捺
さ
れ
た
印
影
が
半
存
す
る
。表
紙
に
印
影
が
続
か
な
い
の
で
、

原
表
紙
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。奈
良
時
代
に
は
複
数
の
東
大
寺
印
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

本
品
の
印
影
は
先
行
研
究
﹇
田
中　

一
九
九
九
﹈
で
「
東
大
寺
印
Ｃ
」
と
称
さ
れ
る
も
の
が
該
当
す
る
と

思
わ
れ
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
八
月
以
降
に
捺
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xviii

（
一
七
三
）
頁
を
参
照
の
こ
と
。
首
題
は
「
佛
説
中
心
経
」
で
あ
り
、
尾

題
は
「
佛
説
忠
心
経
」
と
記
す
が
、「
忠
」
の
右
傍
に
紙
片
を
貼
っ
て
「
中
」
と
墨
書
し
訂
正
し
て
い
る
。

界
線
の
あ
る
第
七
紙
が
直
接
軸
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
第
六
紙
の
願
文
か
ら
第
七
紙
に
か
け
て
三
・
五
〜
四
・

〇
㎝
間
隔
で
軸
付
に
由
来
す
る
糊
痕
が
残
る
。
尾
題
下
部
の
余
白
と
、第
一
紙
と
第
二
紙
の
継
目
裏
に「
内

家
私
印
」
の
方
形
朱
印
（
方
四
・
一
㎝
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
内
家
私
印
」
は
光
明
皇
后
の
蔵
書
印
で
﹇
小

倉　

二
〇
〇
三
﹈、
現
在
一
六
例
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
﹇
宮
﨑　

一
九
九
七
﹈。
甲
印
と
乙
印
の
二
種

類
が
あ
る
と
さ
れ
﹇
服
部　

一
九
七
三
﹈、本
品
の
印
影
は
乙
印
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
内
家
私
印
」

と
「
東
大
寺
印
」
と
が
と
も
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
五
月
一
日
経
で
あ
り
な
が
ら
光
明
皇
后
の
蔵
書
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
検
討
を
要
す
。

　

軸
は
赤
密
陀
で
原
装
、
軸
端
は
撥
形
で
あ
る
。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

仏

説
中
心
経　

〻
（
一
巻
）」

と
あ
り
、
松
浦
武
四
郎
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
8　

仏
説
中
心
経
（
仏
説
忠
心
経
、
五
月
一
日
経
）

表紙と第 1 紙の継目裏の「東大寺印」（半存、
表紙には印影続かず）

尾題下「内家私印」 第 1･2 紙間の継目裏の「内家私印」
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7

紙長 18.3 43.3 45.9 45.4 45.5 45.5 42.2 17.5

行数 ― 24 25 25 25 25 23 9

1・2行頭字 ― 佛 連力 為者 佛観 佛其 是立 ―

【内容】

外題 なし

首題（内題）佛説中心経一巻

本文初行 聞如是一時佛在舎衛國祇樹給孤獨園是

本文末行 无不歓喜為佛作礼

尾題 佛説忠心経一巻

該当箇所 大正蔵　743.17/550.a16～ 551.c16

【細目データ 8】 （長さの単位 cm）

史料名 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 奈良時代

紙数 7 全長 303.6 紙高 26.6 識語 あり

備考 五月一日経。願文があるものの、天平 12年（740）5月 1日の日付がない。「内家私印」「東大寺印」あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 27.6、横 25.7)は黄色で新補。茶色の巻緒。竹の八双。

軸

原・補別 原装 軸長 30.3 軸端 形状 撥形

軸端 法量 天部 縦 3.2 地部 縦 3.2 天部 最大径 1.5 地部 最大径 1.5

軸附様態等 本紙直継。糊痕あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻・雁皮 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 なし

一紙　長 43.3 一紙　高 26.6 一紙　行数 25 一行　字数 17

界幅 1.8 界高 19.6 天欄高 3.5 地欄高 3.5

その他所見 尾題下部、1・2紙の継目裏に「内家私印」の朱印あり。表紙と第 1紙の紙継目裏に左傾の「東大寺印」
が半存。墨書（貼紙）、朱書の校合痕あり。
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大
宝
積
経
全
一
二
〇
巻
の
う
ち
の
一
巻
。
神
護
寺
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
同
寺
に
伝
来
し
た
一

切
経
の
う
ち
の
一
巻
と
見
ら
れ
、
平
安
前
期
の
作
成
と
推
測
さ
れ
る
。
松
浦
武
四
郎
旧
蔵
品
。

　

表
紙
は
欠
落
し
て
お
り
、
第
一
紙
右
端
も
破
損
が
見
ら
れ
る
。
端
裏
の
外
題
「
寶
積
経　

廿
三
」
は
表

紙
が
欠
落
し
た
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。巻
子
の
状
態
で
つ
い
た
虫
損
が
全
体
に
広
が
り
、

裏
か
ら
補
修
紙
を
あ
て
て
修
繕
さ
れ
て
い
る
（
裏
打
な
し
）。
第
一
紙
右
半
お
よ
び
第
一
〜
六
紙
下
部
に

は
水
損
が
あ
り
、
補
修
さ
れ
て
い
る
。
第
八
紙
右
端
、
第
七
紙
と
の
継
目
左
に
縦
界
線
が
あ
る
。
第
七
・

八
紙
は
行
数
が
二
六
行
と
他
紙
よ
り
一
行
少
な
く
、
第
七
紙
左
端
と
第
八
紙
右
端
の
各
一
行
を
切
除
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
第
一
五
紙
は
縦
界
線
が
太
く
な
る
な
ど
、
墨
界
に
や
や
乱
れ
が
見
ら
れ
る
。
第
一
六

紙
は
空
（
白
紙
）
で
、
墨
界
が
左
端
ま
で
続
き
、
左
端
は
天
地
が
斜
め
に
切
ら
れ
、
軸
に
直
接
糊
付
け

さ
れ
て
い
る
。
第
一
六
紙
と
軸
は
、
い
ず
れ
も
本
来
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xix

（
一
七
二
）
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

第
一
紙
右
端
下
部
に
方
形
朱
印
「
神
護
寺
」（
縦
四
・
一
㎝
、
横
二
・
〇
㎝
）、
第
一
・
二
紙
の
継
目
裏
及

び
第
二
・
三
紙
の
継
目
裏
に
斜
め
に
双
郭
方
形
朱
印
「
海
龍
王
寺
」（
縦
四
・
七
㎝
、横
二
・
〇
㎝
）
を
捺
す
。

第
一
五
・
一
六
紙
継
目
を
除
く
各
紙
継
目
裏
に
は
円
形
朱
印
「
□
〔
弘
カ
〕」（

直
径
〇
・
八
㎝
）
を
捺
し
、
そ
の
位

置
は
第
四
・
五
紙
と
第
一
〇
・
一
一
紙
は
継
目
の
下
寄
り
、
そ
れ
以
外
は
上
寄
り
で
あ
る
。

　

白
木
の
箱
（
縦
三
三
・
〇
㎝
、
横
六
・
〇 

㎝
、
高
六
・
〇 

㎝
）
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
箱
書
は
「
大
寶
積

経　

神
護
寺
捺
印
」。
蓋
裏
に
「
木
二
梅
題
箋
」
と
墨
書
し
「
二
梅
」
の
朱
文
円
印
（
縦
一
・
五 

㎝
、横
〇
・

七 

㎝
）
を
捺
す
こ
と
か
ら
、
書
家
の
木
村
二
梅
の
揮
毫
と
判
明
す
る
。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵

品
目
録
』
に
「
一　

大
宝
積
経　

〻
（
一
巻
）」

と
あ
り
、
武
四
郎
旧
蔵
品
と
わ
か
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

№
9　

大
宝
積
経　

巻
第
二
三

第１紙右端裏 外題部分蓋裏 蓋表

第２・３紙継目裏 双郭方形朱印

継目裏 円形朱印
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【法量】

紙順 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

紙長 50.0 54.1 53.9 54.1 54.1 53.6 51.5 52.1 54.0 54.0 54.0 54.1 54.2 54.0 53.4

行数 25 27 27 27 27 27 26 26 27 27 27 27 27 27 27

1・2行頭字 大 訶流 一此 深寶 何出 應於 汝諸 我一 若音 千種 如被 大其 佛無 起但 諸無

紙順 16

紙長 24.6

行数 12

1・2行頭字 ―

【内容】

外題 寶積経　廿三

首題（内題）大寶積経被甲荘嚴會第七之三　大唐三藏菩提流志奉詔譯巻廿三

本文初行 復次無邊慧諸菩薩摩訶薩乃於無邊甲冑

本文末行 若後末世時　聞斯無上法　常於此法中　以速而發趣

尾題 大寶積経巻第廿三

該当箇所 大正蔵　310.11/126a1～ 131c7

【細目データ 9】 （長さの単位 cm）

史料名 大宝積経　巻第二三 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安前期

紙数 16 全長 825.7 紙高 27.2 識語 なし

備考 1紙右端下部に「神護寺」の方形朱印（縦 4.1、横 2.0）、1・2紙と 2・3紙の継目裏下部に「海龍王寺」
の双郭方形朱印（縦 4.7、横 2.0）、各紙の継目裏に「□〔弘カ〕」の円形朱印（直径 0.8）あり。

【表装】

表紙 なし

軸

原・補別 原装 軸長 30.2 軸端 形状 撥形

軸端 法量 天部 縦 2.5 地部 縦 2.5 天部 最大径 1.6 地部 最大径 1.6

軸附様態等 本紙直継。糊痕あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 部分裏打

一紙　長 54.1 一紙　高 27.2 一紙　行数 27 一行　字数 17

界幅 2.0 界高 22.1 天欄高 2.5 地欄高 2.6

その他所見 ―
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大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
全
三
六
巻
の
う
ち
の
一
巻
で
、表
裏
に
大
般
涅
槃
経
疏
か
ら
の
書
入
れ
が
あ
る
。

松
田
雪
柯
・
松
浦
武
四
郎
旧
蔵
品
。

　

表
紙
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
第
一
紙
第
一
行
は
文
字
が
な
く
、
右
端
の
ハ
ガ
シ
ト
リ
痕
に
褐
色
の
紙
片

が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
表
紙
と
の
継
目
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
外
題
は
無
い
。
全
体
に
天
地
付

近
に
虫
損
が
見
ら
れ
、
第
一
〜
二
五
紙
前
半
は
部
分
裏
打
と
し
て
い
る
が
、
特
に
虫
損
の
激
し
い
第
二
五

紙
後
半
〜
第
二
六
紙
は
全
面
裏
打
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
六
紙
は
色
も
薄
く
光
沢
も
無
い
紙
で
、
他
と
紙
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
巻
で
は
紙
継
目
に

も
縦
界
線
を
ひ
く
が
、
第
二
五
紙
と
第
二
六
紙
の
継
目
に
の
み
縦
界
線
が
無
い
。
お
そ
ら
く
は
第
二
五
紙

ま
で
継
が
れ
た
写
経
用
紙
に
書
写
を
始
め
た
も
の
の
、
途
中
で
不
足
に
気
付
い
て
別
紙
を
一
枚
継
ぎ
足
し

た
た
め
の
不
統
一
と
考
え
ら
れ
る
。

　

界
線
は
現
状
で
は
や
や
太
め
の
濃
紺
に
見
え
る
が
、
本
来
は
銀
で
あ
っ
た
も
の
が
変
色
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
黄
染
紙
の
た
め
擦
消
痕
が
目
立
ち
、
第
九
紙
第
一
・
五
行
、
第
一
〇
紙
第
二
二
行
、

第
一
二
紙
第
七
行
、
第
一
三
紙
第
五
行
、
第
一
六
紙
第
九
行
、
第
一
九
紙
第
二
六
行
、
第
二
一
紙
第

一
九
行
、
第
二
二
紙
第
二
六
行
、
第
二
四
紙
第
一
〇
・
二
四
行
、
第
二
五
紙
第
二
行
な
ど
に
擦
消
に
よ

る
修
正
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
表
は
全
面
的
に
墨
書
・
朱
書
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数
見
ら
れ
、
第
四
・
六
・

一
六
・
一
九
・
二
〇
紙
で
は
裏
に
も
墨
書
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
筆
跡
も
似
通
っ
て
お
り
、
同
時
期
に
入
れ

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

白
木
の
箱
（
縦
三
一
・
三
㎝
、
横
六
・
四 

㎝
、
高
六
・
〇
㎝
）
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
箱
書
「
大
般
涅
槃

経
聖
行
品　

小
野
道
風
書
」、
蓋
裏
「
明
治
十
三
年
庚
辰
涅
槃
日
／
北
海
老
先
生
属
題　

松
田
蔵
」
と
墨

書
さ
れ
、「
元
修
」
の
朱
文
円
印
（
縦
一
・
〇
㎝
、
横
一
・
〇
㎝
）
が
捺
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
旧
伊
勢
神

宮
祠
官
で
書
家
の
松
田
雪
柯（
一
八
二
三
〜
八
一
）の
旧
蔵
品
と
判
明
す
る
。松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵『
蔵

品
目
録
』
に
は
「
一　

大
般
涅
槃
経
聖
行
品
／
小
野
道
風
書　

〻
（
一
巻
）」
と
あ
り
、
雪
柯
か
ら
交
流
の
あ
る
武

四
郎
へ
と
譲
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。

　

数
種
あ
る
漢
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
の
う
ち
、
宋
代
の
慧
厳
ら
が
漢
訳
し
た
南
本
三
六
巻
に
よ
る
書
写
で

あ
り
、
そ
の
巻
第
一
一
・
聖
行
品
第
一
〇
九
之
一
に
該
当
す
る
。
第
一
九
紙
左
端
上
部
裏
に
「
大
般
涅
槃

経
聖
行
品
之
第
十
九
」、
第
二
〇
紙
左
端
上
部
裏
に
「
大
般
涅
槃
経
聖
行
品
之
第
二〻
〻

〻
十
九
十
九
」
の
墨
書

が
あ
る
。
表
裏
の
墨
書
書
入
れ
の
多
く
は
、
章
安
灌
頂
（
五
六
一
〜
六
三
二
）
に
よ
る
註
釈
『
大
般
涅
槃

経
疏
』
の
巻
第
三
〜
一
四
か
ら
の
引
用
と
見
ら
れ
る
。

№
10　

大
般
涅
槃
経　

巻
第
一
一

蓋裏 蓋表

第 19 紙裏　書き入れ部分
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【法量】

紙順 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

紙長 49.9 50.1 50.1 50.1 49.9 50.0 50.0 50.0 50.0 50.2 50.0 50.0 50.2 50.3 50.2

行数 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 大 至子 能隠 中辛 波薩 或生 骨涕 忽為 迦浄 攝復 悪分 迦至 彼應 言食 復敵

紙順 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

紙長 50.2 49.8 49.8 50.0 50.1 50.0 50.0 49.9 49.6 49.9 47.1

行数 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 25

1・2行頭字 讃膏 前主 善諸 鳥住 柔患 歓王 尒蔵 天就 善経 少菩 苦子

【内容】

外題 なし

首題（内題）大般涅槃経聖行品上第十九　十一

本文初行 尒時佛告迦葉菩薩善男子菩薩摩訶薩應

本文末行 能知是苦因樂因

尾題 大般涅槃経巻第十一

該当箇所 大正蔵　375.12/673.b16～ 681.c7

【細目データ 10】 （長さの単位 cm）

史料名 大般涅槃経　巻第一一 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期カ

紙数 26 全長 1297.4 紙高 26.6 識語 なし

備考 ―

【表装】

表紙 なし

軸

原・補別 原装または後補 軸長 29.4 軸端 形状 切り落とし、八角形

軸端 法量 天部 縦 不明 地部 縦 不明 天部 最大径 1.1 地部 最大径 1.1

軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色カ 打紙 
雲母 界線 濃紺、銀の変色カ 修補 部分・全面裏打

一紙　長 50.1 一紙　高 26.6 一紙　行数 26 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 19.9 天欄高 3.2 地欄高 3.5

その他所見 墨書・朱書の注記あり。
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妙
法
蓮
華
経
全
八
巻
が
セ
ッ
ト
で
伝
来
し
た
も
の
。
本
紙
は
銀
泥
の
界
線
が
ひ
か
れ
、
裏
に
は
銀
砂
子

が
撒
か
れ
る
。
表
紙
に
は
金
切
箔
・
銀
砂
子
が
施
さ
れ
、
金
地
の
題
箋
、
螺
鈿
付
き
の
軸
な
ど
、
華
麗
な

装
飾
が
な
さ
れ
る
。
書
風
や
装
丁
か
ら
平
安
時
代
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

八
巻
が
い
ず
れ
も
同
一
規
格
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
現
状
へ
の
表
装
替
え
や
そ
の
後
の
損
傷
の
状
況
ま

で
共
通
し
て
お
り
、
一
貫
し
て
八
巻
一
括
で
伝
来
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
全
巻
と
も
に
第
一
紙
の
虫
損

や
シ
ミ
が
表
紙
見
返
し
に
も
続
い
て
お
り
、
表
紙
が
つ
け
ら
れ
て
か
ら
の
損
傷
と
見
ら
れ
る
。
特
に
表
紙

か
ら
第
一
・
二
紙
に
か
け
て
の
上
下
中
央
部
分
の
傷
み
が
強
く
、
改
装
時
の
巻
緒
に
由
来
す
る
損
傷
で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
紙
裏
に
界
線
の
変
質
に
よ
る
シ
ミ
が
現
れ
て
お
り
、
界
線
に
用
い
ら
れ
た

銀
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
全
体
に
白
や
黒
の
カ
ビ
汚
れ
、
褐
色
の
シ
ミ
汚
れ
が
見
ら
れ
る
。

　

八
巻
は
一
括
し
て
裂
で
包
ま
れ
、
二
重
の
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
白
木
の
外
箱
（
縦
三
二
・
二
㎝
、

横
二
〇
・
六
㎝
、
高
一
七
・
六
㎝
）
に
は
箱
書
「
光
明
皇
后
尊
翰
／
法
華
経
八
巻
」
と
墨
書
さ
れ
、
黒
漆
塗

の
内
箱
（
縦
二
九
・
一
㎝
、
横
一
六
・
〇
㎝
、
高
一
三
・
七
㎝
）
に
は
箱
書
「
妙
法
芬
陀
利
経
」
が
銀
蒔
絵

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

極
書
（
折
紙
）
が
附
属
し
て
お
り
、
折
紙
（
檀
紙
、
縦
四
一
・
七
㎝
、
横
五
八
・
〇
㎝
）
に
「
法
華
経
八

巻　

全
部
第
一
如
是
我
聞
第
八
尒
時
無
尽
意
／
光
明
皇
后
尊
翰
／
無
疑
者
也
／
慶
応
四
年
／
孟
夏
下
浣　

古
筆
了
悦
」
と
あ
り
墨
文
方
印「
琴
山
」
が
捺
さ
れ
る
。
こ
れ
が「
折
紙
」
と
記
し
た
檀
紙（
縦
四
〇
・
五
㎝
、

横
五
五
・
七
㎝
、
折
畳
で
縦
二
二
・
六
㎝
、
横
一
〇
・
八
㎝
）
に
包
ま
れ
、
さ
ら
に
「
光
明
皇
后　

法
華
経

全
部　

折
紙
」
と
記
し
た
包
紙
（
縦
四
〇
・
〇
㎝
、
横
二
九
・
五
㎝
、
折
畳
で
縦
二
四
・
〇
㎝
、
横
一
一
・ 

七
㎝
）
に
包
ま
れ
、
内
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
・
二
・
四
・
七
・
八
巻
の
巻
末
下
部
に
は
「
了
本
」
の
墨
書
が
見
え
る
。

№
11　

妙
法
蓮
華
経

外箱　蓋表内箱　蓋表

極書　折紙

極書　包紙（内）

極書　包紙（外）
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表
紙
お
よ
び
第
一
紙
の
虫
損
、
第
四
・
五
紙
の
天
辺
の
虫
損
は
補
修

さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点
（
第
一
〜
三
、六
〜
八
、一
〇
〜
一
五
紙
）
お

よ
び
墨
の
振
仮
名（
第
一
、六
、一
三
、一
六
〜
一
九
紙
）が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
第
一
五
紙
第
一
六
行
で
は
挿
入
符
で
「
弟
」
字
を
補
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
書
写
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一
」
か
ら
始
ま
り
、
第
一
〇
紙
第
一
三

行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
」
が
書
写
さ
れ
る
。

№
11-
1　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
一

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.8 46.7 49.0 49.3 49.0 49.2 48.6 49.0 49.2 49.2 49.0 49.1 49.2 49.3 49.3
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 万子 睺衆 時眉 能以 諸我 未名 羅今 此有 供最 弗難 尒陳 佛會 善聞
紙順 15 16 17 18 19 20
紙長 49.3 49.1 49.1 49.0 49.1 41.2
行数 26 26 26 26 26 22

1・2行頭字 樂縁 比如 欲化 或或 以方 舎今

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第一

首題（内題）妙法蓮華経序品第一
本文初行 如是我聞一時佛住王舎城耆闍崛山中與
本文末行 随宣方便事　無復諸疑惑　心生大歓喜　自知當作佛
尾題 妙法蓮華経巻第一　

該当箇所 大正蔵　262.09/1.c12～ 10b21

【細目データ 11-1】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第一 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 20 全長 992.7 紙高 24.5 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.3、横 20.8）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 27.0 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.3 地部 縦 1.3 天部 最大径 1.3 地部 最大径 1.2
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 49.0 一紙　高 24.5 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.9 界高 19.6 天欄高 2.4 地欄高 2.4

その他所見 巻末下部に「了本」の墨書あり。朱点あり。本紙裏にも銀砂子を散らす。

表紙と第１紙裏
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表
紙
の
虫
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙
か
ら
第
三
紙
の
上
下
中

央
に
シ
ミ
に
よ
る
破
損
が
あ
り
、
補
筆
し
て
い
る
。
地
辺
に
も
シ
ミ
に

よ
る
汚
れ
が
あ
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点
（
第
一
〜
九
、一
五
〜
一
九
紙
）
お
よ
び
墨

の
振
仮
名
（
第
一
、四
〜
六
、九
〜
一
一
、一
三
〜
二
〇
紙
）
が
認
め
ら

れ
る
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三
」
か
ら
始
ま
り
、
第
一
五
紙
第
五

行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四
」
が
書
写
さ
れ
る
。

№
11-

2　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
二

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.6 47.6 50.6 50.8 50.6 50.6 50.5 50.7 50.8 50.7 50.7 50.7 50.8 50.6 50.6
行数 ― 27 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28

1・2行頭字 ― 妙 以无 餝黄 佛正 為弗 希車 知利 貪焼 子長 如其 住此 以一 及淺 若若
紙順 15 16 17 18 19 20 21 22
紙長 50.7 50.6 50.6 50.7 50.7 50.5 50.7 27.0
行数 28 28 28 28 28 28 28 14

1・2行頭字 如亦 估國 使未 一未 菩教 何不 我我 諸无

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第二　

首題（内題）妙法蓮華経譬喩品第三　　二
本文初行 尒時舎利弗踊躍歓喜即起合掌瞻仰尊顔
本文末行 於一乗道　随宣説三
尾題 妙法蓮華経巻第二
該当箇所 大正蔵　262.09/10b22～ 19a12

【細目データ 11-2】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第二 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 22 全長 1108.4 紙高 24.5 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.5、横 20.6）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 26.8 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.2 地部 縦 1.2 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 50.6 一紙　高 24.5 一紙　行数 28 一行　字数 17
界幅 1.8 界高 19.6 天欄高 2.5 地欄高 2.3

その他所見 巻末下部に「了本」の墨書あり。朱点あり。本紙裏にも銀砂子を散らす。

第２紙 補筆部分
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表
紙
お
よ
び
第
一
・
二
紙
の
虫
損
の
破
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。

表
紙
か
ら
第
四
紙
の
上
下
中
央
に
シ
ミ
に
よ
る
破
損
あ
り
、
補
筆
し
て

い
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点
（
第
一
、二
、五
〜
二
〇
紙
）
お
よ
び
墨
の
振

仮
名
（
第
四
〜
六
、一
〇
、一
一
、一
三
、一
五
紙
）
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
第
二
紙
第
二
三
行
で
は
挿
入
符
で
「
難
」
字
を
、
第
二
〇
紙
第
二
行

で
は
挿
入
符
で
「
所
」
字
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
写
時
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
第
一
二
紙
第
一
・
二
行
第
三
字
右
に
そ
れ
ぞ
れ
墨
点
や
墨

書
が
見
え
る
が
、
汚
れ
で
あ
ろ
う
。
第
一
六
、一
八
〜
二
一
紙
下
部
に

墨
に
よ
る
手
指
指
紋
の
付
着
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
第
二
二
紙
は
界
線

が
や
や
乱
れ
、
界
高
も
わ
ず
か
に
小
さ
く
第
二
一
紙
と
地
界
が
ず
れ
て

い
る
。
ま
た
第
二
一
紙
左
端
と
第
二
二
紙
右
端
に
そ
れ
ぞ
れ
縦
界
線
が

ひ
か
れ
て
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
書
き
損
じ
た
第
二
一
紙

と
つ
づ
く
一
紙
分
を
ま
と
め
て
切
り
落
と
し
、
新
た
な
用
紙
を
継
ぎ
足

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
薬
草
喩
品
第
五
」
か
ら
始
ま
り
、
第
五
紙
第
二

行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
授
記
品
第
六
」
が
、
第
九
紙
第
一
二
行
か
ら

は
「
妙
法
蓮
華
経
化
城
喩
品
第
七
」
が
書
写
さ
れ
る
。

№
11-
3　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
三

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 21.0 44.7 47.0 47.5 47.6 47.5 47.6 47.9 47.6 47.7 47.6 47.7 47.6 47.7 47.7
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 一阿 有是 貴正 漸妙 乃正 義諸 億小 於諸 我如 恭心 今相 南光 衆尒
紙順 15 16 17 18 19 20 21 22
紙長 47.6 47.7 47.5 47.5 47.9 47.5 45.6 34.2
行数 26 26 26 26 26 26 25 18

1・2行頭字 同唯 不罪 恒而 諸其 時及 既等 無無 重汝

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第三

首題（内題）妙法蓮華経藥草喩品第五　三
本文初行 尒時世尊告摩訶迦葉及諸大弟子善哉善
本文末行 既知是息已　別入於佛慧
尾題 妙法蓮華経巻第三

該当箇所 大正蔵　262.09/19a13～ 27b9

【細目データ 11-3】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第三 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 22 全長 1049.9 紙高 24.3 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.3、横 21.0）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 26.8 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.2 地部 縦 1.1 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 47.0 一紙　高 24.3 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.8 界高 19.5 天欄高 2.4 地欄高 2.4

その他所見 墨書の振り仮名。朱書の句切点あり。本紙裏にも銀砂子を散らす。

第 21 紙下部 手指指紋
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表
紙
お
よ
び
第
一
・
二
紙
の
虫
損
の
破
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。

表
紙
か
ら
第
三
紙
の
上
下
中
央
に
シ
ミ
に
よ
る
破
損
が
あ
り
、
補
筆
し

て
い
る
。
天
辺
に
も
シ
ミ
に
よ
る
汚
れ
が
あ
る
。
第
八
・
九
紙
の
上
下

中
央
に
ヤ
ケ
に
よ
る
黒
ず
み
が
あ
り
、
以
前
の
裏
打
に
よ
る
も
の
と
見

ら
れ
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点
（
第
一
〜
一
七
紙
）
お
よ
び
墨
の
振
仮
名

（
第
二
、四
、五
、七
、九
〜
一
三
、一
五
〜
一
九
紙
）
が
認
め
ら
れ
る
。
第

一
一
紙
第
九
行
で
は
挿
入
符
で
「
他
」
字
を
、
第
一
三
紙
第
二
二
行

で
は
挿
入
符
で
「
栴
」
字
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
写
時
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
第
一
一
紙
第
五
・
六
行
間
に
墨
書
が
見
え
る
が
、
汚
れ
で

あ
ろ
う
。
第
一
九
紙
の
界
線
は
や
や
太
く
乱
れ
て
お
り
、
天
地
の
界
線

は
第
一
八
紙
と
は
不
連
続
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
書
き
損
じ
た
第

一
八
紙
の
最
末
行
と
つ
づ
く
一
紙
分
を
ま
と
め
て
切
り
落
と
し
、
新
た

な
用
紙
を
継
ぎ
足
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
」
か
ら
始
ま
り
、
第
六

紙
第
三
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
授
学
無
学
人
記
品
第
九
」
が
、
第
八

紙
第
二
四
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
法
師
品
第
十
」
が
、
第
一
三
紙
第

一
七
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
見
宝
塔
品
第
十
一
」
が
書
写
さ
れ
る
。

№
11-

4　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
四

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.4 44.5 47.3 47.8 47.8 47.7 47.5 47.7 47.6 47.5 47.6 47.6 47.7 47.3 47.5
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 於人 以度 後行 索友 得及 我号 已欲 脩比 為現 如藥 薩華 不是 一重
紙順 15 16 17 18 19
紙長 47.6 47.5 47.5 45.7 45.2
行数 26 26 26 25 24

1・2行頭字 四盡 更獄 我悉 處在 而若

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第四

首題（内題）妙法蓮華経五百弟子受記品第八　四
本文初行 尒時富樓那弥多羅尼子從佛聞是智慧方
本文末行 於恐畏世　能須臾説　一切天人　皆應供養
尾題 妙法蓮華経巻第四
該当箇所 大正蔵　262.09/27b10～ 34b22

【細目データ 11-4】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第四 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 19 全長 917.0 紙高 24.4 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.3、横 20.4）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 27.0 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.2 地部 縦 1.2 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 47.3 一紙　高 24.4 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.8 界高 19.6 天欄高 2.4 地欄高 2.4

その他所見 〔紙厚〕0.1　巻末下部に「了本」の墨書あり。墨書の振り仮名。朱書の返点あり。

第 18・19 紙継目部分 
天地界線の不連続
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表
紙
お
よ
び
第
一
紙
の
虫
損
の
破
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙

か
ら
第
一
紙
の
上
下
中
央
に
シ
ミ
に
よ
る
破
損
が
あ
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点（
第
一
〜
二
〇
紙
）
お
よ
び
墨
の
振
仮
名（
第

一
、七
〜
九
紙
）
が
認
め
ら
れ
る
。
第
三
紙
上
部
に
破
損
が
あ
り
、
補

筆
さ
れ
る
。
第
一
一
紙
以
降
は
紙
色
が
濃
く
な
り
、天
欄
に
「
八
」（
第

一
一
紙
第
二
三
行
）、「
ウ
」（
第
一
二
紙
第
一
七
行
）、「
九
」（
第
一
三

紙
第
一
一
行
）、「
ウ
」（
第
一
四
紙
第
五
行
）
の
墨
書
が
あ
る
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
提
婆
達
多
品
第
十
二
」
か
ら
始
ま
り
、
第
五
紙

第
三
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
勧
持
品
第
十
三
」
が
、
第
七
紙
第
二
〇

行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
第
十
四
」
が
、
第
一
五
紙
第
八
行

か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
従
地
涌
出
品
第
十
五
」
が
書
写
さ
れ
る
。

№
11-
5　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
五

第 11 紙　天欄

第 12 紙　天欄

第 13 紙　天欄

第 14 紙　天欄

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.9 45.0 47.5 47.7 47.7 47.7 47.6 47.7 47.7 47.7 47.5 47.5 47.5 47.4 47.6
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 今具 従詣 是提 退薩 弥記 有悪 為訶 障法 若説 能亦 十於 與之 象或
紙順 15 16 17 18 19 20 21
紙長 47.4 47.5 47.2 47.5 47.6 45.8 32.6
行数 26 26 26 26 26 25 18

1・2行頭字 深諸 億万 世重 如是 所尒 如於 此善

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第五

首題（内題）妙法蓮華経提婆達多品第十二　五
本文初行 尒時佛告諸菩薩及天人四衆吾於過去無
本文末行 是無量菩薩　云何於少時　教化令發心　而住不退地
尾題 妙法蓮華経巻第五

該当箇所 大正蔵　262.09/34b23～ 42a28

【細目データ 11-5】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第五 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 21 全長 1000.3 紙高 24.4 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.5、横 20.9）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 27.0 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.3 地部 縦 1.2 天部 最大径 1.3 地部 最大径 1.3
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 47.5 一紙　高 24.4 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.9 界高 19.5 天欄高 2.3 地欄高 2.5

その他所見 〔紙厚〕0.1　墨書の振り仮名。朱書の返点あり。
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表
紙
の
虫
損
の
破
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙
か
ら
第
二
紙
の

上
下
中
央
に
シ
ミ
に
よ
る
破
損
が
あ
り
、
補
筆
し
て
い
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点（
第
一
〜
二
〇
紙
）
お
よ
び
墨
の
振
仮
名（
第

三
、四
、九
、一
二
〜
一
五
、一
八
紙
）
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
紙
第
七
行

で
は
挿
入
符
で
「
処
」
字
を
、第
三
紙
第
一
一
行
で
は
挿
入
符
で
「
虚
」

字
を
、
第
四
紙
第
三
行
で
は
挿
入
符
で
「
服
」
字
を
、
第
六
紙
第
一
七

行
で
は
挿
入
符
で
「
爐
」
字
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
写
時
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
第
七
紙
第
二
一
・
二
二
行
に
文
字
の
修
正
痕
が
あ
る
。

同
第
二
三
行
「
善
女
人
」
の
左
傍
に
抹
消
符
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、

校
合
の
痕
跡
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
第
十
六
」
か
ら
始
ま
り
、
第
五
紙

第
一
五
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七
」
が
、
第
一
一

紙
第
九
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
随
喜
功
徳
品
第
十
八
」
が
、
第
一
四

紙
第
七
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
法
師
功
徳
品
第
十
九
」
が
書
写
さ
れ

る
。 №

11-

6　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
六

第２紙 補筆部分

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.3 45.0 47.8 47.7 47.8 47.7 47.7 47.7 47.7 47.8 47.7 47.4 47.7 47.6 47.7
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 成祇 佛貪 好作 我寶 訶四 復或 於弥 崛娑 邊種 忍遠 銀馬 可徳 舌為
紙順 15 16 17 18 19 20
紙長 47.7 47.5 47.6 47.6 47.7 43.6
行数 26 26 26 26 26 24

1・2行頭字 聲鐘 三皆 念是 或菩 皆遍 意達

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第六

首題（内題）妙法蓮華経如来壽量品第十六　六
本文初行 尒時佛告諸菩薩及一切大衆諸善男子汝
本文末行 能以千万種　善巧之語言　分別而演説　持法華経故
尾題 妙法蓮華経巻第六
該当箇所 大正蔵　262.09/42a29～ 50b22

【細目データ 11-6】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第六 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 20 全長 967.0 紙高 24.4 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.3、横 20.3）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 26.9 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.2 地部 縦 1.2 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 47.8 一紙　高 24.4 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.8 界高 19.6 天欄高 2.5 地欄高 2.4

その他所見 〔紙厚〕0.1　墨書の振り仮名。朱書の返点あり。
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表
紙
お
よ
び
第
一
紙
の
虫
損
の
破
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙

か
ら
第
二
紙
の
上
下
中
央
、
お
よ
び
第
一
紙
天
地
に
シ
ミ
が
あ
る
。
第

三
紙
左
半
に
大
き
な
シ
ミ
が
あ
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点（
第
一
〜
一
九
紙
）
お
よ
び
墨
の
振
仮
名（
第

九
、一
〇
〜
一
二
、一
六
紙
）
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
三
紙
第
一
七
行
で

は
挿
入
符
で
「
徳
」
字
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
写
時
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
第
一
五
紙
よ
り
筆
跡
が
異
な
る
。
第
一
〇
紙
の
界
線
は
や
や

太
く
、
線
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
」
か
ら
始
ま
り
、
第
四

紙
第
一
六
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
如
来
神
力
品
第
二
十
一
」
が
、
第

七
紙
第
三
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
嘱
累
品
第
二
十
二
」
が
、
第
八
紙

第
六
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
」
が
、
第

一
四
紙
第
一
七
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
」
が

書
写
さ
れ
る
。

№
11-
7　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
七

第 14・15 紙 筆跡の変化

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.7 46.4 49.2 49.3 49.1 49.1 49.1 49.1 49.2 49.3 49.1 49.3 49.3 49.2 49.0
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 悉慢 於菩 不得 放寶 功法 教於 寶諸 佛三 説在 等浄 山為 是種 宿滅
紙順 15 16 17 18 19
紙長 49.2 49.5 49.3 49.2 28.1
行数 26 26 26 26 15

1・2行頭字 千三 寶是 五多 身現 所種

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第七

首題（内題）妙法蓮華経常不軽菩薩品第二十　七
本文初行 尒時佛告得大勢菩薩摩訶薩汝今當知若
本文末行 無生法忍華徳菩薩得法華三昧
尾題 妙法蓮華経巻第七

該当箇所 大正蔵　262.09/50b23～ 56c1

【細目データ 11-7】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第七 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 19 全長 931.7 紙高 24.4 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.4、横 20.7）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 27.1 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.3 地部 縦 1.2 天部 最大径 1.3 地部 最大径 1.3
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 49.2 一紙　高 24.4 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.9 界高 19.1 天欄高 2.3 地欄高 2.4

その他所見 巻末下部に「了本」の墨書あり。墨書の振り仮名。朱書の返点あり。
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表
紙
の
虫
損
の
破
損
は
補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙
か
ら
第
二
紙
の

上
下
中
央
、
お
よ
び
第
一
紙
下
半
に
シ
ミ
が
あ
る
。
第
七
紙
天
辺
に
破

損
が
あ
る
。
第
一
六
・
一
七
紙
の
上
下
中
央
に
白
カ
ビ
に
よ
る
傷
み
が

あ
る
。

　

本
文
に
は
朱
の
句
切
点（
第
一
〜
一
七
紙
）
お
よ
び
墨
の
振
仮
名（
第

六
〜
八
、一
〇
〜
一
六
紙
）
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
六
紙
第
五
行
第
一

字
は
摺
消
の
上
に
「
衣
」
字
を
記
す
が
、
こ
れ
は
書
写
時
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

巻
首
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
か
ら
始
ま
り
、

第
五
紙
第
二
二
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
」
が
、

第
九
紙
第
七
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七
」

が
、
第
一
三
紙
第
六
行
か
ら
は
「
妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第

二
十
八
」
が
書
写
さ
れ
る
。

№
11-

8　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
八

第６紙 句切点と振仮名

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.4 45.2 47.6 47.5 47.5 47.4 47.3 47.2 47.3 47.3 47.5 47.2 47.7 47.2 47.6
行数 ― 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 妙 言世 力國 衆是 或呪 百其 尒誦 有尒 何香 爪告 難堪 通世 於可 茶諸
紙順 15 16 17
紙長 47.2 47.4 18.1
行数 26 26 10

1・2行頭字 阿十 寫如 大経

【内容】
外題 妙法蓮華経巻第八

首題（内題）妙法蓮華経観世音菩薩普門品第二十五　八
本文初行 尒時無盡意菩薩即從座起偏祖右肩合掌
本文末行 語作礼而去
尾題 妙法蓮華経巻第八
該当箇所 大正蔵　262.09/56c2～ 62a29

【細目データ 11-8】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経 巻第八 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安後期
紙数 17 全長 794.6 紙高 24.4 識語 なし

備考 装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.4、横 20.4）は新補で紺地、金切箔、銀砂子を線状に散らす。巻緒は黄土と草色で虫損あり。八双は竹か。
金地の題箋に外題を記す。

軸
原・補別 原装カ 軸長 27.0 軸端 形状 切り落とし、螺鈿の装飾
軸端 法量 天部 縦 1.2 地部 縦 1.2 天部 最大径 1.3 地部 最大径 1.3
軸附様態等 本紙直継。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 銀界 修補 部分裏打
一紙　長 47.6 一紙　高 24.4 一紙　行数 26 一行　字数 17
界幅 1.8 界高 19.5 天欄高 2.4 地欄高 2.4

その他所見 巻末下部に「了本」の墨書あり。墨書の振り仮名。朱書の返点あり。
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六
枚
の
パ
ネ
ル
を
革
ひ
も
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
六
曲
一
双
と
し
た
屏
風
に
、
一
〇
三
点
の
古
物
が
貼
り

交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
関
係
の
古
物
が
多
く
、
写
経
断
簡
四
五
点
、「
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
（
百
万

塔
陀
羅
尼
）」
五
点
、
そ
の
他
、
墨
摺
経
、
印
仏
三
点
、
仏
画
六
点
、
染
織
品
・
仏
具
を
包
ん
で
い
た
と

み
ら
れ
る
麻
布
、
鎧
の
残
欠
等
で
あ
る
。
現
状
の
装
丁
と
な
っ
た
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
各
パ
ネ
ル
の
四

周
に
草
花
模
様
の
更
紗
を
貼
り
、
左
右
の
端
、
上
下
に
開
け
た
孔
に
染
皮
の
紐
を
通
し
て
結
ぶ
手
法
は
、

正
倉
院
宝
物
「
鳥
毛
篆
書
屏
風
」
と
類
似
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
明
治
期
の
古
物
趣
味
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
。

№
12　

古
経
貼
交
屏
風

　

本
来
の
一
紙
よ
り
左
右
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
二
一
行
、
一
行
一
六
文
字
で
あ
る
。

墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
筆
跡
は
、
濃
墨
で
払
い
が
肉
太
で
あ
る
点
が
特
徴
的
。
欠
字
を
小

字
で
五
カ
所
補
う
。
朱
で
ヲ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
、
白
書
、
白
点
が
多
数
み
ら
れ
る
。
本
紙
一
行
目
か
ら
七

行
目
の
上
部
お
よ
び
中
部
に
虫
損
が
散
見
さ
れ
る
が
補
修
さ
れ
裏
打
が
な
さ
れ
る
。

№
12-

1-

101　

増
壱
阿
含
経　

巻
第
二
三

【細目データ　12-1-101】 （長さの単位 cm）

史料名 増壱阿含経　巻第二三 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 43.1 紙高 26.9 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.9 一紙  行数 ― 一行  字数 16

界幅 2.0 界高 20.9 天欄高 3.0 地欄高 3.0

その他
所見 写本。白書、白点あり。

【内容】

本文初行 是謂名為見彼云何无明流所謂无明者

本文末行 奉行

該当箇所 大正蔵　125.02/672b29～ c21

【法量】

紙順 1

紙長 43.1

行数 21

1・2行頭字 是无

【細目データ　12-1】 （長さの単位 cm）

史料名 古経貼交屏風 員数 6曲 1双

材質・技法 ― 装丁・形態 貼交屏風 制作年代 明治時代

点数 52 一扇 縦 109.5、横 49.4、1扇の厚さ 1.6

備考 第一扇、右端の縁に屏風と屏風を結ぶ金具が 2つあり。

【細目データ　12-2】 （長さの単位 cm）

史料名 古経貼交屏風 員数 6曲 1双

材質・技法 ― 装丁・形態 貼交屏風 制作年代 明治時代

点数 51 一扇 縦 109.5、横 49.4、1扇の厚さ 1.6

備考 第六扇、左端の縁に屏風と屏風を結ぶ金具と紐がそれぞれ２つあり。
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【細目データ　12-1-106】 （長さの単位 cm）

史料名 名号墨書 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 ― 書写年代 室町時代カ

紙数 1 全長 6.3 紙高 12.0 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 金箔 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 ―

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 ―

　
「
南
無
阿
弥
陀
□
〔
佛
〕

□
（
花
押
カ
）／

法
□
〔
華
カ
〕□

」
と
墨
書
さ
れ
、
金
泥
で
霞
の
模
様
、
あ
る
い
は
料
紙
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
る
か
。
何
等
か
の
表
紙
の
残
欠
か
、
あ
る
い
は
札
か
、
不
明
で
あ
る
。

№
12-

1-

106　

名
号
墨
書

　

金
剛
般
若
集
験
記
巻
中
の
断
簡
。
唐
・
孟
献
忠
が
開
元
六
年
（
七
一
八
）
に
撰
し
ア
ジ
ア
に
広
く
普
及
し

た
『
金
剛
般
若
経
』
の
霊
験
説
話
を
集
め
た
も
の
で
全
三
巻
。
巻
上
は
救
護
と
延
寿
、巻
中
は
滅
罪
と
神
力
、

巻
下
は
功
徳
と
誠
応
の
計
六
篇
、全
七
〇
章
か
ら
な
る
。
本
品
は
、薄
墨
単
線
の
界
線
を
も
つ
一
二
行
の
断
簡
。

一
一
行
目
下
部
お
よ
び
一
二
行
目
と
の
間
に
、
淡
墨
別
筆
で
巻
中
の
本
文
が
記
さ
れ
、
こ
れ
を
入
れ
る
と
全

一
三
行
の
断
巻
と
な
る
。
総
じ
て
虫
損
や
水
損
な
ど
に
よ
る
欠
損
が
甚
だ
し
く
、
特
に
下
部
は
大
き
く
失
わ

れ
て
お
り
、
一
行
の
文
字
数
は
不
明
な
が
ら
現
状
二
二
字
を
数
え
る
。
右
端
に
は
紙
を
継
い
だ
時
の
も
の
と

思
わ
れ
る
糊
跡
が
あ
る
。
現
状
は
裏
打
が
施
さ
れ
る
。

№
12-

1-

107　

金
剛
般
若
集
験
記　

巻
中

【細目データ　12-1-107】 （長さの単位 cm）

史料名 金剛般若集験記　巻中 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 26.5 紙高 25.8 識語 なし

備考 本紙右端に幅 0.3㎝の剥がし取り痕あり。白墨による注記あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.8 一紙  行数 ― 一行  字数 約 22

界幅 2.1 界高 21.9 天欄高 1.3 地欄高 3.0

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 縷説陣文達者梓州郪縣人也身有騎都尉勲毎於
州□

本文末行 須弥地變神是天開聖池非定非慧斯□取斯

尾題 金剛般若集験記巻中

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1

紙長 26.5

行数 12

1・2行頭字 縷門
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【細目データ　12-1-109】 （長さの単位 cm）

史料名 無垢浄光大陀羅尼経（百万塔陀羅尼） 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 2 全長 40.0 紙高 5.5 識語 なし

備考 相輪陀羅尼。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 5.5 一紙  行数 ― 一行  字数 5

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 第一紙は空。

【内容】

首題 無垢浄光経／相輪陀羅尼

本文初行 唵引一薩婆怛

本文末行 引牛莎引訶

該当箇所 大正蔵　1024.19/719a10～ a16

【法量】

紙順 1 2

紙長 3.5 36.5

行数 ― 23

1・2行頭字 ― 無相

　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
四
月
戊
午
条
に
、
百
万
塔
を
諸
寺
に
分
置
す
る
と
あ
る
。
こ
の

小
塔
の
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
百
万
塔
陀
羅
尼
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
当
館
に
は
、
本
屏
風

に
貼
付
さ
れ
た
五
点
の
他
に
、
七
一
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
〔
増
田　

二
〇
〇
七
〕。

　

本
品
は
「
相
輪
陀
羅
尼
」
で
あ
る
。
冒
頭
に
大
き
な
折
れ
、
お
よ
び
上
部
に
大
き
な
欠
損
が
あ
る
が
、

裏
打
ち
補
修
が
な
さ
れ
る
。
版
の
文
字
の
線
は
太
く
滲
み
が
み
ら
れ
る
。

№
12-
1-

109　

無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
（
百
万
塔
陀
羅
尼
）

【細目データ　12-1-201】 （長さの単位 cm）

史料名 無垢浄光大陀羅尼経（百万塔陀羅尼） 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 2 全長 42.9 紙高 5.0 識語 なし

備考 自心印陀羅尼。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 5.0 一紙  行数 ― 一行  字数 5

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 第一紙は空。

【内容】

首題 無垢浄光経／自心印陀羅尼

本文初行 南謨薄伽伐

本文末行 訶引

該当箇所 大正蔵　1024.19/719c27～ 720a6

【法量】

紙順 1 2

紙長 0.8 42.1

行数 ― 31

1・2行頭字 ― 無自

　

墨
摺
。「
自
心
印
陀
羅
尼
」
で
あ
る
。
冒
頭
に
大
き
な
折
れ
、
お
よ
び
欠
損
が
あ
る
が
、
裏
打
補
修
が

な
さ
れ
る
。
版
の
文
字
の
線
は
太
く
滲
み
が
み
ら
れ
る
。

№
12-

1-

201　

無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
（
百
万
塔
陀
羅
尼
）
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註
楞
伽
経
は
「
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
（
楞
伽
経
）」（
求
那
跋
陀
羅
訳
）
の
経
文
に
、
大
敬
愛
寺
の
智
厳

に
よ
る
注
釈
を
加
え
た
経
典
。
一
行
一
三
文
字
を
基
本
と
し
、注
は
細
字
で
二
行
の
割
注
の
形
式
を
と
り
、

一
行
に
一
七
文
字
で
あ
る
。
本
品
は
一
紙
一
九
行
の
断
簡
で
、
極
小
の
虫
穴
、
貼
紙
に
よ
る
修
正
が
あ
る
。

筆
跡
は
濃
墨
で
筆
先
ま
で
神
経
の
行
き
届
い
た
筆
力
の
あ
る
線
で
、
唐
風
を
能
く
受
け
継
い
だ
奈
良
時
代

の
優
品
と
い
え
る
。
な
お
註
楞
伽
経
は
大
正
蔵
に
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
該
当
箇
所
」
は
楞
伽
経

で
示
し
た
。
註
楞
伽
経
は
他
に
№
12
–
2
–
203
と
№
13
–
4
が
あ
る
が
、
本
品
は
文
字
が
や
や
小
ぶ
り
な

五
月
一
日
経
と
推
測
さ
れ
る
﹇
市
川　

二
〇
二
四
﹈。

№
12-

1-

202　

註
楞
伽
経　

巻
第
六

【細目データ　12-1-206】 （長さの単位 cm）

史料名 仏説大報父母恩重経 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 室町前期

紙数 1 全長 19.7 紙高 24.4 識語 なし

備考 裏面に墨書あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 ― 界線 匡郭 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 24.4 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 ― 界高 20.6 天欄高 1.5 地欄高 2.2

その他
所見 虫喰痕多数あり。

【内容】

本文初行 白佛言世尊如来是三界大師四生慈父衆

本文末行 爺嬢吾令礼拝

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1

紙長 19.7

行数 5

1・2行頭字 白人

　

版
本「
仏
説
大
報
父
母
恩
重
経
」の
断
簡
で
挿
絵
を
伴
う
。「
仏
説
大
報
父
母
恩
重
経
」は「
父
母
恩
重
経
」

ま
た
は
「
仏
説
父
母
恩
重
難
報
経
」
と
も
い
い
、
父
母
の
恩
の
広
大
な
こ
と
を
説
く
中
国
の
偽
経
。
№
12

–
1
–
302
、
№
12
–
2
–
505
も
「
仏
説
大
報
父
母
恩
重
経
」
で
あ
る
。
京
都
国
立
博
物
館
に
「
明
徳
壬
申

六
月
二
十
七
日
大
平
藤
光
國
」
の
刊
記
の
あ
る
類
品
が
あ
る
。

№
12-

1-

206　

仏
説
大
報
父
母
恩
重
経

【細目データ　12-1-202】 （長さの単位 cm）

史料名 註楞伽経　巻第六 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 41.4 紙高 26.7 識語 なし

備考 本紙右端に幅 0.2㎝の剥がし取り痕あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.7 一紙  行数 ― 一行  字数 13

界幅 2.1 界高 19.7 天欄高 3.2 地欄高 3.6

その他
所見

6行目「誡」の右に白い紙片を貼り、その上に墨書で「識」
とあり。

【内容】

本文初行 死大慧真實義者従多

本文末行 愛業妄想為縁生諸世間

該当箇所 大正蔵　670.16/507a10～ a21

【法量】

紙順 1

紙長 41.4

行数 19

1・2行頭字 死聞
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【細目データ　12-1-207】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第八一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 1.5 紙高 27.6 識語 なし

備考 № 12-1-407と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.6 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 ― 界高 20.3 天欄高 3.2 地欄高 3.0

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 都不可得天子當知如有二人處一山谷各

本文末行 ―

該当箇所 大正蔵　220.05/454b27～ b28

【法量】

紙順 1

紙長 1.5

行数 1

1・2行頭字 都

　

本
品
は
一
行
一
七
文
字
の
み
の
断
簡
。
左
右
の
界
線
は
み
ら
れ
な
い
が
、天
地
に
薄
墨
の
線
が
み
え
る
。

虫
損
甚
だ
し
く
、
補
修
し
て
い
な
い
虫
損
が
多
い
。
書
風
や
界
線
、
紙
の
状
態
な
ど
か
ら
、
№
12
–
1
–

407
の
連
れ
と
み
ら
れ
、
本
品
の
後
、
数
紙
を
経
て
№
12
–
1
–
407
と
な
る
。

№
12-
1-

207　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
八
一

　
「
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
」
は
正
量
部
系
の
論
書
（
仏
教
の
教
説
を
解
説
し
た
書
物
の
総
称
）。
正
量
部
と
は

部
派
仏
教
（
釈
迦
の
死
後
百
年
か
ら
数
百
年
の
間
に
仏
教
の
原
始
教
団
が
分
裂
し
て
成
立
し
た
諸
派
の
仏

教
）
の
一
八
部
の
一
つ
で
二
二
巻
本
・
二
〇
巻
本
、
三
〇
巻
本
が
あ
る
。
大
正
蔵
は
三
〇
巻
本
で
「
巻
第

一
三
」
に
該
当
す
る
。
本
品
は
書
風
・
界
幅
な
ど
か
ら
№
12
–
1
–
301
の
僚
巻
と
推
測
さ
れ
る
﹇
静
嘉
堂　

一
九
九
九
﹈。
現
状
一
〇
行
の
残
欠
で
、
淡
墨
の
細
界
が
あ
り
、
一
行
の
文
字
数
は
一
七
文
字
以
上
。
筆

跡
は
比
較
的
肉
太
だ
が
、
擦
れ
や
鋭
角
的
な
線
も
み
ら
れ
る
。
天
地
と
も
に
欠
損
甚
だ
し
く
、
金
箔
地
に

本
品
を
貼
り
、
さ
ら
に
屏
風
に
貼
る
。

№
12-

1-

209　

舎
利
弗
阿
毘
曇
論　

巻
第
一
〇
（
光
覚
知
識
経
）

【細目データ　12-1-209】 （長さの単位 cm）

史料名 舎利弗阿毘曇論　巻第一〇（光覚知識経） 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 19.6 紙高 24.0 識語 なし

備考 № 12-1-301と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 24.0 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 天・地破損のため、金箔地が目立つ。

【内容】

本文初行 縁知縁解縁受縁即无明縁行行縁識如□

本文末行 名定心以心定身

該当箇所 大正蔵　1548.28/618c24～ 619a4

【法量】

紙順 1

紙長 19.6

行数 10

1・2行頭字 縁不
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光
覚
知
識
経
と
は
光
覚
が
願
主
と
な
り
、畿
内
地
域
の
知
識（
寄
進
者
）
を
結
集
し
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
。

二
九
点
ほ
ど
確
認
さ
れ
る
。
識
語
の
年
紀
は
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
三
月
か
ら
同
六
年
一
〇
月
ま
で
で
、

当
初
は
同
四
年
六
月
七
日
に
崩
御
し
た
光
明
皇
太
后
の
た
め
の
書
写
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
民
間
信
仰
と
結

び
つ
き
個
人
的
な
祈
願
の
た
め
に
参
加
す
る
者
が
増
え
た
﹇
勝
浦　

一
九
八
五
﹈。
識
語
に
光
覚
の
名
前
が

見
え
る
が
、
知
識
の
名
前
は
経
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
。
本
品
の
願
文
に
は
「
天
平
寶
字
六
年
十
月
七
日
／
願

主
僧
光
覺
／
秦
連
鵜
根
子
／
物
部
連
長
女
／
物
部
連
飯
良
子
／
度
津
臣
家
守
／
物
部
連
志
都
子
」
と
あ
る
。

本
紙
は
虫
損
、
水
損
が
あ
る
。
上
下
は
裏
打
紙
も
含
め
欠
損
が
認
め
ら
れ
る
。
願
文
の
書
は
別
筆
。

№
12-

1-

301　

舎
利
弗
阿
毘
曇
論　

巻
第
一
〇
（
光
覚
知
識
経
）

【細目データ　12-1-302】 （長さの単位 cm）

史料名 仏説大報父母恩重経 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 出版年代 室町前期

紙数 1 全長 8.8 紙高 24.7 識語 なし

備考 絵の部分は縦 21.0、横 6.5。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 ― 界線 匡郭 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 24.7 一紙  行数 ― 一行  字数 ―

界幅 ― 界高 21.2 天欄高 1.7 地欄高 1.8

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 身焦爛猶不能報父母深恩

本文末行 ―

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1

紙長 8.8

行数 1

1・2行頭字 身

　

版
本
「
仏
説
大
報
父
母
恩
重
経
」
の
断
簡
で
挿
絵
を
伴
う
。「
仏
説
大
報
父
母
恩
重
経
」
に
つ
い
て
は

№
12
–
1
–
206
を
参
照
。

№
12-

1-

302　

仏
説
大
報
父
母
恩
重
経

【細目データ　12-1-301】 （長さの単位 cm）

史料名 舎利弗阿毘曇論　巻第一〇（光覚知識経） 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 2 全長 37.7 紙高 25.0 識語 あり

備考 光覚知識経願文あり。天平宝字 6年（762）10月7日。12-1-209と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打
3層

一紙  長 ― 一紙  高 25.0 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.1 界高 20.0 天欄高 3.1 地欄高 1.4

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 種種神足波受種種无量神足能動大地以

本文末行 廣説

尾題 舎利弗阿毗曇非問分念品第六　巻十

該当箇所 大正蔵　1548.28/619c11～ c19

【法量】

紙順 1 2

紙長 14.7 23.0

行数 7 9

1・2行頭字 種一 廣
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六
〇
巻
本
華
厳
経
の
巻
第
五
二
。
現
存
す
る
奈
良
時
代
唯
一
の
銀
字
経
。
楮
紙
を
紺
に
染
め
た
紺
紙
に

銀
泥
で
経
文
を
書
写
し
、
界
線
も
同
じ
く
銀
泥
で
あ
る
。
二
紙
一
三
行
の
断
簡
で
、
一
行
の
文
字
数
は

一
七
文
字
。
上
部
に
は
損
傷
は
な
い
が
、
下
部
は
焼
失
し
て
お
り
、
紺
紙
の
裏
打
が
見
え
る
。
さ
ら
に
全

体
を
金
箔
で
縁
取
っ
た
台
紙
に
貼
る
た
め
、
四
隅
に
金
箔
が
見
え
る
。

　

本
品
は
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
二
月
堂
が
全
焼
し
た
際
、
焼
け
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
二
月
堂
焼
経
」
の
断
簡
。
最
近
、
根
津
美
術
館
本
の
解
体
修
理
が
な
さ
れ
、
本
紙
中
に
散
見
さ
れ
る

白
い
シ
ミ
は
、
二
月
堂
の
消
火
活
動
に
よ
り
、
銀
が
水
に
溶
け
出
し
て
イ
オ
ン
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
二
月
堂
焼
経
は
他
に
奈
良
国
立
博
物
館
本
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

№
12-
1-

303　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
五
二
（
二
月
堂
焼
経
）

【細目データ　12-1-306】 （長さの単位 cm）

史料名 偈頌断簡 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉～室町時代

紙数 1 全長 11.0 紙高 31.3 識語 なし

備考 № 12-2-411と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 31.3 一紙  行数 ― 一行  字数 14

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 失無常波　風燈抱命　減必□嵐

本文末行 電光世間　成浮雲貯

該当箇所 弘法大師全集　5-295（右記参照）

【法量】

紙順 1

紙長 11.0

行数 2

1・2行頭字 失電

　

本
品
は
№
12
–
2
–
411
と
一
連
の
経
文
で
、「
失
無
常
波　

風
燈
抱
命　

滅
必
□
〔
冝
カ
〕嵐

／
電
光
世
間　

成
浮
雲
貯
」
と
あ
る
。
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
『
弘
法
大
師
勧
発
修
行
記
』
の
一
節
（
祖
風
宣
揚
会
編
『
弘

法
大
師
全
集
』
第
五
輯
二
九
五
頁
、
吉
川
弘
文
館
・
六
大
新
報
社
、
一
九
一
〇
）。
紙
本
墨
書
。
四
字
ず

つ
五
句
が
二
行
に
行
書
体
で
書
写
さ
れ
る
。
紙
や
墨
に
ス
レ
が
認
め
ら
れ
全
体
に
劣
化
し
て
い
る
。

№
12-

1-

306　

偈
頌
断
簡

【細目データ　12-1-303】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第五二（二月堂焼経） 員数 1点

材質・技法 紺紙銀字 装丁・
形態 断簡 書写

年代 奈良時代

紙数 2 全長 25.2 紙高 25.6 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・
加工 紺色 界線 銀界 修補 全面

裏打
一紙
長 ― 一紙  高 最大

25.6
一紙
行数 ― 一行

字数 17

界幅 2.0 界高 ― 天欄高 3.3 地欄高 ―

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 法輪建立法幢制諸外道脩菩薩行力波羅

本文末行 諸波羅蜜化度衆生顕現菩薩一切功徳化

該当箇所 大正蔵　278.09/725a19～ b3

【法量】

紙順 1 2

紙長 5.5 19.7

行数 3 10

1・2行頭字 法蜜 應―
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【細目データ　12-1-401】 （長さの単位 cm）

史料名 海龍王経　巻第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 37.5 紙高 27.4 識語 なし

備考 № 12-1-510と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 部分裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.4 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.4 界高 23.2 天欄高 2.2 地欄高 2.1

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 離諸佛何等八常念諸佛供養如来嗟歎世

本文末行 将護諸縁諸佛世尊皆由清浄而成道徳除

該当箇所 大正蔵　598.15/133a15～ b3

【法量】

紙順 1

紙長 37.5

行数 16

1・2行頭字 離尊

　

一
六
行
の
断
簡
。
一
行
一
七
文
字
。
界
線
は
薄
墨
の
単
線
。
伸
び
や
か
な
楷
書
で
書
写
さ
れ
る
。
天
、

地
の
界
線
の
枠
を
は
み
出
し
て
い
る
文
字
が
比
較
的
目
立
つ
。
書
風
や
界
線
、
紙
の
状
態
な
ど
か
ら
、
№

12
–
1
–
510
の
連
れ
と
み
ら
れ
、
№
12
–
1
–
510
の
左
方
に
五
行
分
の
脱
落
を
挟
ん
で
本
品
が
接
続
す
る

と
思
わ
れ
る
。

№
12-

1-

401　

海
龍
王
経　

巻
第
一

【細目データ　12-1-403】 （長さの単位 cm）

史料名 梵字 員数 1点

材質・技法 絹本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉～室町時代

紙数 1 全長 20.0 紙高 21.2 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 絹 染色・加工 不明 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 ―

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 ―

　

絹
本
に
「
吽
」
の
一
字
が
墨
書
さ
れ
る
。
本
紙
料
絹
は
痛
み
が
激
し
く
、
墨
の
部
分
の
絹
も
劣
化
し
、

濃
い
色
の
肌
裏
が
露
出
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
№
12
–
2
–
507
も
梵
字
で
あ
る
。

№
12-

1-

403　

梵
字
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【細目データ　12-1-404】 （長さの単位 cm）

史料名 無垢浄光陀羅尼経（百万塔陀羅尼） 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 24.7 紙高 6.0 識語 なし

備考 自心印陀羅尼。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 6.0 一紙  行数 ― 一行  字数 5

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 本紙右端大破、虫穴あり。

【内容】

本文初行 泥□菩□□

本文末行 訶引

該当箇所 大正蔵　1024.19/719c29～ 720a6

【法量】

紙順 1

紙長 24.7

行数 20

1・2行頭字 泥埵

　
「
自
心
印
陀
羅
尼
」を
記
す
。上
部
に
虫
損
あ
り
、天
地
左
右
と
も
欠
損
が
み
ら
れ
、状
態
は
よ
く
な
い
が
、

版
の
文
字
は
最
も
鮮
明
で
あ
る
。
百
万
塔
陀
羅
尼
に
つ
い
て
は
№
12
–
1
–
109
を
参
照
。

№
12-
1-

404　

無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
（
百
万
塔
陀
羅
尼
）

【細目データ　12-1-407】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第八一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 9.4 紙高 26.5 識語 なし

備考 № 12-1-207と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 部分裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.8 界高 20.4 天欄高 3.0 地欄高 3.1

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 可説故尊者善現所説法中不施設色處不

本文末行 何以故眼界性等不可説故尊者善現所説

該当箇所 大正蔵　220.05/456a27～ b3

【法量】

紙順 1

紙長 9.4

行数 5

1・2行頭字 可施

　

五
行
、
一
行
一
七
文
字
が
記
さ
れ
た
断
簡
。
淡
墨
の
単
界
線
が
あ
る
。
虫
損
が
激
し
く
、
虫
穴
の
繕
い

の
状
況
な
ど
か
ら
、
補
修
跡
が
三
種
類
認
め
ら
れ
、
複
数
回
修
復
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
№
12
–

1
–
207
と
一
連
と
み
ら
れ
る
。

№
12-

1-

407　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
八
一
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【細目データ　12-1-408】 （長さの単位 cm）

史料名 仏名経　巻第三〇 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉～室町時代

紙数 1 全長 7.8 紙高 26.6 識語 なし

備考 紙背に墨書あり。朱の印仏部分の法量は縦 2.4、横 1.8㎝。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.6 一紙  行数 ― 一行  字数 10、11

界幅 2.0 界高 21.0 天欄高 3.2 地欄高 2.4

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 南无光照佛　南无香徳佛

本文末行 南无善□佛　南无大音讃佛

該当箇所 大正蔵　441.14/299a13～ a15

【法量】

紙順 1

紙長 7.8

行数 4

1・2行頭字 南南

　

四
行
の
断
簡
。
二
段
に
分
か
れ
、
上
段
上
部
に
朱
の
印
仏
、
次
い
で
五
字
ま
た
は
六
字
の
名
号
が
、
下

段
上
部
も
同
様
に
朱
の
印
仏
の
下
に
名
号
が
墨
書
さ
れ
る
。
名
号
は
右
上
よ
り
「
南
无
光
照
佛　

南
无
香

徳
佛
／
南
无
令
喜
佛　

南
无
不
虚
行
佛
／
南
无
滅
□
佛　

南
无
上
色
佛
／
南
无
善
□
佛　

南
无
大
音
讃

佛
」
と
あ
り
、
判
読
の
困
難
な
文
字
の
横
に
注
記
が
あ
る
。

№
12-

1-

408　

仏
名
経　

巻
第
三
〇

　
「
仏
本
行
経
」は
劉
宋（
四
二
〇
〜
四
七
九
）の
法
雲
の
訳
。
全
七
巻
。
釈
迦
一
代
の
行
状
を
記
し
た
も
の
。

本
品
は
二
紙
の
み
の
断
簡
で
、
第
一
紙
末
尾
に
「
佛
本
行
経
阿
夷
決
疑
品
第
六
」
と
あ
り
、
第
二
紙
冒
頭

は
「
解
脱
衆
生
禪
」
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
間
に
欠
落
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
紙
は
一
〇
行
、
一
行
一
六
字
。

第
二
紙
は
一
三
行
、
一
行
二
〇
文
字
。
界
線
は
淡
墨
の
単
界
。
特
に
二
紙
の
文
字
は
大
き
く
天
地
の
界
を

は
み
出
す
。
筆
跡
は
総
じ
て
左
右
の
払
い
が
大
き
く
、
一
行
の
中
で
の
中
心
が
ば
ら
つ
く
傾
向
が
若
干
み

ら
れ
る
が
、
伸
び
や
か
な
書
で
あ
る
。
な
お
全
体
に
大
き
な
丸
い
シ
ミ
跡
が
み
と
め
ら
れ
、
上
部
は
経
年

劣
化
あ
る
い
は
焼
け
焦
げ
な
ど
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

№
12-

1-

501　

仏
本
行
経　

巻
第
一

【細目データ　12-1-501】 （長さの単位 cm）

史料名 仏本行経　巻第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書
装丁・形
態

断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 2 全長 44.0 紙高 27.1 識語 なし

備考 第 1紙と第 2紙の間に欠落あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.1 一紙  行数 ― 一行  字数 16～
20

界幅 2.0 界高 19.6 天欄高 3.5 地欄高 3.9

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 梵志黙然　心思斯須　謙遜卑聲　啓白天王

本文末行 即呼弟子来　汝莫如吾誤　以徒託太子　阿夷辞還退

該当箇所 大正蔵　193.04/60a28～ b11　61b20～ c16

【法量】

紙順 1 2

紙長 19.1 24.9

行数 10 13

1・2行頭字 梵察 解愚
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【細目データ　12-1-506】 （長さの単位 cm）

史料名 成唯識論　巻第九 員数 1点

材質・技法 紺紙金字 装丁・形態 断簡 書写年代 平安後期カ

紙数 1 全長 9.9 紙高 26.0 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色　界線 銀界 修補 なし

一紙  長 ― 一紙  高 26.0 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.8 界高 19.5 天欄高 3.1 地欄高 3.4

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 七轉識内随其所應或少或多如煩惚説眼

本文末行 不相應故煩惚障中此障必有彼定用此為

該当箇所 大正蔵　1585.31/48c13～ c18

【法量】

紙順 1

紙長 9.9

行数 5

1・2行頭字 七等

　
「
成
唯
識
論
」
は
イ
ン
ド
の
護
法
ら
の
著
書
で
、
六
五
九
年
に
玄
奘
に
よ
り
漢
訳
さ
れ
た
。
全
一
〇
巻
。

紺
紙
に
金
泥
で
経
文
を
書
写
し
、
界
線
は
銀
泥
に
よ
る
単
界
で
あ
る
。
五
行
の
断
簡
で
、
一
行
一
七
文
字
。

虫
損
が
あ
る
。
筆
跡
は
小
さ
く
ま
と
ま
り
、
端
正
で
あ
る
。
平
安
時
代
後
期
（
一
二
世
紀
）
頃
の
作
だ
ろ

う
か
。

№
12-
1-

506　

成
唯
識
論　

巻
第
九

【細目データ　12-1-507】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第六九 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 8.8 紙高 27.5 識語 なし

備考 № 12-2-301と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色　界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.1 界高 21.9 天欄高 2.6 地欄高 3.0

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 及以菩薩所修苦行所持正法皆悉堅固其

本文末行 解忍諸法性能諦思惟行精進波羅蜜起一

該当箇所 大正蔵　279.10/374c22～ c26

【法量】

紙順 1

紙長 8.8

行数 4

1・2行頭字 及心

　

四
行
、
一
行
一
七
文
字
の
断
簡
。
界
線
は
淡
墨
で
単
界
。
筆
跡
は
筆
に
割
れ
や
擦
れ
が
み
ら
れ
る
箇
所

が
あ
り
、
総
じ
て
鋭
角
的
な
印
象
で
あ
る
。
虫
損
は
全
て
補
修
さ
れ
る
が
、
下
部
の
補
修
紙
の
シ
ミ
が
本

紙
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
本
品
は
№
12
–
2
–
301
と
書
風
や
界
線
、
紙
の
状
態
が

酷
似
し
、
加
え
て
虫
穴
の
様
態
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
品
の
右
方
に
№
12
–
2
–
301
が
接
続
す
る
こ

と
が
判
明
す
る
。

№
12-

1-

507　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
六
九
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【細目データ　12-1-510】 （長さの単位 cm）

史料名 海龍王経　巻第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 7.1 紙高 27.5 識語 なし

備考 № 12-1-401と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色　界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.4 界高 23.2 天欄高 2.1 地欄高 2.1

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 欲聞佛言菩薩有四事棄諸悪趣何等為四

本文末行 不軽慢自省巳過不譏彼穢是為四復有四

該当箇所 大正蔵　598.15/133a7～ a10

【法量】

紙順 1

紙長 7.1

行数 3

1・2行頭字 欲菩

　

三
行
、
一
行
一
七
文
字
の
断
簡
。
界
線
は
淡
墨
で
単
界
。
連
れ
と
み
ら
れ
る
№
12
–
1
–
401
同
様
、
料

紙
の
色
は
煙
草
色
に
近
い
。
本
品
も
天
地
文
字
が
は
み
出
し
て
い
る
。

№
12-

1-

510　

海
龍
王
経　

巻
第
一

【細目データ　12-1-601】 （長さの単位 cm）

史料名 心経（般若波羅蜜多心経、隅寺心経） 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 44.2 紙高 26.7 識語 無

備考 功徳文あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.7 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.1 界高 19.7 天欄高 3.2 地欄高 3.8

その他
所見 ―

【内容】

首題 心経

本文初行 観自在菩薩行深般若波羅蜜多時照見五

本文末行 掲諦掲諦　波囉掲諦　波囉僧掲諦　菩提薩婆呵

該当箇所 大正蔵　251.08/848.c1～ c19

【法量】

紙順 1

紙長 44.2

行数 23

1・2行頭字 心

　

二
〇
行
の
墨
書
の
断
簡
。
一
行
一
七
文
字
で
、界
線
は
淡
墨
の
単
界
。
所
謂
「
般
若
心
経
」
を
書
写
し
、

巻
末
に
功
徳
文
を
付
す
。
奈
良
時
代
の
作
。
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

№
12-

1-

601　

心
経
（
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
、
隅
寺
心
経
）
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【細目データ　12-1-603】 （長さの単位 cm）

史料名 雑阿含経　巻第三四 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 2.2 紙高 25.7 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.7 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 ― 界高 20.7 天欄高 2.2 地欄高 2.6

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 死非有非无後死邪婆蹉種出家語詵阤迦

本文末行 ―

該当箇所 大正蔵　99.02/245a5～ a6

【法量】

紙順 1

紙長 2.2

行数 1

1・2行頭字 死

　

一
七
文
字
の
断
簡
。
淡
墨
の
単
界
線
が
み
え
る
。
上
部
に
虫
損
あ
り
。

№
12-
1-

603　

雑
阿
含
経　

巻
第
三
四

【細目データ　12-1-604】 （長さの単位 cm）

史料名 中阿含経　巻第三三 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 室町時代カ

紙数 1 全長 3.4 紙高 29.1 識語 なし

備考 版本。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 界線 匡郭 修補 なし

一紙  長 ― 一紙  高 29.1 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 ― 界高 25.0 天欄高 3.1 地欄高 0.9

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 使世尊從定覺故令我等後得見佛五結我

本文末行 從此歸以躭浮樓伎樂王女賢月色嫁與汝

該当箇所 大正蔵　26.01/638b6～ b8

【法量】

紙順 1

紙長 3.4

行数 2

1・2行頭字 使從

　

版
本
の
断
簡
二
行
。
虫
損
あ
り
。

№
12-

1-

604　

中
阿
含
経　

巻
第
三
三
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【細目データ　12-1-605】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 1.8 紙高 26.2 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.2 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 不明 界高 20.3 天欄高 2.9 地欄高 3.0

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 覺菩提清浄獨覺菩提清浄故一切智智清

本文末行 ―

該当箇所 大正蔵　220.05/1048a18～ a19ほか

【法量】

紙順 1

紙長 1.8

行数 1

1・2行頭字 覺

　

一
行
一
七
文
字
の
断
簡
。
上
部
左
に
か
す
か
に
淡
墨
の
単
界
線
が
み
え
る
。
本
品
は
「
大
般
若
波
羅
蜜

多
経
」
巻
第
一
九
五
〜
二
四
四
の
内
、
い
ず
れ
か
と
推
測
さ
れ
る
。

№
12-

1-

605　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経

【細目データ　12-1-608】 （長さの単位 cm）

史料名 舎利弗阿毘曇論　巻第四 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉時代カ

紙数 1 全長 24.8 紙高 26.5 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.2 界高 22.8 天欄高 2.0 地欄高 2.7

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 聖諦業云何道聖諦非業正見正覺正進

本文末行 相應非業相應苦聖諦是名一三分或業相

該当箇所 大正蔵　1548.28/556b16～ b27

【法量】

紙順 1

紙長 24.8

行数 11

1・2行頭字 聖念

　

一
一
行
、一
行
一
七
文
字
の
断
簡
。
界
線
は
淡
墨
で
単
界
。
筆
跡
は
肉
太
で
あ
る
。
紙
は
比
較
的
白
く
、

虫
損
を
補
修
し
た
裏
打
紙
の
薄
茶
色
が
ひ
び
い
て
い
る
。

№
12-

1-

608　

舎
利
弗
阿
毘
曇
論　

巻
第
四
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【細目データ　12-2-101】 （長さの単位 cm）

史料名 瑜伽師地論　巻第九 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 紙本墨書 書写年代 奈良時代カ

紙数 1 全長 39.5 紙高 27.6 識語 なし

備考 本紙右端に 0.2㎝幅の剥がし取り痕あり。朱のヲコト点あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 なし

一紙  長 ― 一紙  高 27.6 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.1 界高 20.8 天欄高 3.2 地欄高 3.6

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 際後際生又於中際若流轉若清浄是名縁

本文末行 謂於未来諸行起不如理分別謂我於未来

該当箇所 大正蔵　1579.30/322a17～ b7

【法量】

紙順 1

紙長 39.5

行数 19

1・2行頭字 際起

　
「
瑜
伽
師
地
論
」
は
、
大
乗
仏
教
の
瑜
伽
行
派
の
論
書
。
大
乗
仏
教
の
百
科
全
書
。
六
四
八
年
、
玄
奘

が
訳
出
。
全
百
巻
。
本
品
は
一
紙
一
九
行
、
一
行
一
七
文
字
で
あ
る
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を

引
く
。
筆
跡
は
、
写
経
と
し
て
は
や
や
薄
い
墨
で
、
糸
編
の
下
部
や
、「
起
」
の
土
の
第
三
画
な
ど
左
か

ら
右
へ
の
横
画
が
極
端
に
長
い
な
ど
特
徴
的
で
あ
る
。
朱
で
ヲ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
る
。
奈
良
時
代
の
作
か
。

№
12-
2-

101　

瑜
伽
師
地
論　

巻
第
九

【細目データ　12-2-106】 （長さの単位 cm）

史料名 七仏所説神呪経　巻第二 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 9.5 紙高 26.7 識語 なし

備考 または「陀羅尼雑集　巻第二」。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 茶色 
雲母 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.7 一紙 行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 19.8 天欄高 3.2 地欄高 3.7

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 天下衆星中王得最自在四天下中一切國

本文末行 躬身臨朝断事不枉民物猶如明鏡若其國

該当箇所 大正蔵　1332.21/547a11～ a12、a15～ a19

【法量】

紙順 1

紙長 9.5

行数 5

1・2行頭字 天事

　
「
七
仏
所
説
神
呪
経
（
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
）」
は
妙
見
信
仰
（
イ
ン
ド
に
発
祥
し
た
菩

薩
信
仰
が
、
中
国
で
道
教
の
北
極
星
・
北
斗
七
星
信
仰
と
集
合
し
、
仏
教
の
天
部
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
）

を
説
く
最
古
の
経
典
。晋
代
失
訳
。
ま
た
は「
陀
羅
尼
雑
集　

巻
第
二
」の
可
能
性
も
あ
る
。「
陀
羅
尼
雑
集
」

は
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
陀
羅
尼
を
収
集
し
た
も
の
で
、
梁
代
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
る
。
本
品
は
一
紙

五
行
の
断
簡
、
一
行
一
七
文
字
、
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
全
体
に
水
シ
ミ
が
で
て
お
り
、

虫
損
も
散
見
さ
れ
る
。
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
端
正
な
書
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
作
か
。

№
12-

2-

106　

七
仏
所
説
神
呪
経　

巻
第
二
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【細目データ　12-2-107】 （長さの単位 cm）

史料名 大方等大集経　巻第二二 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 21.0 紙高 25.5 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 褐色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.1 界高 21.2 天欄高 2.4 地欄高 1.9

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 善男子汝當受持讀誦書寫是陁羅尼往

本文末行 子南方去此九万九億諸佛世界彼有世界

該当箇所 大正蔵　397.13/155c7～ c17

【法量】

紙順 1

紙長 21.0

行数 10

1・2行頭字 善彼

　
「
大
方
等
大
集
経
」
は
大
集
部
の
経
典
を
集
め
た
も
の
。
曇
無
讖
（
三
八
五
〜
四
三
三
）
ら
の
共
訳
。

巻
子
装
で
あ
っ
た
時
に
生
じ
た
虫
損
が
み
ら
れ
る
。

№
12-

2-

107　

大
方
等
大
集
経　

巻
第
二
二

【細目データ　12-2-201】 （長さの単位 cm）

史料名 無垢浄光大陀羅尼経（百万塔陀羅尼） 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 40.3 紙高 5.5 識語 なし

備考 自心印陀羅尼。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 ― 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 5.5 一紙  行数 ― 一行  字数 5

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 ―

【内容】

首題 無垢浄光経／自心印陀羅尼

本文初行 南謨薄伽伐

本文末行 訶引

該当箇所 大正蔵　1024.19/719c27～ 720a6

【法量】

紙順 1

紙長 40.3

行数 31

1・2行頭字 無自

　

墨
摺
。「
自
心
印
陀
羅
尼
」
を
記
す
。
百
万
塔
陀
羅
尼
に
つ
い
て
は
№
12
–
1
–
109
を
参
照
。

№
12-

2-

201　

無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
（
百
万
塔
陀
羅
尼
）
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【細目データ　12-2-203】 （長さの単位 cm）

史料名 註楞伽経　巻第七 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 16.3 紙高 27.9 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.9 一紙  行数 ― 一行  字数 12

界幅 2.7 界高 23.0 天欄高 2.3 地欄高 2.6

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 大慧脩三

本文末行 謂如来蔵名識蔵

該当箇所 大正蔵　670.16/512b4～ b7

【法量】

紙順 1

紙長 16.3

行数 6

1・2行頭字 界造

　

六
行
の
断
簡
。
一
行
の
文
字
は
一
二
文
字
。
割
注
を
多
用
す
る
。
本
紙
に
は
水
シ
ミ
が
で
て
い
る
。
根

津
美
術
館
所
蔵「
註
楞
伽
経　

巻
第
七
」
の
断
簡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る﹇
市
川　

二
〇
二
四
﹈。
な
お「
本

文
初
行
」「
本
文
末
行
」
は
割
注
を
省
略
し
、「
該
当
箇
所
」
は
「
楞
伽
経
」
で
示
し
た
。

№
12-
2-

203　

註
楞
伽
経　

巻
第
七

【細目データ　12-2-205】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　巻第三 員数 1点

材質・技法 紺紙金字 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 11.9 紙高 24.8 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色 界線 銀界 修補 なし

一紙  長 ― 一紙  高 24.8 一紙  行数 ― 一行  字数 17、20

界幅 1.6 界高 18.9 天欄高 2.7 地欄高 3.2

その他
所見 下部切断。

【内容】

本文初行 究竟永寂滅　安住無漏法　今者見世尊　安穏成佛道

本文末行 輪咸作是言世尊説法多所安穏憐愍饒益

該当箇所 大正蔵　262.09/22c18～ 23a1

【法量】

紙順 1

紙長 11.9

行数 7

1・2行頭字 究我

　

七
行
の
断
簡
。
前
五
行
は
一
行
に
五
句
二
〇
文
字
、
後
二
行
は
一
行
に
一
七
文
字
。
紺
紙
に
金
泥
で
経

文
を
書
写
し
、界
線
は
銀
泥
に
よ
る
単
線
で
あ
る
。虫
損
が
散
見
さ
れ
る
。平
安
時
代
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。

№
12-

2-

205　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
三
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【細目データ　12-2-301】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第六九 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 4.4 紙高 27.6 識語 なし

備考 № 12-1-507と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.6 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.2 界高 21.9 天欄高 2.6 地欄高 3.1

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 捨能捨行尸波羅蜜棄捨王位宮殿眷属出

本文末行 家學道行羼提波羅蜜能忍世間一切苦事

該当箇所 大正蔵　279.10/374c20～ 22

【法量】

紙順 1

紙長 4.4

行数 2

1・2行頭字 捨家

　

二
行
の
断
簡
で
一
行
一
七
文
字
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
虫
損
あ
り
。
筆
跡
は
線
に

や
や
震
え
が
み
ら
れ
、
中
心
が
外
れ
、
全
体
に
や
や
乱
れ
た
印
象
で
あ
る
。
な
お
本
品
の
左
方
は
№
12
–

1
–
507
に
接
続
す
る
。

№
12-

2-

301　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
六
九

【細目データ　12-2-302】 （長さの単位 cm）

史料名 某経論疏 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 31.6 紙高 27.3 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.3 一紙  行数 ― 一行  字数 20、23

界幅 1.8 界高 23.9 天欄高 2.3 地欄高 1.1

その他
所見 裏面にも墨書 18行あり。

【内容】

本文初行 悔 幔過有三□初分敬三寳過也経曰於獨

本文末行 因願也経曰我當至十地至済度生死流者賛曰□次證果

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1

紙長 31.6

行数 18

1・2行頭字 悔覺

　

一
八
行
の
断
簡
。
一
行
二
〇
文
字
あ
る
は
二
三
文
字
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
朱
の

ヲ
コ
ト
点
や
、
誤
字
、
脱
字
を
補
う
箇
所
が
あ
る
。
虫
損
が
激
し
く
、
本
紙
裏
面
に
も
、
本
紙
表
面
の
界

線
を
利
用
し
て
整
然
と
墨
書
が
並
ぶ
様
子
が
表
側
に
透
け
る
。

№
12-

2-

302　

某
経
論
疏
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【細目データ　12-2-305】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　巻第四 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 18.2 紙高 25.6 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.6 一紙  行数 ― 一行  字数 20

界幅 1.8 界高 20.6 天欄高 0.8 地欄高 3.4

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 □如貧窮人　往至親友家　其家甚大富　具設諸餚饍

本文末行 我今従佛聞　受記荘嚴事　及轉次受決　身心遍歓喜

該当箇所 大正蔵　262.09/29b2～ b21

【法量】

紙順 1

紙長 18.2

行数 10

1・2行頭字 □以

　

一
〇
行
の
断
簡
。
一
行
に
五
字
ず
つ
四
句
、二
〇
文
字
が
書
写
さ
れ
る
。
淡
墨
で
単
線
の
界
線
を
引
く
。

上
下
に
大
き
く
欠
損
が
あ
り
、
特
に
上
部
の
欠
落
は
文
字
部
分
に
も
及
び
、
五
行
目
か
ら
六
行
目
は
水
損

も
認
め
ら
れ
る
。
右
払
い
が
極
端
に
鋭
角
的
な
端
正
な
筆
跡
に
特
徴
が
み
と
め
ら
よ
う
。

№
12-
2-

305　

妙
法
連
華
経　

巻
第
四

【細目データ　12-2-308】 （長さの単位 cm）

史料名 根本説一切有部毘奈耶雑事　巻第三二 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉時代カ

紙数 1 全長 15.2 紙高 27.9 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.9 一紙  行数 ― 一行  字数 16～ 18

界幅 2.2 界高 21.4 天欄高 2.6 地欄高 3.0

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 其女即便大叫告言聖者吐羅難陁王家使

本文末行 羅門見問言何故廣説其事共作譏嫌諸釋

該当箇所 大正蔵　1451.24/365b19～ b25

【法量】

紙順 1

紙長 15.2

行数 7

1・2行頭字 其人

　

七
行
の
断
簡
で
一
行
約
一
七
文
字
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
全
体
に
水
損
の
跡
の
シ

ミ
が
で
て
お
り
、
上
部
、
界
線
の
外
に
欠
落
が
あ
る
。
下
部
に
虫
損
跡
が
あ
り
補
修
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡

は
比
較
的
肉
太
で
写
経
と
し
て
は
柔
ら
か
み
が
あ
る
。

№
12-

2-

308　

根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事　

巻
第
三
二
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【細目データ　12-2-401】 （長さの単位 cm）

史料名 摩訶僧祇律　巻第二八 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 42.3 紙高 26.5 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.5 一紙  行数 ― 一行  字数 14～ 17

界幅 2.0 界高 21.8 天欄高 2.7 地欄高 2.0

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 法不得起者應伍頭若受一食法時應白師

本文末行 一處應問着上着下随師教應作若欲

該当箇所 大正蔵　1425.22/459a15～ b6

【法量】

紙順 1

紙長 42.3

行数 21

1・2行頭字 法師

　
「
摩
訶
僧
祇
律
」
は
東
晋
時
代
に
成
立
し
た
律
蔵
、
す
な
わ
ち
教
団
の
規
律
集
の
一
つ
。
仏
陀
跋
陀
羅

と
法
顕
の
共
訳
。
十
誦
律
、
四
分
律
、
五
分
律
と
と
も
に
四
大
広
律
と
呼
ば
れ
る
。
本
品
は
二
一
行
、
一

行
最
大
一
七
文
字
の
断
簡
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
六
行
目
と
七
行
目
の
間
、
一
四
行

目
と
一
五
行
目
の
間
に
は
、
強
い
折
れ
跡
や
虫
損
が
集
中
的
に
、
左
右
対
称
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は

か
つ
て
本
品
が
幅
一
六
・
三
㎝
の
折
本
で
あ
っ
た
こ
と
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

№
12-

2-

401　

摩
訶
僧
祇
律　

巻
第
二
八

【細目データ　12-2-405】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若経　巻第一六七　題箋 員数 1点

材質・技法 紺紙金字 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 2.9 紙高 17.5 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 17.5 一紙  行数 ― 一行  字数 11

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 ―

　

紺
紙
に
金
泥
で
「
大
般
若
経
巻
第
一
百
六
十
七
」
と
あ
る
。
経
巻
の
題
箋
が
は
ず
れ
た
も
の
か
。

№
12-

2-

405　

大
般
若
経　

巻
第
一
六
七　

題
箋
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【細目データ　12-2-406】 （長さの単位 cm）

史料名 優填王経 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 10.4 紙高 26.8 識語 なし

備考 本紙左端に 0.2㎝幅の剥がし取り痕あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 褐色 界線 墨界 修補 部分裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.8 一紙  行数 ― 一行  字数 17～ 18

界幅 2.1 界高 21.2 天欄高 2.6 地欄高 2.9

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 妖聲遠捨正法疑真信邪邪網所纏没在盲

本文末行 心在婬妖其涕唾翫其膿血珍之如玉甘之

該当箇所 大正蔵　332.12/71b18～ b23

【法量】

紙順 1

紙長 10.4

行数 5

1・2行頭字 妖冥

　

西
晋
の
法
炬
訳
と
さ
れ
る
「
優
填
王
経
」、
別
名
「
作
仏
形
像
経
・
作
像
因
縁
経
・
憂
王
作
仏
形
像
経
」

は
、
訳
経
年
代
が
後
漢
以
前
（
二
二
〇
年
以
前
）
と
さ
れ
る
経
典
。
本
品
は
五
行
、
一
行
一
七
文
字
の
断

簡
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
界
線
を
引
く
。
筆
跡
は
中
心
を
は
ず
れ
て
、や
や
乱
れ
た
様
子
が
み
う
け
ら
れ
る
。

上
部
に
虫
損
が
あ
る
が
補
修
さ
れ
て
い
る
。

№
12-
2-

406　

優
填
王
経

【細目データ　12-2-409】 （長さの単位 cm）

史料名 菩薩善戒経　巻第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 室町時代カ

紙数 1 全長 3.2 紙高 30.1 識語 なし

備考 または「顕揚大戒論　巻第四」。版本。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 匡郭 修補 なし

一紙  長 ― 一紙  高 30.1 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 ― 界高 24.6 天欄高 3.3 地欄高 1.9

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 不於無量世中無量佛所植諸徳本能得受

本文末行 持菩薩戒不不也世尊舎利弗如香象王之

該当箇所 大正蔵　1582.30/961b21～ b23

【法量】

紙順 1

紙長 3.2

行数 2

1・2行頭字 不持

　

版
本
の
断
簡
。「
菩
薩
善
戒
経
」
は
「
高
僧
伝
」
に
よ
れ
ば
四
三
一
年
訳
で
あ
る
。
「
顕
揚
大
戒
論　

巻
第
四
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

№
12-

2-

409　

菩
薩
善
戒
経　

巻
第
一
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【細目データ　12-2-411】 （長さの単位 cm）

史料名 偈頌断簡 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉～室町時代

紙数 1 全長 7.0 紙高 31 識語 なし

備考 № 12-1-306と一連のもの。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 31 一紙  行数 ― 一行  字数 12

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 招永劫苦　誇乾闥楽　儲猛利業

本文末行 ―

該当箇所 弘法大師全集　5-295

【法量】

紙順 1

紙長 7.0

行数 1

1・2行頭字 招

　

№
12
–
1
–
306
と
一
連
の
経
文
で
、文
字
の
異
同
は
あ
る
が
『
弘
法
大
師
勧
発
修
行
記
』
の
一
節
。「
招

永
劫
苦　

誇
乾
闥
楽　

儲
猛
利
業
」
が
墨
書
さ
れ
る
。

№
12-

2-

411　

偈
頌
断
簡

【細目データ　12-2-501】 （長さの単位 cm）

史料名 無垢浄光大陀羅尼経（百万塔陀羅尼） 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 2 全長 43.8 紙高 5.3 識語 なし

備考 自心印陀羅尼。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 5.3 一紙  行数 ― 一行  字数 5

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 第一紙は空。

【内容】

首題 無垢浄光経／自心印陁羅尼

本文初行 □謨薄伽伐

本文末行 訶引

該当箇所 大正蔵　1024.19/719c27～ 720a6

【法量】

紙順 1 2

紙長 4.0 39.8

行数 0 31

1・2行頭字 ― 無自

　

墨
摺
。「
自
心
印
陀
羅
尼
」
を
記
す
。
百
万
塔
陀
羅
尼
に
つ
い
て
は
、
№
12
–
1
–
109
参
照
。

№
12-

2-

501　

無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
（
百
万
塔
陀
羅
尼
）
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【細目データ　12-2-505】 （長さの単位 cm）

史料名 仏説大報父母恩重経 員数 1点

材質・技法 紙本墨摺 装丁・形態 断簡 書写年代 室町前期

紙数 1 全長 10.6 紙高 24.7 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 匡郭 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 24.7 一紙  行数 ― 一行  字数 18

界幅 ― 界高 21.8 天欄高 1.5 地欄高 1.7

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 假使有人為於爺嬢百千刀輪於自身中左右

本文末行 出入経百千到却猶不能報父母深恩

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1

紙長 10.6

行数 2

1・2行頭字 假出

　

版
本
「
仏
説
大
報
父
母
恩
重
経
」
の
断
簡
で
挿
絵
を
伴
う
。「
仏
説
大
報
父
母
重
経
」
に
つ
い
て
は
№

12
–
1
–
206
を
参
照
。

№
12-
2-

505　

仏
説
大
報
父
母
恩
重
経

【細目データ　12-2-507】 （長さの単位 cm）

史料名 梵字 員数 1点

材質・技法 絹本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 鎌倉～室町時代

紙数 1 全長 8.3 紙高 9.1 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 絹 染色・加工 黄色・
青色 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 9.1 一紙  行数 ― 一行  字数 ―

界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他
所見 本文料紙は辻が花の断片か。

　

絹
本
に
梵
字
「
阿
」
の
一
字
が
墨
書
さ
れ
る
。
料
絹
は
、
黄
緑
色
と
茶
色
に
染
め
分
け
ら
れ
、
右
端
に

は
、
縫
製
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
辻
が
花
の
よ
う
な
技
法
を
用
い
て
染
め
た
古
裂
に
墨
書
し
た
も
の
か
。
繊

維
が
劣
化
し
て
お
り
、
一
部
裏
打
ち
が
み
え
て
い
る
。
№
12
–
1
–
403
も
梵
字
で
あ
る
。

№
12-

2-

507　

梵
字
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【細目データ　12-2-509】 （長さの単位 cm）

史料名 大智度論　巻第一〇 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 14.8 紙高 25.6 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.6 一紙  行数 ― 一行  字数 16

界幅 1.9 界高 20.0 天欄高 3.0 地欄高 2.7

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 佛皆易之　復次華香清妙宜為供養如人

本文末行 蓮華十餘葉天華百葉菩薩華千葉彼國土

該当箇所 大正蔵　1509.25/129b3～ b11

【法量】

紙順 1

紙長 14.8

行数 8

1・2行頭字 佛獻

　
「
大
智
度
論
」
は
大
品
般
若
経
（
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
）
の
注
釈
書
で
龍
樹
（
一
五
〇
〜
二
五
〇
頃
）

著
と
伝
え
る
。
鳩
摩
羅
什
が
四
〇
五
年
か
ら
漢
訳
を
開
始
す
る
。
全
一
〇
〇
巻
。
本
品
は
巻
第
一
〇
の
断

簡
で
八
行
、
一
行
一
六
文
字
。
ご
く
薄
く
淡
墨
で
単
線
の
界
線
が
み
と
め
ら
れ
る
。
濃
墨
で
縦
画
の
打
ち

込
み
が
柔
ら
か
く
、
端
正
な
筆
跡
で
あ
る
。

№
12-

2-

509　

大
智
度
論　

巻
第
一
〇

【細目データ　12-2-510】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第五 員数 1点

材質・技法 紺紙金字 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 9.3 紙高 28.0 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 紺色 界線 金界
（天地のみ） 修補 なし

一紙  長 ― 一紙  高 28.0 一紙  行数 ― 一行  字数 20

界幅 ― 界高 21.4 天欄高 3.3 地欄高 3.3

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 如徴小火　樵濕則能滅　於佛教法中　懈怠者亦然

本文末行 人無手足　欲射過大地　永不従彼意　懈怠者亦然

該当箇所 大正蔵　278.09/428c2～ c11

【法量】

紙順 1

紙長 9.3

行数 5

1・2行頭字

　

五
行
の
断
簡
。
一
行
に
五
字
四
句
、
二
〇
文
字
を
紺
紙
に
金
泥
で
書
写
す
る
。
天
地
に
界
の
線
が
薄
い

金
泥
で
ひ
か
れ
る
。
筆
跡
は
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
端
正
な
楷
書
で
あ
る
。

№
12-

2-

510　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
五
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【細目データ　12-2-601】 （長さの単位 cm）

史料名 大宝積経　巻第六七 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 36.7 紙高 24.9 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 なし 一紙  高 24.9 一紙  行数 なし 一行  字数 17

界幅 1.9 界高 20.4 天欄高 2.8 地欄高 1.7

その他
所見 ―

【内容】

首題 菩薩見實三昧経他化自在天得授記品第十八

本文初行 尒時他自在天王為首與其眷属八十那

本文末行 菩提者彼法非與餘法作對治餘法亦不與

該当箇所 大正蔵　310.11/382a12～ b2

【法量】

紙順 1

紙長 36.7

行数 19

1・2行頭字 菩尒

　

一
九
行
、一
行
一
七
文
字
の
断
簡
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
全
体
に
虫
損
が
激
し
く
、

天
地
に
は
水
損
に
よ
る
シ
ミ
と
欠
損
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
補
修
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
連
続
す

る
虫
穴
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
て
は
巻
子
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
筆
跡
に
は
、
筆
の
割
れ
や
擦
れ
が
み

ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、「
人
」
と
い
う
文
字
の
右
払
い
が
極
端
に
長
く
、
左
払
い
が
極
端
に
短
い
と
い
う

特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

№
12-
2-

601　

大
宝
積
経　

巻
第
六
七

【細目データ　12-2-605】 （長さの単位 cm）

史料名 大智度論　巻第一一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 平安時代カ

紙数 1 全長 32.6 紙高 16.1 識語 なし

備考 上部破損。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 ―

界幅 1.9 界高 不明 天欄高 不明 地欄高 1.8

その他
所見 墨書の校合痕あり。

【内容】

本文初行 妬真心布施故除諂曲一心施

本文末行 □□□相因縁所以者何施時

該当箇所 大正蔵　1509.25/141a22～ b11

【法量】

紙順 1

紙長 32.6

行数 17

1・2行頭字 妬惟

　

恐
ら
く
本
紙
の
上
部
三
分
の
一
程
度
が
湿
損
し
て
い
る
が
、
内
容
は
巻
第
一
一
の
一
部
で
あ
る
。
現
存

一
七
行
。
淡
墨
、
単
線
の
界
線
を
も
つ
。
誤
字
脱
字
を
数
か
所
加
筆
し
て
お
り
、
加
筆
部
分
は
、
墨
色
、

書
風
と
も
本
文
と
は
異
な
る
。

№
12-

2-

605　

大
智
度
論　

巻
第
一
一
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【細目データ　12-2-606】 （長さの単位 cm）

史料名 増壱阿含経　巻第四三 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 18.9 紙高 26.8 識語 なし

備考 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 褐色 界線 墨界 修補 部分裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.8 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.2 界高 23.7 天欄高 1.5 地欄高 2.1

その他
所見 ―

【内容】

本文初行 若精勤比丘少欲知足有勇猛心多聞能與

本文末行 行

該当箇所 大正蔵　125.02/782a17～ a25

【法量】

紙順 1

紙長 18.9

行数 8

1・2行頭字 若人

　

現
存
八
行
、
一
行
一
七
文
字
の
断
簡
。
淡
墨
で
ご
く
細
い
単
線
の
界
線
を
引
く
。
水
シ
ミ
や
汚
れ
、
欠

損
も
あ
る
が
、筆
跡
は
濃
墨
で
伸
び
や
か
、謹
直
な
写
経
の
筆
跡
と
し
て
美
し
い
。奈
良
時
代
の
作
だ
ろ
う
。

№
12-

2-

606　

増
壱
阿
含
経　

巻
第
四
三
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台
紙
に
貼
り
込
ん
だ
古
経
等
の
断
簡
三
一
点
を
折
本
状
に
仕
立
て
た
手
鑑
。
一
帖
。
折
り
畳
ん
だ
状

態
で
縦
二
八
・
六
、
横
一
二
・
四
、
高
二
・
四
㎝
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
赤
・
青
・
緑
・
茶
の
糸
で
草
花
文
様

の
刺
繍
の
あ
る
黄
色
系
の
絹
地
。
表
紙
裏
（
見
返
し
）
は
金
箔
紙
。
表
紙
中
央
に
題
籤
紙
（
金
箔
紙
、

縦
二
八
・
四
、
横
二
・
七
㎝
）
を
貼
る
が
、
外
題
の
墨
書
は
な
い
。
花
鳥
文
様
の
あ
る
黄
色
系
錦
地
の
帙

（
縦
二
八
・
七
、
横
一
二
・
七
、
高
二
・
七
㎝
、
象
牙
爪
付
）
で
包
み
、
木
製
函
（
外
寸
、
縦
三
一
・
二
、
横

一
五
・
〇
、
高
四
・
〇
㎝
）
に
収
め
る
。
函
の
か
ぶ
せ
蓋
の
外
面
中
央
上
寄
り
に
「
古
経
鑑
」
の
墨
書
が
あ

る
。
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
断
簡
の
多
く
に
つ
い
て
、
前
後
の
台
紙
余
白
に
筆
者
を
示
す
極
め
を
直
接
書
き

付
け
、
あ
る
い
は
附
箋
に
記
し
て
貼
り
附
け
て
い
る
。

№
13　

古
経
鑑

　

一
紙
一
〇
行
の
断
簡
。
紺
紙
に
金
字
で
書
写
し
、
一
字
ご
と
に
周
り
を
囲
む
宝
塔
の
図
形
を
銀
で
描
い

た
装
飾
経
で
、
法
華
経
（
妙
法
蓮
華
経
）
巻
四
の
偈
の
部
分
に
あ
た
る
。
界
線
は
押
界
。
料
紙
は
、
天
地

を
原
状
よ
り
切
り
縮
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
断
簡
左
方
の
台
紙
に
「
聖
徳
皇
太
子
」
の
墨
書
が
あ
る
。
聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の
京
都
太
秦
・
広
隆
寺
に
伝
来
し
た
い
わ
ゆ
る
「
太
秦
切
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
極
め
で

あ
ろ
う
。

№
13-

1　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
四

【細目データ　13-1】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　巻第四 員数 1点

材質・技法 紺紙金字 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安後期

紙数 1 全長 21.4 紙高 26.4 識語 なし

備考 紺紙金字に、一字ごとに銀で描いた宝塔形文様で囲んだ装飾経。左方台紙に
「聖徳皇太子」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色 界線 押界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 10

界幅 2.2 界高 25 天欄高 0.5 地欄高 1.3

その他
所見 天辺地辺切断。

【記載内容】

本文初行 其五百比丘　次第當作仏

本文末行 其不在此會　汝當為宣説

該当箇所 大正蔵　262.09/28c20～ 28c29

【法量】

紙順 1

紙長 11.8

行数 10

1・2行頭字 其同

【細目データ　13】 （長さの単位 cm）

史料名 古経鑑 員数 1帖

材質・技法 紙本墨書ほ
か

装丁・形態 手鑑
（断簡集成） 作製年代 明治時代

備考 外寸、縦 28.6・横 12.4・厚 2.4cm。帙・箱に納める。箱蓋上面に「古
経鑑」の墨書。

【表装】

表紙
縦 28.6、横 12.4cm。表紙・裏表紙は黄色系絹地に赤・青・緑・
茶の糸で草花文様の刺繍。表紙見返しは金箔紙。表紙中央に題籤
紙を貼付（墨書なし）。
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二
紙
四
八
行
の
断
簡
。
第
一
・
二
紙
の
貼
継
は
原
状
を
伝
え
る
と
み
ら
れ
る
。
第
二
紙
左
端
は
料
紙
を

途
中
で
切
断
し
た
も
の
で
、
最
終
行
左
方
に
縦
界
線
が
あ
り
、
左
端
の
下
か
ら
六
字
目
付
近
に
次
行
の
文

字
の
残
画
が
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
料
紙
の
本
来
の
紙
長
は
、
現
状
の
第
二

紙
の
紙
長
よ
り
一
行
分
な
い
し
そ
れ
以
上
長
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xx

（
一
七
一
）

頁
参
照
。
紙
面
に
虫
損
が
あ
り
、
繕
い
の
裏
打
紙
に
補
筆
を
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
虫
喰
穴
の
間
隔
が

右
方
で
徐
々
に
広
く
な
る
こ
と
か
ら
、
虫
損
は
巻
子
と
し
て
巻
き
取
ら
れ
た
状
態
で
生
じ
、
こ
の
付
近
の

巻
取
径
は
三
・
二
㎝
前
後
と
な
る
。
左
端
上
部
裏
、
裏
打
紙
に
「
一
」
の
墨
書
あ
り
。

№
13-

2　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
七
六

【細目データ　13-2】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第五七六 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 奈良時代

紙数 2 全長 93.3 紙高 26.6 識語 なし

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.6 一紙  行数 ― 一行 字数 17

界幅 2.0 界高 20.2 天欄高 2.9 地欄高 3.3

その他
所見

虫損部の補修紙に補筆アリ。
虫損間隔（右→左）10.4cm→ 10.2→ 9.7。

【記載内容】

本文初行 如来十力四无所畏四无礙解大慈大悲大

本文末行 論无依无住无取无捨无動无転无染无浄

該当箇所 大正蔵　220.07/977b12～ 978a1

【法量】

紙順 1 2

紙長 39.0 54.3

行数 20 28

1・2行頭字 如喜 離對

　

二
紙
二
〇
行
の
断
簡
。
第
一
・
二
紙
の
貼
継
は
本
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
料
紙
上
半
に
水
濡
れ
に
由
来

す
る
と
思
わ
れ
る
「
し
み
」
が
あ
り
、
そ
の
形
状
か
ら
巻
子
と
し
て
巻
き
取
ら
れ
た
状
態
で
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
現
状
の
装
幀
に
対
応
す
る
折
目
と
は
別
に
、
第
二
、七
、一
二
、一
七
行
の
右
方
に
縦
折

目
が
あ
り
、
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
端
上
部
裏
、
裏
打
紙
に
「
二
」

の
書
入
（
鉛
筆
書
）
あ
り
。
料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xxi

（
一
七
〇
）
頁
参
照
。

№
13-

3　

宝
網
経

【細目データ　13-3】 （長さの単位 cm）

史料名 宝網経 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 2 全長 47.7 紙高 27.1 識語 なし

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.2 界高 23.1 天欄高 1.8 地欄高 2.3

その他
所見

料紙上半に広くしみあり（水濡れカ）。第 2行右側及び以下 5行
ごとに、現装幀と異なる縦折目あり。地辺切断。

【記載内容】

本文初行 於是童子寶網出維耶離大城行詣佛所恭肅

本文末行 天意華蜜華香末香雑香持香其明月珠雑

該当箇所 大正蔵　433.14/79a7～ a27

【法量】

紙順 1 2

紙長 33.7 14.0

行数 14 6

1・2行頭字 於敬 聖得
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二
紙
一
〇
行
半
の
断
簡
。
麻
紙
か
。
大
き
な
文
字
の
本
文
に
細
字
双
行
の
解
説
を
付
す
註
論
の
形
式
。

天
辺
・
地
辺
に
経
年
に
よ
る
傷
み
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
現
状
の
装
丁
に
と
も
な
う
化
粧
裁
ち
は
な
さ
れ
て

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
左
端
か
ら
五
行
目
の
上
部
に
、「
註
□〔
楞
伽
〕□経

巻
第
一
」
の
文
字
の
墨
う
つ
り
（
天
地
逆
、

左
文
字
）
が
認
め
ら
れ
る
。
同
じ
箇
所
の
裏
に
も
天
地
逆
の
墨
う
つ
り
文
字
痕
が
あ
る
。
本
品
と
京
都
国

立
博
物
館
所
蔵
「
註
楞
伽
経　

巻
第
一
」
の
断
簡
と
は
、
も
と
同
一
巻
を
な
す
と
の
分
析
が
あ
る
﹇
市
川

二
〇
二
四
﹈。

№
13-
4　

註
楞
伽
経　

巻
第
一

【細目データ　13-4】 （長さの単位 cm）

史料名 註楞伽経　巻第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 奈良時代

紙数 2 全長 28.4 紙高 27.1 識語 なし

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 茶色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 27.1 一紙  行数 ― 一行  字数 11

界幅 2.6 界高 23.1 天欄高 1.9 地欄高 1.9

その他
所見 大字と細字双行。天辺地辺原状。

【記載内容】

本文初行 成何有體性明其空也観文似訶詰大慧

本文末行 十斛梵云落叉此云一万梵云倶胝此云一億

該当箇所 大正蔵　670.16/481c27～ 482a3

【法量】

紙順 1 2

紙長 23.1 5.3

行数 8.5 2

1・2行頭字 成意 所成

　

二
紙
九
行
の
断
簡
A
（
第
一
紙
八
行
、
第
二
紙
一
行
）
の
左
方
に
、
二
紙
一
二
行
半
の
断
簡
B
（
第
三

紙
五
行
半
、
第
四
紙
七
行
）
を
つ
き
あ
わ
せ
て
貼
り
込
ん
で
構
成
さ
れ
る
。
断
簡
A
は
開
皇
三
宝
録
巻
第

八
（
ま
た
は
大
唐
内
典
録
巻
第
三
）
の
文
面
、
断
簡
B
は
天
平
一
二
年
五
月
一
日
の
日
付
を
持
つ
五
月
一

日
経
の
願
文
で
あ
る
（
五
月
一
日
経
の
開
皇
三
宝
録
で
は
巻
第
九
・
一
三
が
聖
語
蔵
に
伝
来
す
る
）。
断
簡

B
は
天
横
界
の
下
三
・
四
㎝
に
も
う
一
本
の
横
界
が
あ
る
。
同
書
は
、
断
簡
A
の
文
面
か
ら
巻
末
ま
で
に

相
当
量
の
本
文
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
断
簡
A
・
B
は
本
来
連
続
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
両
者
が
五

月
一
日
経
を
構
成
す
る
同
一
巻
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
逆
に
そ
の
可
能
性
は
消

し
難
い
。
右
方
の
台
紙
に
「
天
平
帝
」（
聖
武
天
皇
）
の
書
入
が
あ
る
。

　

第
一
紙
と
第
二
紙
の
貼
継
は
、
文
面
が
連
続
し
、
継
目
部
分
に
縦
墨
界
が
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

写
経
料
紙
の
本
来
の
貼
継
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
料
紙
の
地
辺
と
地
の
横
墨
界
は
特
に
乱
れ
な

く
連
続
す
る
。
た
だ
、
天
辺
と
天
墨
界
が
継
目
部
分
で
揃
わ
な
い
の
は
、
現
状
の
装
丁
が
な
さ
れ
る
際
に

操
作
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
紙
は
一
行
の
み
で
、
文
字
の
す
ぐ
左
方
で
切
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、

行
左
側
の
縦
界
線
が
残
っ
て
い
な
い
。

　

断
簡
A
と
B
、
第
二
紙
と
第
三
紙
の
配
置
の
現
状
は
、
紙
端
同
士
を
つ
き
あ
わ
せ
る
形
で
台
紙
に
貼
り

込
ま
れ
、
両
紙
の
間
に
継
目
（
糊
代
）
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
三
紙
右
端
は
、
半
行
分
の
空
白
の
左
に

縦
墨
界
が
あ
り
、
次
行
か
ら
「
皇
后
藤
原
氏
」
以
下
の
願
文
が
書
き
込
ま
れ
る
。
願
文
の
文
面
は
五
月
一

日
経
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
五
月
一
日
経
は
、
経
文
の
あ
と
に
数
行
の
空
行
を
あ
け
て
願
文
を
記
す
の

が
通
例
で
、
本
断
簡
は
願
文
右
方
の
空
行
を
中
間
付
近
で
切
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
状
で
断
簡
A
・
B

は
、
料
紙
天
辺
・
地
辺
、
天
墨
界
に
ず
れ
の
無
い
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
地
墨
界
に
は
ず
れ
が
あ
り
、

地
辺
付
近
の
し
み
も
連
続
し
な
い
こ
と
か
ら
、
両
断
簡
が
本
来
接
続
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

第
三
紙
（
願
文
第
一
〜
五
行
）
と
第
四
紙
（
願
文
第
六
〜
一
二
行
）
は
、中
間
に
文
面
の
欠
失
は
な
く
、

本
来
は
同
一
紙
で
あ
っ
た
も
の
を
、
願
文
第
五
・
六
行
の
中
間
で
切
断
し
た
上
で
、
つ
き
あ
わ
せ
の
状
態

で
台
紙
に
貼
り
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
本
来
そ
の
行
間
に
存
在
し
た
は
ず
の
縦
墨
界
が
現
状
で
認
め
ら
れ

な
い
の
で
、
中
間
の
ほ
ん
の
僅
か
な
幅
を
切
除
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
辺
付
近
の
し
み
の
形
状
も

両
紙
同
様
で
あ
る
が
、
切
れ
目
部
分
で
し
み
の
間
隔
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
切
り
縮

め
は
、
手
鑑
の
折
幅
に
合
わ
せ
て
貼
り
込
む
た
め
の
処
置
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
も
と
一
紙
で
あ
れ
ば

№
13-

5　

開
皇
三
宝
録　

巻
第
八
（
五
月
一
日
経
）
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ほ
ぼ
連
続
す
る
で
あ
ろ
う
地
墨
界
が
、
か
な
り
ず
れ
た
状
態
で
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
す
ぐ
左
の

願
文
第
七
行
に
、
文
字
右
端
を
か
す
め
て
紙
継
目
と
見
ま
が
う
よ
う
な
ひ
と
際
目
立
つ
縦
折
目
が
、
現
状

の
装
丁
に
と
も
な
い
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
気
に
な
る
。

【細目データ　13-5】 （長さの単位 cm）

史料名 開皇三宝録　巻第八（五月一日経） 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後中間欠） 書写年代 奈良時代

紙数 4 全長 39.7 紙高 26.0 識語 あり

備考 五月一日経。「天平十二年五月一日」の年紀を含む願文あり。右方台紙に「天平帝」
の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.8 界高 19.6 天欄高 3.3 地欄高 3.2

その他
所見 天辺地辺切断。

【記載内容】

本文初行 舎利弗阿毗曇三十巻　或二十巻僧祐云毗婆沙出房撿
傳乃是耶

本文末行 味沙門釋道標制序

該当箇所 大正蔵　2034.49/77b8～ b17

【法量】

紙順 1 2 3 4

紙長 14.7 1.0 10.0 14.0

行数 8 1 5 7.5

1・2行頭字 舎差 味　 皇尊 之下

　

一
紙
五
行
の
断
簡
。
紙
面
に
虫
喰
穴
が
散
見
さ
れ
、
形
状
の
対
応
か
ら
巻
き
取
ら
れ
た
状
態
で
生
じ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
相
対
応
す
る
虫
損
の
間
隔
は
五
㎝
前
後
で
あ
る
。
一
方
で
、
第
三
・
四
行
の
間
に
縦

折
目
が
が
あ
り
、
折
本
に
改
装
さ
れ
た
痕
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
右
端
の
最
下
部
に
小
字
で
「
三
」
の

朱
書
が
あ
る
（
右
僅
欠
）。
同
形
式
の
書
込
は
№
13-

7
に
も
見
え
、
装
丁
順
を
示
す
と
も
思
わ
れ
る
が
、

当
手
鑑
編
成
以
前
の
書
込
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
右
方
の
台
紙
に「
傳
教
大
師
」（
最
澄
）
の
書
入
が
あ
る
。

№
13-

6　

仏
本
行
集
経　

巻
第
八

【細目データ　13-6】 （長さの単位 cm）

史料名 仏本行集経　巻第八 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 1 全長 9.5 紙高 24.1 識語 なし

備考 右端下部に朱字「三」の小書あり（右部切断）。本紙左方の台紙上に「傳教大師」
の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 20.9 天欄高 1.4 地欄高 1.8

その他
所見 天辺地辺切断。

【記載内容】

本文初行 以為拂在菩薩前引道而行

本文末行 菩薩前引道而行

該当箇所 大正蔵　190.03/691b18～ b22

【法量】

紙順 1

紙長 9.5

行数 5

1・2行頭字 以復
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一
紙
四
行
の
断
簡
で
一
行
一
二
字
。
本
断
簡
と
同
文
は
、「
僧
羯
磨　

巻
上
」に
二
箇
所
見
え
る
。
第
二
・

三
行
の
間
に
縦
折
目
が
あ
り
、
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
痕
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
紙
面
に
は

虫
喰
穴
若
干
が
認
め
ら
れ
る
。
残
存
す
る
紙
幅
が
狭
く
、
巻
き
取
り
に
と
も
な
う
虫
損
で
あ
る
こ
と
を
示

す
穴
の
形
状
の
類
似
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、
上
記
の
縦
折
目
を
挟
ん
で
左
右
対
称
と
な
る
虫
損
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、折
本
の
状
態
で
生
じ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
右
端
の
最
下
部
に
小
字
で
「
五
」

の
朱
書
が
あ
る
（
右
僅
欠
、№
13-

6
参
照
）。
左
方
の
台
紙
に
「
慈
覺
大
師
」（
円
仁
）
の
書
入
が
あ
る
。

№
13-
7　

僧
羯
磨　

巻
上

【細目データ　13-7】 （長さの単位 cm）

史料名 僧羯磨　巻上 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 1 全長 10.5 紙高 24.4 識語 なし

備考 左方台紙に「慈覺大師」の書入あり。右端下部に朱字「五」の小書あり（右
部切断）。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 12

界幅 2.6 界高 21.3 天欄高 1.8 地欄高 1.3

その他
所見 天辺地辺切断。

【記載内容】

本文初行 僧聴此某甲従和上尼某甲求

本文末行 無諸難事年歳已満衣鉢具足

該当箇所 大正蔵　1809.40/516a24～ a27ほか

【法量】

紙順 1

紙長 10.5

行数 4

1・2行頭字 僧受

　

一
紙
五
行
の
断
簡
。
金
砂
子
散
ら
し
、
金
箔
の
草
花
虫
紅
葉
と
砂
子
を
散
ら
し
金
界
線
を
引
い
た
黒
め

い
た
料
紙
（
あ
る
い
は
変
色
か
）
に
墨
書
し
た
装
飾
経
。
天
地
に
見
え
る
台
紙
も
同
色
に
彩
色
。「
伏
見

院
賞
賜
」
と
墨
書
し
、
そ
の
下
に
「
琴
山
」
の
方
形
黒
印
を
捺
し
た
極
札
が
、
左
方
の
台
紙
に
貼
布
さ
れ

て
い
る
。
伏
見
天
皇
（
一
二
六
五
〜
一
三
一
七
）
は
能
書
で
著
名
。

№
13-

8　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
五

【細目データ　13-8】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　巻第五 員数 1点

材質・技法 彩箋墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 鎌倉時代

紙数 1 全長 9.1 紙高 24.5 識語 なし

備考 「伏見院賞賜」の墨書、方形黒印「琴山」の押捺ある極札を左方台紙に貼附。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黒色、
装飾 界線 金界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 24.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.9 界高 19.2 天欄高 1.9 地欄高 3.4

その他
所見 装飾経。料紙に金泥の文様、砂子散らし。天辺切断か。

【記載内容】

本文初行 賞賜或與田宅聚落城邑或與衣服嚴身之

本文末行 之王諸眷属必大驚恠文殊師利如来亦復

該当箇所 大正蔵　262.09/38c25～ 39a1

【法量】

紙順 1

紙長 9.1

行数 5

1・2行頭字 賞□
〔具〕
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一
紙
五
行
の
断
簡
。
麻
紙
か
。「
魚
養
尓
時
」
と
墨
書
し
、
そ
の
下
に
「
琴
山
」
の
方
形
黒
印
を
捺
し
た

極
札
が
左
方
の
台
紙
に
貼
布
さ
れ
て
い
る
。
薬
師
寺
伝
来
の
魚
養
経
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

№
13-

9　

妙
法
蓮
華
経　

勧
持
品
第
一
三

【細目データ　13-9】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　勧持品第一三 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 12.2 紙高 27.4 識語 なし

備考 「魚養尓時」の墨書、方形黒印「琴山」の押捺ある極札を左方台紙に貼附。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.4 界高 23.3 天欄高 1.9 地欄高 2.2

その他
所見 ―

【記載内容】

首題 妙法蓮華経勧持品第十三

書出 尒時薬王菩薩摩訶薩及大楽説菩薩摩訶

本文末行 讀誦説此経典後悪世衆生善根轉少多増

該当箇所 大正蔵　262.09/35c27～ 36a3

【法量】

紙順 1

紙長 12.2

行数 5

1・2行頭字 妙尒

　

一
紙
五
行
の
断
簡
。「
註
無
量
義
経　

巻
第
三
」
の
可
能
性
も
あ
る
。「
註
無
量
義
経
」
は
最
澄
の
著
作
。

朱
の
区
切
点
が
見
ら
れ
る
。
左
方
の
台
紙
に
「
小
野
道
風
郷〔
卿
〕」

の
書
入
が
あ
る
。
小
野
道
風
（
八
九
四
〜

九
六
六
）
は
三
蹟
の
一
人
。

№
13-

10　

無
量
義
経　

徳
行
品
第
一

【細目データ　13-10】 （長さの単位 cm）

史料名 無量義経　徳行品第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安中期

紙数 1 全長 9.5 紙高 21.8 識語 なし

備考 あるいは「註無量義経　巻第三」。左方台紙に「小野道風郷〔卿〕」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 宿紙 界線 金界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 21.8 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.9 界高 19.0 天欄高 2.0 地欄高 2.8

その他
所見 ―

【記載内容】

本文初行 嚴諸波羅蜜獲諸三昧首楞厳三昧入大捴

本文末行 名是経第九功徳不思議力

該当箇所 大正蔵　276.09/388c10～ c14 

【法量】

紙順 1

紙長 9.5

行数 5

1・2行頭字 嚴持
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一
紙
五
行
の
断
簡
。
紺
紙
銀
界
に
銀
字
で
記
し
た
装
飾
経
。
左
方
の
台
紙
に
「
唐
人
无
名
氏
」
の
書
入

が
あ
る
。

№
13-
11　

仏
本
行
集
経　

巻
第
二
八

【細目データ　13-11】 （長さの単位 cm）

史料名 仏本行集経　巻第二八 員数 1点

材質・技法 紺紙銀字 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 唐時代

紙数 1 全長 10.0 紙高 28.2 識語 なし

備考 左方台紙に「唐人无名氏」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色 界線 銀界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 14

界幅 2.0 界高 18.8 天欄高 5.9 地欄高 3.5

その他
所見

【記載内容】

本文初行 我有兵馬象等軍　善解闘戰諸神將

本文末行 海水及此大地可移餘 日月星宿

該当箇所 大正蔵　190.03/786a7～ a11

【法量】

紙順 1

紙長 10.0

行数 5

1・2行頭字 我身

　

一
紙
三
行
の
断
簡
。
天
地
に
傷
み
が
あ
り
、
上
部
は
天
墨
界
あ
た
り
ま
で
欠
損
し
て
い
る
。
巻
き
取
り

状
態
で
生
じ
た
虫
損
が
あ
り
、
対
応
す
る
虫
喰
穴
の
間
隔
は
こ
の
付
近
で
三
・
九
㎝
で
、
巻
取
径
は
一
・

二
四
㎝
程
度
と
な
り
、
文
面
が
同
巻
の
末
尾
に
近
い
こ
と
と
符
合
す
る
。
左
方
の
台
紙
に
「
行
基
菩
薩
」

の
書
入
が
あ
る
。
行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
は
奈
良
時
代
の
高
僧
。

№
13-

12　

増
壱
阿
含
経　

巻
第
四
七

【細目データ　13-12】 （長さの単位 cm）

史料名 増壱阿含経　巻第四七 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 6.1 紙高 23.2 識語 なし

備考 左方台紙に「行基菩薩」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 20.7 天欄高 0.9 地欄高 1.6

その他
所見 天辺地辺破損あり。

【記載内容】

本文初行 亦復不奉持禁戒不具足身口意行當貪専

本文末行 聞佛所説勸喜奉行

該当箇所 大正蔵　125.02/806a13～ a16

【法量】

紙順 1

紙長 6.1

行数 3

1・2行頭字 亦意



124

　

一
紙
五
行
の
断
簡
。
第
五
行
左
側
に
縦
界
線
が
あ
り
、
左
端
上
部
に
次
行
の
文
字
の
残
画
が
あ
る
。
左

方
の
台
紙
に
「
聖
寳
僧
正
」
の
書
入
が
あ
る
。
聖
宝
（
八
三
二
〜
九
〇
九
）
は
真
言
宗
の
僧
で
醍
醐
寺
を

開
き
、
修
験
道
の
中
興
と
さ
れ
る
。

№
13-

13　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
一

【細目データ　13-13】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 1 全長 10.4 紙高 23.5 識語 なし

備考 左方台紙に「聖寳僧正」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 20 界高 2.0 天欄高 1.6 地欄高 2.8

その他
所見 左端上部に次行の文字残画あり。

【記載内容】

本文初行 復有無量主夜神所謂普徳浄光主夜神喜

本文末行 喜主夜神示現浄福主夜神如是等而為上

該当箇所 大正蔵　279.10/3c16～ c20

【法量】

紙順 1

紙長 1

行数 5

1・2行頭字 復眼

　

一
紙
九
行
の
断
簡
。
文
字
の
線
が
細
く
、
料
紙
に
は
叩
解
不
十
分
な
繊
維
の
塊
が
散
見
さ
れ
る
。
左
方

の
台
紙
に
「
小
野
篁
卿
」
の
書
入
が
あ
る
。
小
野
篁
（
八
〇
二
〜
五
二
）
は
平
安
前
期
の
公
卿
・
文
人
。

№
13-

14　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
八
九

【細目データ　13-14】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第五八九 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 1 全長 25.9 紙高 27.1 識語 なし

備考 左方台紙に「小野篁卿」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 28.4 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.9 界高 20.7 天欄高 2.3 地欄高 1.9

その他
所見 料紙中に繊維の塊あり。

【記載内容】

本文初行 界若樂若苦樂観聲香味觸法界若樂若苦

本文末行 常是菩薩摩訶薩行他行䖏若菩薩摩訶薩

該当箇所 大正蔵　220.07/1048c15～ c24

【法量】

紙順 1

紙長 25.9

行数 9

1・2行頭字 界是
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一
紙
三
行
の
断
簡
。
染
紙
（
現
状
は
褐
色
）
で
、
水
濡
れ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
シ
ミ
が
あ
る
。
墨
・
朱

の
カ
ナ
点
・
オ
コ
ト
点
が
見
ら
れ
る
。

№
13-
15　

観
無
量
寿
仏
経

【細目データ　13-15】 （長さの単位 cm）

史料名 観無量寿仏経 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安中期

紙数 1 全長 5.2 紙高 22.5 識語 なし

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 褐色
（現状）界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.7 界高 19.9 天欄高 1.6 地欄高 1.0

その他
所見 天辺地辺切断。オコト点・カナ点（朱・墨）あり。

【記載内容】

本文初行 有五百億寳華一一寳華荘嚴高顕如極楽

本文末行 方金光佛刹乃至上方光明王佛刹於其中

該当箇所 大正蔵　365.12/344b2～ b5

【法量】

紙順 1

紙長 5.2

行数 3

1・2行頭字 有世

　

い
わ
ゆ
る
金
剛
頂
経
の
巻
下
一
紙
五
行
の
断
簡
。「
撰
定
事
業
灌
頂
具
足
支
分
第
一
」の
可
能
性
も
あ
る
。

右
端
は
縦
界
線
が
残
る
。
左
端
に
縦
界
線
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
下
か
ら
四
字
目
の
左
方
に
文
字
の
残
画

が
あ
る
。
虫
損
の
穴
が
多
数
見
ら
れ
る
。
現
存
す
る
紙
幅
の
中
で
、
巻
き
取
り
や
折
目
に
対
応
す
る
虫
損

形
状
の
類
似
な
ど
は
判
然
と
し
な
い
。

№
13-

16　

金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経　

巻
下

【細目データ　13-16】 （長さの単位 cm）

史料名 金剛頂一切如来真実摂大乗現証大教王経　巻下 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 1 全長 9.0 紙高 26.5 識語 なし

備考 あるいは「撰定事業灌頂具足支分第一」。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.8 界高 20.7 天欄高 3.1 地欄高 2.6

その他
所見 虫損多くあり。

【記載内容】

本文初行 最勝悉地安楽悦意受用故能転一功悪趣

本文末行 剛界大曼茶羅纔入己一切如来果尚不難

該当箇所 大正蔵　865.18/217c11～ c16

【法量】

紙順 1

紙長 9.0

行数 5

1・2行頭字 最現
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二
紙
か
ら
な
る
装
飾
経
の
断
簡
。
第
一
紙
は
表
紙
表
題
部
分
の
断
簡
で
、
そ
の
左
方
に
巻
首
冒
頭
の
一

紙
一
〇
行
の
断
簡
を
つ
き
合
わ
せ
で
貼
り
込
ん
で
構
成
さ
れ
る
。
料
紙
は
本
来
は
紫
色
の
麻
紙
で
褐
色
に

褪
色
し
て
い
る
か
。
表
題
・
本
文
と
も
金
字
で
書
し
、
本
文
は
銀
界
を
施
す
。

№
13-

17　

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経　

巻
第
三
六

【細目データ　13-17】 （長さの単位 cm）

史料名 摩訶般若波羅蜜経　巻第三六 員数 1点

材質・技法 彩箋金字 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 鎌倉前期

紙数 2 全長 21.3 紙高 27.0 識語 なし

備考 本来は紫色料紙か。金字銀界の装飾経。

【料紙】

表紙 第 1紙は表紙外題部分の断簡（高 26.2cm）。

本文料紙

紙質 麻紙カ 染色・加工 褐色
（現状） 界線 銀界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.7 界高 20.7 天欄高 2.7 地欄高 3.5

その他
所見 料紙中に繊維の塊あり。

【記載内容】

外題 摩訶般若波羅蜜経巻第卅六

内題（首題）摩訶般若波羅蜜経善達品第七十八　卅六

本文初行 須菩提白佛言世尊云何菩薩善達諸法相

本文末行 人有根本實事有垢有浄不須菩提言不也

該当箇所 大正蔵　223.08/398a7～ a17

【法量】

紙順 1 2

紙長 3.4 17.9

行数 1 10

1・2行頭字 摩 摩須

　

一
紙
二
六
行
の
装
飾
経
の
断
簡
。
紺
紙
銀
界
に
金
字
で
書
す
。

№
13-

18　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
九
二

【細目データ　13-18】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第五九二 員数 1点

材質・技法 紺紙金字 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安後期

紙数 1 全長 44.5 紙高 25.6 識語 なし

備考 紺紙に金字銀界の装飾経。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色 界線 銀界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.6 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.7 界高 19.5 天欄高 3.0 地欄高 3.2

その他
所見 ―

【記載内容】

本文初行 何以故満慈子是諸菩薩摩訶薩衆常不遠

本文末行 為汝更説譬喩諸有智者因斯譬喩於甚

該当箇所 大正蔵　220.07/1063c14～ 1064a10

【法量】

紙順 1

紙長 44.5

行数 26

1・2行頭字 何離
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一
紙
八
行
の
断
簡
。
朱
の
オ
コ
ト
点
、
カ
ナ
点
、
勾
点
、
連
読
符
等
が
付
さ
れ
、
行
間
に
墨
書
の
注
記

が
あ
る
。
巻
き
取
り
状
態
で
生
じ
た
虫
損
が
あ
り
、
対
応
す
る
虫
喰
穴
の
間
隔
は
こ
の
付
近
で
一
一
・
六

㎝
で
あ
る
。
本
紙
よ
り
横
長
の
裏
打
紙
を
付
し
、
そ
の
状
態
で
台
紙
に
貼
り
込
む
。
左
方
に
の
ぞ
く
裏
打

紙
に
「
管
〔
菅
〕公

」（
菅
原
道
真
）
の
書
入
が
あ
る
。

№
13-
19　

因
明
入
正
理
論
疏　

巻
中

【細目データ　13-19】 （長さの単位 cm）

史料名 因明入正理論疏　巻中 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安中期

紙数 1 全長 20.9 紙高 28.4 識語 なし

備考 本紙より横長の裏打紙を付し、その状態で台紙に貼り込む。左方にのぞく裏
打紙に「管公」（菅原道真）の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 28.4 一紙  行数 ― 一行  字数 21

界幅 2.6 界高 25.0 天欄高 1.7 地欄高 1.7

その他
所見

フリ仮名・オコト点・勾点（朱）、校合等の注記（墨）あり。紙
面に虫損多くあり。

【記載内容】

本文初行 成異法不定相違種々過起宗之所立其法極寛如聲

本文末行 同品非有摂四六五是同品亦犯能立不成若非説所

該当箇所 大正蔵　1840.44/111a22～ b4

【法量】

紙順 1

紙長 20.9

行数 8

1・2行頭字 成無

　

一
紙
二
二
行
の
断
簡
。
巻
き
取
り
状
態
で
生
じ
た
虫
損
が
あ
り
、
対
応
す
る
虫
喰
穴
の
間
隔
は
こ
の
付

近
で
一
三
・
六
㎝
程
度
の
も
の
と
、
一
一
㎝
程
度
の
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
両
者
は
、
穴
の
下
に
見
え

る
裏
打
紙
が
異
な
っ
て
お
り
、
前
者
の
裏
打
紙
が
現
状
の
台
紙
と
同
色
で
、
後
の
時
代
の
修
補
か
と
思
わ

れ
る
。
後
者
の
修
補
の
後
、
裏
打
に
よ
っ
て
巻
き
取
り
が
太
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

№
13-

20　

中
阿
含
経　

巻
第
四
一

【細目データ　13-20】 （長さの単位 cm）

史料名 中阿含経　巻第四一 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安前期

紙数 1 全長 44.1 紙高 26.5 識語 なし

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.5 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 20.9 天欄高 3.4 地欄高 2.3

その他
所見 虫損あり。修補裏打に二種類あり。

【記載内容】

本文初行 沙門瞿曇如来无所着等正覺明行成為善

本文末行 稱流布周聞十方優多羅益曰唯然尊我受持

該当箇所 大正蔵　26.01/685b8～ c5

【法量】

紙順 1

紙長 44.1

行数 22

1・2行頭字 沙逝



128

　

一
紙
三
行
の
断
簡
。
陀
羅
尼
雑
集
巻
第
二
の
可
能
性
も
あ
る
。
虫
損
穴
が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
巻
き

取
り
・
折
本
い
ず
れ
の
状
態
で
付
い
た
も
の
か
は
不
明
。
左
方
の
台
紙
に
「
安
覺
上
人
」
の
書
入
が
あ
る
。

安
覚
は
平
安
末
〜
鎌
倉
時
代
の
僧
で
、
一
筆
一
切
経
を
書
写
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

№
13-

21　

七
仏
所
説
神
呪
経　

巻
第
二

【細目データ　13-21】 （長さの単位 cm）

史料名 七仏所説神呪経　巻第二 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 鎌倉中期

紙数 1 全長 5.0 紙高 24.8 識語 なし

備考 あるいは陀羅尼雑集巻第二か。左方台紙に「安覺上人」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 24.8 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.7 界高 19.8 天欄高 2.4 地欄高 2.6

その他
所見 ―

【記載内容】

本文初行 負衆生苞含一切心無疲倦是名菩薩欲登

本文末行 福成一相好我今略説今欲説呪令速成辨

該当箇所 大正蔵　1332.21/546a11～ a13

【法量】

紙順 1

紙長 5.0

行数 3

1・2行頭字 負初

　

一
紙
七
行
の
断
簡
。
朱
の
句
点
が
あ
る
。
巻
き
取
り
状
態
で
生
じ
た
虫
損
が
あ
り
、
対
応
す
る
虫
喰
穴

の
間
隔
は
こ
の
付
近
で
四
・
六
㎝
程
度
で
あ
る
。
左
方
の
台
紙
に
「
俊
寛
僧
都
」
の
書
入
が
あ
る
。

№
13-

22　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
二

【細目データ　13-22】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第二二 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安後期

紙数 1 全長 12.3 紙高 25.4 識語 なし

備考 左方台紙に「俊寛僧都」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.4 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.7 界高 20.2 天欄高 2.4 地欄高 2.7

その他
所見 朱の句点あり。

【記載内容】

本文初行 一切相智无為増語是菩薩魔訶薩不不也

本文末行 尊即一切智生増語是菩薩魔訶薩不不也

該当箇所 大正蔵　220.05/125c3～ c10

【法量】

紙順 1

紙長 12.3

行数 7

1・2行頭字 一世



129

　

一
紙
七
行
の
断
簡
。
右
端
〇
・
三
㎝
が
右
方
の
台
紙
下
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
左
方
の
台
紙
に
「
平
重

盛
公
」
の
書
入
が
あ
る
。

№
13-
23　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
一
一
三

【細目データ　13-23】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第一一三 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安後期

紙数 1 全長 13.2 紙高 25.3 識語 なし

備考 左方台紙に「平重盛公」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.3 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.9 界高 20.6 天欄高 2.6 地欄高 2.1

その他
所見 朱の句点あり。

【記載内容】

本文初行 何以故以眼䖏性空與一切陁羅尼門一切

本文末行 與一切陀羅尼門一切三摩地門无二无二

該当箇所 大正蔵　220.05/623a17～ a24

【法量】

紙順 1

紙長 13.2

行数 7

1・2行頭字 何三

　

同
書
冒
頭
の
一
紙
六
行
半
の
断
簡
。
著
者
浄
源
（
一
〇
一
一
〜
八
八
）
は
延
暦
寺
の
僧
。
左
方
の
台
紙

に
「
世
尊
寺
行
尹
卿
」
の
書
入
が
あ
る
。
行
尹
（
一
二
八
六
〜
一
三
五
〇
）
は
鎌
倉
〜
南
北
朝
時
代
の
公

卿
・
能
書
家
。

№
13-

24　

円
覚
道
場
略
本
修
証
義

【細目データ　13-24】 （長さの単位 cm）

史料名 円覚道場略本修証義 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（後欠） 書写年代 鎌倉後期

紙数 1 全長 11.5 紙高 25.8 識語 なし

備考 本紙左方台紙に「世尊寺行尹卿」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 25.8 一紙  行数 ― 一行  字数 18

界幅 1.8 界高 21.1 天欄高 2.2 地欄高 2.5

【記載内容】

首題（内題）圓覺道場略本修證義／晋水沙門　浄源　錄

本文初行 第一惣叙縁起　第二嚴浄道場　第三啓請聖賢

本文末行 第十警策勧修　諸家礼懴皆先香花供養今先啓／請者廣
儀日若不先請欲供何人

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1

紙長 11.5

行数 6

1・2行頭字 圓　
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二
紙
一
六
行
の
断
簡
。
押
界
あ
り
。
現
状
は
二
紙
（
各
八
行
）
を
貼
リ
継
い
で
い
る
が
、
第
一
・
二
紙

継
目
付
近
を
中
心
と
し
て
左
右
対
称
の
虫
損
・
破
損
が
存
在
す
る
こ
と
、
紙
継
目
の
箇
所
の
行
間
が
広
い

こ
と
、
第
一
紙
右
端
と
第
二
紙
左
端
に
そ
れ
ぞ
れ
二
㎝
程
の
空
白
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
も
と
は
袋
綴

の
冊
子
装
で
、
袋
綴
一
折
を
折
目
で
切
断
し
て
二
紙
と
し
た
う
え
で
貼
り
継
い
だ
か
。
あ
る
い
は
粘
葉
装

を
表
裏
二
葉
に
相
剥
に
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
天
辺
は
欠
損
し
、
地
辺
も
破
損
が
あ
る
。
左
方
の
台
紙

に
「
解
脱
上
人
」
の
書
入
が
あ
る
。
解
脱
上
人
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
は
、
平
安
末
期
〜
鎌
倉

初
期
の
法
相
宗
僧
。

№
13-

25　

仏
書
断
簡

【細目データ　13-25】 （長さの単位 cm）

史料名 仏書断簡 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 鎌倉中期

紙数 2 全長 29.6 紙高 26.9 識語 なし

備考 左方台紙に「解脱上人」の書入あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 押界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 8 一行  字数 25

界幅 1.6 界高 22.2 天欄高 2.3 地欄高 2.3

その他
所見

もと冊子装（袋綴）の一折を折目で切断して貼リ継いだもの
か（現状の継目幅 0.2cm）。天辺欠損。

【記載内容】

本文初行 故非反化等也言等者主相云若是大乗宗所
明神力反化故大小

本文末行 理等者則實智中如重境此境皆實智所現元
非稱實

該当箇所 ―

【法量】

紙順 1 2

紙長 14.7 14.9

行数 8 8

1・2行頭字 故得 塵珠

【細目データ　13-26】 （長さの単位 cm）

史料名 某寺牒断簡　建治元年八月日 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 竪紙（前後欠） 書写年代 鎌倉中期（建治元年）

紙数 1 全長 40.2 紙高 27.6 識語 なし

備考 地辺切断。右方台紙に「凝然大德」の書入あり。「（明）治二巳迄五百九十三年」
と書した新附箋（上欠）あり。建治元年は西暦 1275年。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 なし 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 15前後

その他
所見 地辺を切断し、紙背を典籍書写（仏書カ）に二次利用した一次文書。

【法量】

紙順 1

紙長 40.2

行数 19

1・2行頭字 戌寺

　

一
紙
一
九
行
の
断
簡
。
地
辺
が
切
断
さ
れ
、
裏
に
も
文
面
（
仏
書
か
）
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
牒
が
一
次
文
書
で
あ
ろ
う
。
右
方
の
台
紙
に
「
凝
然
大
德
」
の
書
入
が
あ
る
。
凝
然
（
一
二
四
〇
〜

一
三
二
一
）
は
、
鎌
倉
後
期
の
東
大
寺
僧
。
料
紙
左
上
部
に
「
治
二
巳
迄
五
百
九
十
三
年
」
と
書
し
た
附

箋
を
貼
附
す
る
。
附
箋
上
部
は
現
装
丁
の
本
紙
に
あ
わ
せ
て
切
除
さ
れ
た
も
の
で
、「
治
二
巳
」
は
明
治

二
年
己
巳
（
一
八
六
九
）
か
（
№
13
–
31
参
照
）。

№
13-

26　

某
寺
牒
断
簡　

建
治
元
年
八
月
日
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一
紙
五
行
の
断
簡
。
黄
麻
紙
。
右
端
は
、
縦
墨
界
と
一
つ
前
の
行
の
残
画
が
残
る
。
左
端
は
、
第
五
行

の
文
字
に
触
れ
る
よ
う
な
位
置
で
切
断
さ
れ
て
お
り
、
縦
墨
界
は
見
え
な
い
。

№
13-
27　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
六
五

【細目データ　13-27】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第六五 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 奈良時代

紙数 1 全長 8.8 紙高 26.6 識語 なし

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 26.6 一紙  行数 ― 一行  字数 17

界幅 1.7 界高 19.2 天欄高 3.2 地欄高 4.1

その他
所見 右端に縦界及び前行の文字残画あり。

【記載内容】

本文初行 菩薩廣大深心欲持菩薩无量勝行於菩薩

本文末行 量帀愍勤瞻仰辤退而去

該当箇所 大正蔵　279.10/350b22～ b27

【法量】

紙順 1

紙長 8.8

行数 5

1・2行頭字 菩法

　

二
紙
一
八
行
の
断
簡
（
第
一
紙
九
行
、
第
二
紙
九
行
）。
紙
背
に
も
仏
典
（
新
訳
華
厳
経
七
処
九
会
頌

釈
章
か
）
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
紙
背
に
界
線
は
な
く
、
表
の
界
線
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
表
が

一
次
利
用
、
紙
背
が
二
次
利
用
で
あ
ろ
う
。

№
13-

28　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔　

巻
下
之
四

【細目データ　13-28】 （長さの単位 cm）

史料名 四分律刪繁補闕行事鈔　巻下之四 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 鎌倉後期

紙数 2 全長 36.2 紙高 25.5 識語 なし

備考

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 なし 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 ― 一紙  高 ― 一紙  行数 ― 一行  字数 22

界幅 2.1 界高 22.3 天欄高 1.9 地欄高 1.3

その他
所見

地辺切断カ。紙背が経典（新訳華厳経七処九会頌釈章カ）書写に
二次利用されている。

【記載内容】

本文初行 隨轉一々僧残僧祇當在申手内一夜中三度以手相尋不

本文末行 利己不准道教故律中廿餘戒偏結和上之罪故律云

該当箇所 大正蔵　1804.40/154b9～ c2

【法量】

紙順 1 2

紙長 18.1 18.1

行数 9 9

1・2行頭字 随得 出煮
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大
般
若
経
巻
三
二
二
の
断
簡
で
、
現
状
は
五
紙
か
ら
な
る
。
第
一
・
二
紙
は
本
文
、
第
三
紙
は
本
文
末

行
と
尾
題
・
訳
場
列
位
（
前
半
）、
第
四
紙
は
訳
場
列
位
（
後
半
）
と
左
方
に
空
白
四
行
、
第
五
紙
は
空

白
二
行
半
で
あ
る
。
第
二
紙
と
第
三
紙
、
第
四
紙
と
第
五
紙
の
貼
継
は
本
来
の
状
態
を
伝
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　

第
一
紙
（
六
行
）
と
第
二
紙
（
五
行
）
は
、
継
目
の
無
い
つ
き
あ
わ
せ
の
状
態
で
接
し
て
い
る
。
同
じ

大
般
若
経
巻
三
二
二
の
文
面
で
同
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
は
連
続
し
な
い
。
も
と
も
と
は
離
れ
た
箇
所

の
料
紙
で
あ
り
、
中
間
に
存
在
し
た
三
〇
数
行
分
の
紙
面
が
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
紙

末
行
、第
二
紙
初
行
に
は
、紙
端
で
文
字
が
途
切
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、第
一
・
二
紙
接
触
部
分
の
天
辺
・

地
辺
に
ず
れ
が
あ
る
。
巻
き
取
り
状
態
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
虫
喰
穴
の
形
状
も
両
者
で
対
応
せ
ず
、
虫

損
の
間
隔
も
第
一
紙
は
約
六
・
三
㎝
、
第
二
紙
は
約
五
㎝
で
連
続
的
な
変
化
と
な
っ
て
い
な
い
。

第
三
紙
と
第
四
紙
は
、
文
字
が
両
紙
に
ま
た
が
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
も
と
の
料
紙
を
い
っ
た
ん
切
断
し

た
が
、
そ
の
ま
ま
つ
き
あ
わ
せ
で
配
置
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
装
丁
に
と
も
な
う
作
業
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
、第
一
紙
と
第
二
紙
以
下
は
本
来
は
離
れ
た
部
分
で
あ
り
、第
二
紙
以
下
は
、本
来
三
紙
で
あ
っ

た
も
の
を
、
そ
の
二
紙
目
を
中
間
で
切
断
し
た
が
、
本
来
の
姿
を
残
す
形
で
手
鑑
に
貼
り
込
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
形
状
の
対
応
か
ら
巻
き
取
ら
れ
た
状
態
で
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
虫
喰
穴
の
間
隔
も
、
こ
う

考
え
て
矛
盾
は
な
い
。
相
対
応
す
る
虫
喰
穴
の
間
隔
は
、
第
二
紙
五
㎝
程
度
か
ら
逓
減
し
、
左
端
付
近
で

三
・
六
㎝
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
軸
径
は
一
㎝
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

№
13-

29　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
三
二
二

【細目データ　13-29】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第三二二 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 奈良時代

紙数 5 全長 82.3 紙高 26.5 識語 あり

備考 訳場列位に「顕慶五年（650）六月八日」の年紀あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 黄色 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙  長 56.3カ 一紙  高 26.5 一紙  行数 29カ 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 20.4 天欄高 3.0 地欄高 3.1

その他所見 第 1・2紙の中間欠。第 3・4紙はもと一紙か。紙面に虫損あり。

【記載内容】

本文初行 得此中陁羅尼門不可得陁羅尼門真如亦

本文末行 便善巧力故於實際作證取聲聞果

尾題 大般若波羅蜜多経巻第三百廿二

該当箇所 大正蔵　220.06/647c17～ 22　648a29～ b6

【法量】

紙順 1 2 3 4 5

紙長 11.4 9.6 29.1 27.2 5.0

行数 6 5 15 14 2.5

1・2行頭字 得不 浄異 便　 大大 ―
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紺
紙
に
一
行
お
き
に
金
字
・
銀
字
で
交
互
に
書
写
し
た
一
紙
二
五
行
の
装
飾
経
の
断
簡
。
界
線
も
天
地

横
界
は
金
、
縦
界
は
銀
で
施
さ
れ
る
。
右
端
・
左
端
に
縦
界
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
本
来
の
料
紙
一
紙

分
の
可
能
性
が
あ
る
。
紙
面
に
虫
喰
穴
が
数
点
確
認
で
き
、
そ
の
間
隔
は
右
端
付
近
約
九
・
五
㎝
、
左
端

付
近
約
八
・
六
㎝
で
、
巻
取
の
状
態
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

№
13-
30　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
一
五

【細目データ　13-30】 （長さの単位 cm）

史料名 大方広仏華厳経　巻第一五 員数 1点

材質・技法 紺紙金銀字 装丁・形態 断簡（前後欠） 書写年代 平安後期

紙数 1 全長 47.0 紙高 26.2 識語 なし

備考 紺紙に行ごとに金銀字、金界（横）・銀界（縦）の装飾経。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 紺色 界線 金銀界 修補 全面裏打

一紙  長 47.0カ 一紙  高 26.2 一紙  行数 25カ 一行  字数 17

界幅 1.9 界高 20.3 天欄高 2.7 地欄高 3.1

その他
所見 本来の料紙一紙分か。

【記載内容】

本文初行 所願悉満未来諸佛具佛莊厳虚空法界等

本文末行 我以善根廻向供養諸佛以无量香盖无量

該当箇所 大正蔵　278.09/495b7～ c4

【法量】

紙順 1

紙長 47.0

行数 25

1・2行頭字 所世

　

大
般
若
経
巻
五
七
二
の
巻
尾
部
分
三
紙
か
ら
な
る
断
簡
。
黄
楮
紙
。
貼
継
は
い
ず
れ
も
本
来
の
姿
を
伝

え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
・
二
紙
に
本
文
及
び
尾
題
、
第
三
紙
に
願
文
を
書
す
。
紙
面
左
方
に

か
け
て
虫
損
が
多
数
あ
り
、
第
三
紙
付
近
は
天
辺
・
地
辺
と
も
ほ
ぼ
欠
損
し
て
い
る
。
左
端
は
、
軸
附
部

分
の
直
前
で
切
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
形
状
の
類
似
か
ら
虫
損
は
巻
き
取
り
状
態
で
生
じ
た
も
の
で
、

虫
喰
穴
の
間
隔
は
右
端
付
近
で
約
四
・
八
㎝
、
左
方
に
進
む
に
つ
れ
て
逓
減
し
、
左
端
付
近
で
約
三
㎝
で

あ
る
。
軸
径
は
一
㎝
弱
と
推
定
さ
れ
る
。
願
文
に
、
前
上
野
国
権
大
目
従
六
位
下
安
倍
朝
臣
小
水
麿
が
壇

主
と
な
っ
て
貞
観
一
三
年
（
八
七
一
）
三
月
三
日
に
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
安
倍
小

水
麻
呂
願
経
の
一
つ
で
あ
る
。
小
水
麻
呂
願
経
は
、
埼
玉
県
慈
光
寺
に
一
五
二
巻
ほ
ど
が
、
そ
の
他
諸
所

に
三
〇
数
巻
が
伝
わ
り
、
願
文
の
文
面
は
そ
れ
ら
と
共
通
の
内
容
で
あ
る
。
第
三
紙
の
「
貞
観
三
年
」
の

上
方
に
「
治
三
午
迄
九
百
五
十
年
」
と
書
し
た
附
箋
を
貼
附
す
る
。
附
箋
上
部
は
現
装
丁
の
裏
打
紙
天
辺

に
あ
わ
せ
て
切
除
さ
れ
た
も
の
で
、「
治
三
午
」
は
明
治
三
年
庚
午
（
一
八
七
〇
）
と
思
わ
れ
る
が
、
年

数
計
算
が
五
〇
年
合
わ
な
い
（
№
13
–
26
参
照
）。

№
13-

31　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
七
二
（
安
倍
小
水
麻
呂
経
）
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【細目データ　13-31】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第五七二（安倍小水麻呂経） 員数 1点

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 断簡（前欠） 書写年代 平安前期

紙数 3 全長 105.0 紙高 26.7 識語 あり

備考 安倍小水麻呂経。願文に「貞観十三年（871）三月三日」の年紀あり。「治三
午迄九百五十年」と書した新附箋（上欠）あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 茶色 界線 金銀界 修補 全面裏打

一紙  長 42.2 一紙  高 26.7 一紙  行数 21 一行  字数 17

界幅 2.0 界高 20.4 天欄高 3.4 地欄高 2.9

その他
所見 紙面に虫損あり。尾題より左方は上部・下部欠損。

【記載内容】

本文初行 月人面亦尒假使充満西牛貨洲預流一来

本文末行 千倍為勝乃至鄥波尼殺曇倍亦復為勝

尾題 大般若波羅蜜多経巻第五百七十二

該当箇所 大正蔵　220.07/957c27～ 958a26

【法量】

紙順 1 2 3

紙長 22.9 42.2 39.9

行数 12 21 21

1・2行頭字 月不 於殺 無不

蓋表表紙

帙
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第
1
面
　
　

―

第
2
面
13  -
1　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
四

　
　
　
　
　

「
聖
徳
皇
太
子
」

第
3
面

第
4
面
13  -

2　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
七
六

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
5
面

第
6
面

第
7
面

第
8
面

第
9
面

第
10
面

第
11
面

第
12
面
13  -

3　

宝
網
経

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
13
面

第
14
面

第
15
面

第
16
面
13  -

4　

註
楞
伽
経　

巻
第
一

　
　
　
　
　
　
　

第
17
面

第
18
面
「
天
平
帝
」

13  -

5　

開
皇
三
宝
録　

巻
第
八
（
五
月
一
日
経
）　　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
19
面

第
20
面

第
21
面

第
22
面

13  -

6　

仏
本
行
集
経　

巻
第
八

「
傳
教
大
師
」

第
23
面
13  -

7　

僧
羯
磨　

巻
上

「
慈
覺
大
師
」

第
24
面

13  -

8　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
五

「
伏
見
院
賞
賜
」

第
25
面

13  -

9　

妙
法
蓮
華
経　

勧
持
品
第
一
三

　
　
　
　
　

「
魚
養
尓
時
」

第
26
面

第
27
面

13  -

10　

無
量
義
経　

徳
行
品
第
一

「
小
野
道
風
卿
」

第
28
面
13  -

11　

仏
本
行
集
経　

巻
第
二
八

「
唐
人
无
名
氏
」

第
29
面

13  -

12　

増
壱
阿
含
経　

巻
第
四
七

「
行
基
菩
薩
」

第
30
面

13  -

13　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
一

「
聖
寶
僧
正
」

第
31
面

13  -

14　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
八
九

　
　
　
　
　

「
小
野
篁
卿
」

第
32
面

13  -

15　

観
無
量
寿
仏
経

第
33
面
13  -

16　
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経　

巻
下

第
34
面
13  -

17　

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経　

巻
第
三
六

　
　
　
　
　

第
35
面

第
36
面
13  -

18　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
九
二

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
37
面

第
38
面

第
39
面

第
40
面
13  -
19　

因
明
入
正
理
論
疏　

巻
中

　
　
　
　
　

「
管
公
」

第
41
面

第
42
面
13  -

20　

中
阿
含
経　

巻
第
四
一

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
43
面

第
44
面

第
45
面

第
46
面

13  -

21　

七
仏
所
説
神
呪
経　

巻
第
二

「
安
覺
上
人
」

第
47
面
13  -

22　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
二

「
俊
寛
僧
都
」

第
48
面

13  -

23　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
一
一
三

　
　
　
　
　

「
平
重
盛
公
」

第
49
面

第
50
面

13  -

24　

円
覚
道
場
略
本
修
証
義

「
世
尊
寺
行
尹
卿
」

第
51
面
13  -

25　

仏
書
断
簡

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

「
解
脱
上
人
」

第
52
面

第
53
面

第
54
面
「
凝
然
大
德
」

13  -

26　

某
寺
牒
断
簡　

建
治
元
年
八
月
日

第
55
面

第
56
面

第
57
面

第
58
面

13  -

27　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
六
五

第
59
面

13  -

28　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔　

巻
下
之
四

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
60
面

第
61
面

第
62
面

第
63
面
13  -

29　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
三
二
二

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
64
面

第
65
面

第
66
面

第
67
面

第
68
面

第
69
面

第
70
面
13  -

30　

大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
第
一
五

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
71
面

第
72
面

第
73
面

第
74
面
13  -

31　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
七
二（
安
倍
小
水
麻
呂
経
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
75
面

第
76
面

第
77
面

第
78
面

第
79
面

第
80
面

第
81
面

第
82
面

断
簡
構
成
一
覧
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仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
全
二
巻
。
江
戸
末
期
の
修
補
と
六
孫
王
神
社
へ
の
奉
納
を
伝
え
る
識
語

が
あ
り
、
理
源
大
師
（
聖
宝
、
平
安
前
期
の
真
言
宗
僧
）
の
真
蹟
と
伝
え
る
。

　

界
線
は
無
く
、
紙
継
目
を
避
け
ず
に
書
写
し
て
い
る
。
全
面
に
朱
書
に
よ
る
オ
コ
ト
点
・
句
切
点
、
墨

書
に
よ
る
振
仮
名
が
見
ら
れ
る
。
現
状
は
巻
子
で
あ
る
が
、四
行
ご
と
に
折
目
痕
が
あ
り
（
幅
七
・
七
㎝
）、

以
前
は
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
全
体
的
に
朱
汚
れ
が
広
が
る
。
折
本
段
階
の
虫

損
（
折
目
で
左
右
対
称
）
が
あ
る
が
、
裏
打
に
よ
り
修
補
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
巻
子
段
階
の
虫
損
は
修

補
さ
れ
て
い
な
い
。
紙
継
目
に
は
文
字
が
ず
れ
た
り
切
れ
た
り
し
て
い
る
部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
の
紙
継
が
一
度
は
が
さ
れ
て
修
補
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
継
目
の
下
部
裏
に
漢
数

字
・
平
仮
名
・
記
号
等
が
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
は
修
補
の
際
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
紙
左
端
に
「
六
孫
王
社
御
神
宝
印
」
の
方
形
朱
印
（
縦
六
・
三
㎝
，
横
六
・
一
㎝
）
が
捺
さ
れ
る
。

六
孫
王
神
社
は
京
都
市
南
区
八
条
町
に
所
在
し
、
古
文
書
を
蔵
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
奥
の
軸
附
紙

は
修
補
時
の
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
上
巻
に
よ
る
。
下
巻
も
ほ
ぼ
同
文
）。

「（
追
筆
）

新
譯
仁
王
経
上
紙
数
二
十
六
枚
、
下
紙
数
二
十
六
枚
、
二
巻
理
源
大
師

真
蹟
更
无
疑
者
也
。
依
為

神
明
法
樂
最
上
為　

神
寳
永
奉
納
玉
殿
訖
。

　

安
政
五
戊
午
年
五
月　

傳
領
主
大
通
寺
七
十
一
世
弘
阿
。」

理
源
大
師
御
真
蹟
仁
王
経
一
部
二
巻
、
加
修
補
訖
。
累
代
相
承
之

法
寳
也
。
如
守
眼
肝
努
力
。
不
可
令
他
散
者
也
。

　

嘉
永
七
甲
寅
歳
孟
春　

末
資
弘
阿
謹
識

　

大
通
寺
（
六
孫
王
神
社
を
鎮
守
と
し
、
同
社
の
北
に
隣
接
す
る
）
七
一
世
の
弘
阿
が
記
し
た
も
の
で
、

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
修
補
と
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
玉
殿
（
六
孫
王
神
社
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
）
へ
の
奉
納
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
本
品
を
「
理
源
大
師
御
真
蹟
」
と
す
る
。
理
源
大
師
は
平
安
時

代
前
期
の
真
言
宗
僧
で
あ
る
聖
宝
（
八
三
二
〜
九
〇
九
）
の
諡
号
で
あ
る
。
醍
醐
寺
の
開
山
と
し
て
知
ら

れ
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
東
山
天
皇
の
勅
に
よ
り
理
源
大
師
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

　

白
木
の
箱
（
縦
二
五
・
九
㎝
、
横
一
一
・
〇
㎝
、
高
五
・
七
㎝
）
に
上
下
二
巻
と
も
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、

箱
書
「
理
源
大
師
真
蹟
／
仁
王
般
若
経
全
部
二
巻
」
が
記
さ
れ
る
。

№
14　

仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経

上巻　第２・３紙裏下部 
修補時墨書

上巻　第 19・20 紙継目下部 附箋下巻　第 21 紙 陀羅尼部分の振仮名

下巻　第３・４紙裏下部 修補時墨書
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紙
継
目
の
下
部
裏
に
漢
数
字
等
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
第
二
紙
左
端

裏
に
「
一
」、
第
三
紙
右
端
裏
に
「
二
」、
第
四
紙
右
端
裏
に
「
□
」（
下

部
欠
損
）、
左
端
裏
に
「
三
」（
下
部
欠
損
で
「
二
」
に
見
え
る
）、
第

五
紙
右
端
裏
に
「
四
」、
第
八
紙
左
端
裏
に
「
七
」、
第
九
紙
右
端
裏
に

「
八
」、
第
一
一
紙
右
端
裏
に
「
十
」、
第
一
二
紙
左
端
裏
に
「
十
一
」、

第
一
四
紙
左
端
裏
に
「
十
三
」、
第
一
五
紙
右
端
裏
に
「
十
四
」、
第

一
六
紙
左
端
裏
に
「
十
五
」、
第
一
七
紙
右
端
裏
に
「
十
六
」、
第
一
九

紙
左
端
裏
に
「
十
七
」、
第
二
〇
紙
右
端
裏
に
「
十
八
」、
第
二
三
紙
左

端
裏
に
「
二
十
」、
第
二
四
紙
右
端
裏
に
「
廿
一
」、
第
二
六
紙
右
端
裏

に
「
廿
□
〔
四
カ
〕」

の
墨
書
が
あ
る
。
修
補
時
の
貼
り
継
ぎ
順
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

第
一
八
紙
第
一
五
行
天
欄
に
青
い
繊
維
が
あ
る
。
青
紙
を
貼
っ
て
は

が
し
た
痕
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
九
・
二
〇
紙
の
継
目
下
部
に
「
相
而
於
」

と
墨
書
し
た
附
箋
（
縦
五
・
五
㎝
、
横
一
・
二
㎝
）
が
あ
り
、
第
二
〇
紙

左
端
下
部
の
破
損
に
よ
り
欠
損
し
た
三
字
を
補
っ
て
い
る
。
第
二
一
紙

第
一
一
行
第
九
字
「
積
」
に
附
さ
れ
た
振
仮
名
「
シ
ヤ
ク
」
の
墨
書
は

擦
消
上
に
記
さ
れ
る
が
、
朱
点
も
あ
わ
せ
て
擦
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
朱
点
の
後
に
振
仮
名
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

巻
首
「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
序
品
第
一
」
か
ら
始
ま
り
、
第

三
紙
第
一
四
行
以
下
は「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
観
如
来
品
第
二
」

を
、
第
九
紙
第
一
六
行
以
下
は
「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
菩
薩
行

品
第
三
」
を
、
第
二
三
紙
第
三
行
以
下
は
「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多

経
二
諦
品
第
四
」
を
書
写
す
る
。

№
14-
1　

仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経　

上
巻

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.7 30.2 32.7 32.8 32.7 32.3 32.4 32.4 32.7 32.5 32.2 32.5 32.7 33.0 32.9
行数 ― 12 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

1・2行頭字 ― 仁大 摧無 尒身 尒一 諸應 者想 内無 於持 来無 摩而 復五 復能 佛薩 薩修
紙順 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 軸付紙
紙長 32.3 32.6 32.7 32.6 32.7 32.7 32.7 32.6 32.7 32.6 17.9 32.6 29.5 12.2
行数 17 16 17 17 17 17 17 17 17 17 9 17 11 ―

1・2行頭字 五三 戒無 進常 一如 波羅 於中 歓於 諦首 大地 幻若 非諸 有波 蜜於 ―

【内容】
外題 仁王般若経 上

首題（内題）仁王護國般若波羅蜜多経序品第一／大興善寺三蔵沙門不空奉 詔譯
本文初行 如是我聞一時佛住王舎城鷲峯山中興大
本文末行 空忍無量菩薩得住十地
尾題 仁王護國般若波羅蜜多経巻上

該当箇所 大正蔵　246.08/834.c1～ 839.c21

【細目データ 14-1】 （長さの単位 cm）

史料名 仁王護国般若波羅蜜多経 　巻上 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安時代カ
紙数 27 全長 893.1 紙高 22.9 識語 あり

備考 後補の軸付紙に補修時の識語あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 23.0、横 20.7）は後補、青色、宝相華模様。
薄茶の巻緒、竹の八双、見返しに金砂子散らし。

軸
原・補別 後補 軸長 23.1 軸端 形状 切り落とし
軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 1.5 地部 最大径 1.5
軸附様態等 後補の軸付紙あり。糊痕なし。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 なし 修補 全面裏打
一紙　長 32.7 一紙　高 22.9 一紙　行数 17 一行　字数 17
界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他所見 墨書・朱書の注記あり。黄染紙が薄茶に変色している。修補の軸付紙に奥書あり。
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紙
継
目
の
下
部
裏
に
平
仮
名
や
記
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
第
三
紙

左
端
裏
に
「
い
」「
い
」、
第
四
紙
右
端
裏
に
「
ろ
」、
第
五
紙
左
端
裏

に
「
波
」、
第
六
紙
右
端
裏
に
「
仁
」、
第
一
三
紙
左
端
裏
に
「
ち
」、

第
一
四
紙
右
端
裏
に
「
り
」、
第
一
五
紙
左
端
裏
に
「
ぬ
」、
第
一
六
紙

右
端
裏
に
「
る
」、
第
一
六
紙
左
端
裏
に
「
○
」、
第
一
七
紙
右
端
裏
に

「
○
」、第
一
七
紙
左
端
裏
に
「
を
」、第
一
八
紙
右
端
裏
に
「
わ
」「
□
」、

第
一
九
紙
左
端
裏
に
「
か
」、
第
二
〇
紙
右
端
裏
に
「
与
」、
第
二
〇
紙

左
端
裏
に
「
た
」、
第
二
一
紙
右
端
裏
に
「
れ
」、
第
二
一
紙
左
端
裏
に

「
そ
」、
第
二
二
紙
左
端
裏
に
「
そ
」、
第
二
三
紙
右
端
裏
に
「
つ
」、
第

二
三
紙
左
端
裏
に
「
祢
」、
第
二
四
紙
右
端
裏
に
「
な
」、
第
二
四
紙
左

端
裏
に
「
○
」、
第
二
五
紙
右
端
裏
に
「
○
」
の
墨
書
が
あ
る
。
修
補

時
の
貼
り
継
ぎ
順
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
八
紙
第
一
六
行
第
一
一
字
「
行
」
に
青
い
繊
維
が
あ
る
。
青
紙
を

貼
っ
て
は
が
し
た
痕
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
四
紙
右
半
に
縦
の
押
界
が
見

え
る
。
第
二
一
・
二
二
紙
の
陀
羅
尼
部
分
に
は
全
面
的
に
振
仮
名
が
付

さ
れ
る
。

　

巻
首
「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
護
国
品
第
五
」
か
ら
始
ま
り
、

第
六
紙
第
六
行
以
下
は「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
不
思
議
品
第
六
」

を
、
第
八
紙
第
五
行
以
下
は
「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
奉
持
品
第

七
」
を
、
第
二
三
紙
第
一
二
行
以
下
は
「
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経

嘱
衆
品
第
八
」
を
書
写
す
る
。

№
14-

2　

仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経　

下
巻

【法量】
紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
紙長 20.4 14.5 16.0 32.4 32.3 18.8 32.1 32.3 32.5 32.4 32.4 32.4 32.5 32.3 32.3
行数 ― 4 8 17 17 10 17 17 17 17 16 17 17 17 17

1・2行頭字 ― 仁大 有誦 量先 自行 羅到 報受 波寶 思當 粮能 復生 念故 猛復 俗醫 一復
紙順 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 軸付紙
紙長 32.4 32.3 32.3 32.3 32.3 32.5 32.5 32.5 32.3 32.5 32.5 32.5 9.1 12.1
行数 17 17 17 17 16 17 17 17 17 17 17 17 1 ―

1・2行頭字 道於 魔見 為切 雷雹 衆足 南日 之滅 羯娜 六處 大貴 減日 蹄等 仁 ―

【内容】
外題 仁王般若経 下　

首題（内題）仁王護國般若波羅蜜多経護国品第五／大興善寺三蔵沙門不空奉　詔譯
本文初行 尒時世尊告波斯匿王等諸大國王諦聴諦
本文末行 喜信受奉行
尾題 仁王護國般若波羅蜜多経巻下
該当箇所 大正蔵　246.08/840.a1～ 845.a2

【細目データ 14-2】 （長さの単位 cm）

史料名 仁王護国般若波羅蜜多経 　巻下 員数 1巻
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安時代カ
紙数 27 全長 835.7 紙高 22.8 識語 あり

備考 後補の軸付紙に補修時の識語あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 23.0、横 20.4）は後補、青色、宝相華模様。
薄茶の巻緒、竹の八双、見返しに金砂子散らし。

軸
原・補別 後補 軸長 23.1 軸端 形状 切り落とし
軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 1.6 地部 最大径 1.6
軸附様態等 後補の軸付紙あり。糊痕なし。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 黄色 打紙 界線 なし 修補 全面裏打
一紙　長 32.4 一紙　高 22.8 一紙　行数 17 一行　字数 17
界幅 ― 界高 ― 天欄高 ― 地欄高 ―

その他所見 墨書・朱書の注記あり。黄染紙が薄茶に変色している。修補の軸付紙に奥書あり。
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折紙

　
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
は
唐
時
代
・
不
空
三
蔵
の
漢
訳
で
三
巻
か
ら
な
り
、
類
す
る
訳
経
を
含
め
「
孔

雀
経
」
と
総
称
さ
れ
、
初
期
密
教
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）、
唐
か
ら
帰
朝
し

た
空
海
は
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
三
巻
、『
仏
説
大
孔
雀
明
王
画
像
壇
場
儀
軌
』
一
巻
な
ど
を
請
来
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
、
空
海
は
仁
王
経
・
守
護
経
と
と
も
に
孔
雀
経
を
護
国
経
典
（
三
箇
大
法
）
と
し
て
重

視
し
た
。
本
経
は
天
変
地
異
や
生
霊
の
た
た
り
を
除
く
真
言
密
教
の
修
法
・
孔
雀
経
法
の
根
拠
と
な
っ
て

い
る
。

　

本
品
は
紙
本
墨
書
、
三
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
表
紙
（
茶
紙
）
の
外
題
に
は
「
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
上
」

と
墨
書
さ
れ
る
。
見
返
し
は
金
砂
子
で
装
飾
さ
れ
る
。
か
す
か
に
確
認
で
き
る
界
線
は
単
線
で
あ
る
。

　

上
巻
首
題
に
は「
讀
誦
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
前
唘
請
法
」
と
あ
り
、上
部
に
は
朱
印「
栂
尾
山
／
善
財
院
」

（
縦
四
・
九
㎝
、横
三
・
八
㎝
）
が
斜
め
に
捺
さ
れ
、下
方
に
は
朱
印
「
高
山
寺
」（
縦
四
・
四
㎝
、横
一
・
七
㎝
）

が
捺
さ
れ
る
。
上
巻
巻
末
に
は「
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
上
」が
墨
書
さ
れ
る
。
中
巻
の
外
題
に
は
墨
書「
佛

母
大
孔
雀
明
王
経
巻
中
」、首
題
に「
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
中
」が
墨
書
さ
れ
、そ
の
下
に
朱
印「
高
山
寺
」、

同
「
栂
尾
山
／
善
□
〔
財
ヵ
〕院

」
が
捺
さ
れ
る
。
巻
末
に
は
「
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
中
」
が
墨
書
さ
れ
る
。

下
巻
の
外
題
に
は
墨
書「
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
下
」、首
題
に「
佛
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
下
」が
墨
書
さ
れ
、

そ
の
下
に
朱
印
「
高
山
寺
」、
同
「
栂
尾
山
／
善
□
〔
財
ヵ
〕院

」
が
捺
さ
れ
、
巻
末
に
は
「
佛
母
大
孔
雀
明
王

経
巻
下
」
が
墨
書
さ
れ
る
。
上
中
下
巻
い
ず
れ
の
巻
末
に
も
「
唵
筏
素
駄
利
□
（
梵
字
：
ソ
ワ
カ
）

□
」
が
墨
書
さ
れ
る
。

　

三
巻
と
も
に
表
紙
、
見
返
し
、
本
紙
第
一
紙
の
虫
損
が
甚
だ
し
く
、
第
二
紙
以
降
も
虫
損
が
多
い
。
本

紙
に
は
裏
打
ち
を
施
す
が
、
糊
離
れ
も
散
見
さ
れ
る
。
下
巻
の
表
紙
、
見
返
し
は
本
紙
か
ら
剥
離
し
て
い

る
。
三
巻
と
も
に
白
色
の
軸
付
紙
が
付
く
。
経
全
体
に
、
墨
書
の
振
仮
名
・
送
仮
名
･
ヲ
コ
ト
点
・
校
合
、

朱
書
の
句
切
点
・
合
点
・
校
合
・
声
点
を
確
認
で
き
る
。

　

古
筆
家
に
よ
る
極
札
、
書
状
も
付
属
し
て
お
り
、
極
札
に
は
「
小
野
道
風　

真
蹟
／
経
巻
三
本
／
仏
母

大
孔
雀
明
王
経
／
上
中
下
」
と
墨
書
さ
れ
、
朱
印
「
古
筆
」
が
捺
さ
れ
る
。
ま
た
別
の
小
札
に
は
「
當
本

并
心
蓮
院
本
一
百
廿
五
ト
有
之
余
本
一
百
二
十
四
也
／
今
校
合
之
処
「
此（
追
筆
）本并

心
本
」
卅
□
〔
本
カ
〕脱

有
之
故

相
違
可
多
本
校
合
」
と
薄
墨
で
書
か
れ
る
。
箱
蓋
表
に
は
「
孔
雀
経
三
巻
」
と
墨
書
さ
れ
る
。

№
15　

仏
母
大
孔
雀
明
王
経

極札 蓋表軸
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 23.2 44.8 47.8 50.1 50.3 50.2 50.1 50.1 50.2 50.1 50.3 50.0 50.1 50.0 49.9

行数 ― 23 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 　讀 攞引 為令 怛弭 帝若 或或 隠曩 誐跋 枲枲 死合 為能 左式 九九 天宣

紙順 15 16 17 軸付紙

紙長 49.7 49.7 42.6 35.4

行数 26 26 22 ―

1・2行頭字 里擔 我見 満頻 ―

【内容】

外題 佛母大孔雀明王経巻上　　　

首題（内題）讀誦佛母大孔雀明王経前唘請法／特進試鴻臚卿大興善寺三蔵沙門大廣智不空奉　詔譯

本文初行 南謨母駄野　南謨達摩野　南謨僧伽野

本文末行 菩提妙花遍荘厳　随所往處常安楽

尾題 佛母大孔雀明王経巻上

該当箇所 大正蔵　982.19/415b15～ 422b26

【細目データ 15-1】 （長さの単位 cm）

史料名 仏母大孔雀明王経　巻上 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 鎌倉時代カ

紙数 17 全長 894.6 紙高 25.8 識語 なし

備考 虫損はなはだしい。別紙に極書あり。巻首に朱印 2種、巻尾に真言あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 26.1、横 23.3）は原装カ。茶色。模様なし。見返しは金砂子が蒔かれる。茶地で緑の巻緒。竹の八双。
表紙は本紙と同じ虫損あり。

軸

原・補別 後補カ 軸長 27.7 軸端 形状 切り落とし

軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2

軸附様態等 後補の軸付紙あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 薄褐色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 47.8 一紙　高 25.8 一紙　行数 26 一行　字数 17

界幅 1.8 界高 20.2 天欄高 2.7 地欄高 2.9

その他所見 墨書・朱書の注記あり。虫損はなはだしい。首題の下に「高山寺」の方形朱印。
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 23.3 45.0 47.3 47.7 47.4 47.8 47.6 47.5 47.5 47.5 47.6 47.4 47.5 47.6 47.6

行数 ― 24 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

1・2行頭字 ― 　佛 金大 日勝 鉢湧 氷摩 賀計 惟百 諸阿 嚩引 者苗 令 称以 嚩娑 處驚

紙順 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 軸付紙

紙長 47.2 47.5 47.3 47.6 47.6 47.5 47.5 47.5 47.5 47.6 17.2 36.1

行数 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 9 ―

1・2行頭字 婆二 訶此 其刧 羅此 賀鉢 引嚩 種役 龍王 那龍 拏叉 佛 ―

【内容】

外題 佛母大孔雀明王経巻中

首題（内題）佛母大孔雀明王経　巻中／特進試鴻臚卿大興善寺三蔵沙門大廣智不空奉　詔譯

本文初行 佛告阿難陀汝當稱念大薬叉王及諸大薬

本文末行 菩提妙花遍荘厳　随所往處常安穏

尾題 佛母大孔雀明王経巻中

該当箇所 大正蔵　982.19/422a1～ 433b10

【細目データ 15-2】 （長さの単位 cm）

史料名 仏母大孔雀明王経　巻中 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 鎌倉時代カ

紙数 25 全長 1214.4 紙高 25.8 識語 なし

備考 虫損あり。別紙に極書あり。巻首に朱印 2種、巻尾に真言あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 26.1、横 23.3）は原装カ。茶色。模様なし。見返しは金砂子。茶地で緑の巻緒。竹の八双。表紙は本
紙と同じ虫損あり。

軸

原・補別 後補 軸長 27.8 軸端 形状 切り落とし

軸端 法量 天部 縦 0.9 地部 縦 0.9 天部 最大径 1.1 地部 最大径 1.1

軸附様態等 後補の軸付紙あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 薄褐色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 47.3 一紙　高 25.8 一紙　行数 25 一行　字数 17

界幅 2.0 界高 20.4 天欄高 2.6 地欄高 2.8

その他所見 墨書・朱書の注記あり。虫損あり。首題の下に「高山寺」の方形朱印。本紙の奥に「唵筏素駄利
□□（梵字：ソワカ）」とあり。
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 11.0 47.3 49.9 50.0 50.0 50.2 50.2 50.3 50.3 49.5 49.7 49.8 49.7 49.7 49.8

行数 ― 24 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

1・2行頭字 ― 　佛 喜怛 黎脾 説怛 多哩 彦羅 者者 跢属 日此 娑釋 止怛 者菓 所摩 以誰

紙順 15 軸付紙

紙長 15.6 44.1

行数 8 ―

1・2行頭字 ― ―

【内容】

外題 佛母大孔雀明王経巻下　　

首題（内題）佛母大孔雀明王経　巻下／特進試鴻臚卿大興善寺三蔵沙門大廣智不空奉　詔譯

本文初行 佛告阿難陀過去七佛正遍知者亦復随喜

本文末行 菩提妙花遍荘厳　随所往處常安楽

尾題 佛母大孔雀明王経巻下

該当箇所 大正蔵　982.19/433b11～ 439b20

【細目データ 15-3】 （長さの単位 cm）

史料名 仏母大孔雀明王経　巻下 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 鎌倉時代カ

紙数 15 全長 767.1 紙高 25.9 識語 なし

備考 虫損あり。別紙に極書あり。巻首に朱印 2種、巻尾に真言あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 26.1、横 11.0）は原装カ。茶色。模様なし。見返しは金砂子。上巻と同じ。茶緑の巻緒。竹の八双。
表紙は本紙と同じ虫損あり。

軸

原・補別 後補 軸長 28.0 軸端 形状 切り落とし

軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.2

軸附様態等 後補の軸付紙あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 薄褐色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 49.9 一紙　高 25.9 一紙　行数 26 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 20.3 天欄高 2.7 地欄高 2.9

その他所見 墨書・朱書の注記あり。虫損あり。首題の下に「高山寺」の方形朱印。本紙の奥に「唵筏素駄利
□□（梵字：ソワカ）」とあり。
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『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
唐
時
代
、
義
浄
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
十
巻
構
成
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
護
国

経
典
の
一
つ
。

　

本
品
に
は
双
郭
方
形
朱
印
「
海
龍
王
寺
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
海
龍
王
寺
は
藤
原
不
比
等
邸
（
後
の
法

華
寺
）
の
東
北
隅
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
、「
隅
寺
（
角
寺
）」、「
隅
院
（
角
院
）」
と
も
呼
ば
れ
た
寺
院
で
、

現
在
、
奈
良
市
法
華
寺
町
に
所
在
す
る
。
天
平
六
年
（
七
三
四
）
一
一
月
、
帰
国
し
た
僧
玄
昉
が
住
し
た
。

　

本
品
は
紙
本
墨
書
の
経
巻
一
巻
。
表
紙
や
見
返
し
は
新
調
さ
れ
、
装
飾
は
な
く
、
そ
の
状
態
は
良
好
で

あ
る
。
見
返
し
の
左
に
隔
て
紙
（
補
紙
）
を
付
け
、
本
紙
が
続
く
。
本
品
の
前
段
は
失
わ
れ
、
巻
頭
に
シ

ミ
や
本
紙
欠
損
を
認
め
ら
れ
る
が
、
概
ね
良
好
な
状
態
を
保
つ
。
界
線
は
細
い
墨
の
単
線
、
天
地
に
は
装

飾
は
な
く
、
改
装
さ
れ
た
痕
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

　

巻
首
は
経
文
か
ら
始
ま
り
、
経
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
前
段
が
切
除
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
第
六
紙
天
欄
に
「
生
」、
第
一
二
紙
天
欄
に
「
倿
」
が
墨
書
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
振
仮
名
、
経

文
の
書
き
直
し
が
認
め
ら
れ
る
。

　

巻
尾
に
は
尾
題「
金
光
明
最
勝
王
経
巻
第
二
」と
墨
書
さ
れ
、そ
の
下
に
朱
印「
海
龍
王
寺
」（
縦
四
・
八
㎝
、

横
二
・
〇
㎝
）
が
捺
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
左
に
識
語
「
元
亨
二
季
壬
戌
五
月
四
日　

奉
初
始
之
／
同
八

日
書
写
了
／
右
筆
金
剛
資
持
心　

荘
仕
一
／
法
□
〔
年
ヵ
〕五
」
と
薄
墨
で
書
か
れ
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）

五
月
四
日
に
書
き
始
め
、
同
月
八
日
に
書
き
終
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
識
語
の
左
は
本
紙
が
茶
変
し
て
お

り
、
も
と
は
軸
を
直
付
け
し
て
い
た
か
。

№
16　

金
光
明
最
勝
王
経　

巻
第
二

表紙
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【法量】

紙順 表紙
見返し 補紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

紙長 18.5 12.9 31.7 25.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6

行数 ― ― 16 13 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16

1・2行頭字 ― ― 如衆 二解 種相 二復 議如 寶是 便修 悩故 脱子 海亦 生明 吉臣 音已

紙順 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

紙長 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.6 31.5 31.4 21.7 17.7

行数 16 16 16 16 16 16 16 16 16 11 9

1・2行頭字 断佛 無人 於無 我我 我我 如諸 遠一 悉随 顔悉 合諸 皆

【内容】

外題 なし

首題（内題）なし

本文初行 如是法如如如如智亦無分別以願自在故

本文末行 皆歓喜信受奉行

尾題 金光明最勝王経巻第二

該当箇所 大正蔵　665.16/408c24～ 413c6

【細目データ 16】 （長さの単位 cm）

史料名 金光明最勝王経　巻第二 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 鎌倉後期

紙数 24 全長 759.8 紙高 23.8 識語 あり

備考 前欠。尾題下に双郭方形朱印「海龍王寺」あり。元亨 2年（1322）5月 8日。近年制作された箱、帙あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 24.0、横 18.5）は後補。茶色、模様なし。茶色の巻緒。竹の八双。

軸

原・補別 後補 軸長 26.6 軸端 形状 撥形

軸端 法量 天部 縦 1.4 地部 縦 1.4 天部 最大径 1.4 地部 最大径 1.4

軸附様態等 後補の軸付紙。糊痕なし。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なしカ 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 31.6 一紙　高 23.8 一紙　行数 16 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 18.4 天欄高 2.9 地欄高 2.5

その他所見 墨書・朱書の注記あり。本紙末に識語あり。
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神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
五
月
一
三
日
付
の
願
文
が
記
さ
れ
、
神
護
景
雲
経
と
呼
ば
れ
る
称
徳
天
皇

発
願
経
の
一
つ
。
神
護
景
雲
経
は
聖
語
蔵
に
四
巻
が
現
存
し
﹇
飯
田　

二
〇
一
三
﹈、
他
に
二
〇
数
巻
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
﹇
田
中　

一
九
七
三
﹈。
本
品
は
表
紙
・
巻
緒
・
八
双
・
軸
を
欠
く
巻
子
で
あ
り
、

本
紙
に
縦
の
折
目
が
一
定
間
隔
で
み
え
る
こ
と
か
ら
、
幅
一
二
・
〇
㎝
、
一
丁
五
行
の
折
本
で
あ
っ
た
時

期
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
状
は
全
二
一
紙
で
あ
る
が
、
書
写
内
容
か
ら
第
一
三
紙
と
第
一
四
紙
の
間

に
数
紙
分
の
欠
落
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　

本
品
の
文
字
の
右
横
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
朱
の
校
合
注
記
が
み
ら
れ
る
。
願
文
の
末
尾
四
行
を
記

す
最
終
の
第
二
一
紙
は
紙
色
が
濃
く
、
他
紙
と
紙
質
が
異
な
る
。
料
紙
に
つ
い
て
は
本
書xxi

（
一
七
〇
）

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
品
に
は
離
脱
紙
片
三
点
が
付
属
し
て
お
り
、
紙
片
１
（
縦
八
・
二
、
横
五
・
〇
㎝
）

は
巻
首
の
首
題
部
分
か
ら
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る
。第
一
紙
の
右
端
と
天
地
は
大
き
く
破
損
し
て
い
る
が
、

紙
片
１
に
記
さ
れ
た
「
鞞
婆
沙
」
は
首
題
「
鞞
婆
沙　

巻
第
十
八　

六
」
の
一
部
を
な
し
、
本
文
自
体
に

脱
行
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
紙
片
２
（
縦
七
・
六
、
横
四
・
六
㎝
）
は
第
一
紙
第
一
二
行
の
天
辺
か
ら
脱

落
し
た
も
の
で
、
紙
片
３
（
縦
二
・
七
、
横
一
・
八
㎝
）
は
墨
痕
と
界
線
が
み
え
、
脱
落
箇
所
は
確
定
で
き

な
い
が
、
あ
る
い
は
第
一
紙
第
一
八
行
の
天
辺
に
位
置
し
、
墨
痕
は
「
曇
」
字
の
上
部
か
と
思
わ
れ
る
。

紙
片
の
天
欄
が
現
状
よ
り
も
長
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
紙
片
は
裏
打
・
化
粧
裁
ち
さ
れ
る
前
に
離
脱
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

木
箱
に
巌
谷
一
六
（
一
八
三
四
〜
一
九
〇
五
）
が
「
鞞
婆
沙
経　

神
護
景
雲
奥
書
／
明
治
辛
巳
歳

抄
巌
谷
脩
題
」
と
墨
書
し
、
朱
文
円
印
「
古
杲
」
を
捺
す
。
函
蓋
の
裏
に
は
楊
守
敬
（
一
八
三
九
〜

一
九
一
五
）
が
「
余
見
古
寫
佛
経
多
矣
無
如　

北
海
翁
所
蔵
此
／
鞞
婆
沙
経
之
精
者
屡
欲
求
索
而　

北
海

不
許
／
記
之
以
見
余
於
此
経
不
能
忘
情
云　

楊
守
敬
」
と
墨
書
し
、
朱
文
方
印
「
楊
印
／
守
敬
」（
方
一
・

二
㎝
）
を
捺
す
。
北
海
翁
（
松
浦
武
四
郎
）
の
名
前
が
み
え
る
。
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』

に
「
一　

鞞
婆
沙　

〻
（
一
巻
）／

神
護
慶
雲
奥
書
付
」
と
あ
り
、松
浦
武
四
郎
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
﹇
内

川　

二
〇
一
三
﹈。

№
17　

鞞
婆
沙　

巻
第
六
（
神
護
景
雲
経
）

第 1 紙　離脱紙片とその脱落箇所

紙片 3

紙片 1

紙片 2
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【法量】

紙順 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

紙長 53.3 56.5 56.6 56.5 56.7 56.6 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 28.3 7.0 56.5

行数 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 12 3 24

1・2行頭字 鞞 耶此 有蒼 流世 入名 説作 器燧 曰涅 六細 本曰 生入 切云 利化 六何 八或

紙順 16 17 18 19 20 21

紙長 56.9 56.8 56.6 56.5 37.7 13.7

行数 24 24 24 24 16 5

1・2行頭字 澹一 空性 虚非 曰虚 問盛 非慧

【内容】

外題 なし

首題（内題）鞞婆沙　第□
〔十〕

八　六

本文初行 十二入者眼入色入耳入聲入鼻入香入舌

本文末行 是謂差別廣説六界處盡

尾題 鞞婆沙巻第六

該当箇所 大正蔵　1547.28/454a8～ 457b27　460a23～ 461c9　

【細目データ 17】 （長さの単位 cm）

史料名 鞞婆沙　巻第六（神護景雲経） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 奈良時代

紙数 21 全長 1045.2 紙高 27.2 識語 あり

備考 神護景雲経。神護景雲 2年（768）5月13日の識語あり。朱字校合痕あり。表紙・軸・巻緒・八双なし。

【表装】

表紙 なし

軸

原・補別 ― 軸長 ― 軸端 形状 ―

軸端 法量 天部 縦 ― 地部 縦 ― 天部 最大径 ― 地部 最大径 ―

軸附様態等 ―

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙（第 21
紙は麻紙） 染色・加工 黄色 打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 56.5 一紙　高 27.2 一紙　行数 24 一行　字数 17

界幅 2.4 界高 23.2 天欄高 1.8 地欄高 2.4

その他所見 朱字校合痕あり。継目裏に印影あり。別置の断簡 3つあり。
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極
楽
の
美
し
く
清
ら
か
な
さ
ま
を
説
い
た
「
阿
弥
陀
経
」。「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
は
、
後
秦
時
代
、
弘
始

四
年
（
四
〇
二
）
の
鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
に
広
く
普
及
し
た
。
日
本
に
は

奈
良
時
代
、
玄
奘
に
よ
る
別
訳
「
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
」
も
伝
わ
り
、
正
倉
院
文
書
に
「
阿
弥
陀
経
」「
称

讃
浄
土
経
」
の
語
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
無
量
寿
経
」「
観
無
量
寿
経
」
と
と
も
に
浄
土
経
の
根

本
経
典
で
あ
る
浄
土
三
部
経
と
さ
れ
、
後
に
時
宗
で
重
ん
じ
ら
れ
た
。

　

装
飾
経
と
い
え
る
本
品
は
金
銀
泥
で
宝
相
華
を
描
き
、
そ
の
四
周
に
瑞
雲
を
線
描
し
た
濃
紺
の
表
紙
を

伴
い
、
そ
の
見
返
し
に
は
金
銀
砂
子
、
箔
を
散
り
ば
め
て
い
る
。
表
紙
･
見
返
し
の
幅
は
せ
ま
く
、
表
紙

の
宝
相
華
は
定
型
化
し
た
形
で
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
制
作
で
あ
ろ
う
。

　

本
紙
に
は
金
泥
で
界
線
を
引
き
、
天
地
に
は
金
銀
切
箔
、
砂
子
に
加
え
、
刷
毛
跡
も
確
認
で
き
る
。
首

題
と
尾
題
に
は
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
と
墨
書
す
る
。
経
文
に
は
朱
の
句
点
、
墨
に
よ
る
振
仮
名
を
施
す
。

地
欄
に
近
づ
く
ほ
ど
字
間
が
詰
ま
り
、
字
姿
も
扁
平
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
総
裏
紙
に
も
金
銀
箔
、
砂
子

を
蒔
き
、
そ
の
装
飾
は
見
返
し
、
軸
付
紙
と
共
通
し
て
い
る
。
軸
首
に
は
水
晶
を
用
い
る
。

　

本
紙
全
体
に
折
れ
や
虫
損
、
シ
ミ
が
認
め
ら
れ
る
。
本
紙
全
体
の
シ
ミ
は
か
つ
て
総
裏
紙
に
施
さ
れ
た

金
銀
箔
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
紙
の
四
行
ご
と
（
幅
約
八
・
〇
㎝
）
の
折
れ
跡
、
切
断

跡
か
ら
巻
子
↓
折
本
↓
巻
子
と
改
装
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

箱
の
蓋
表
に
「
仏
説
阿
弥
陀
経　

世
尊
寺
行
成
御
筆
」、
蓋
裏
に
「
明
治
庚
辰
春
二
月
題
匣
／
鳴
鶴
仙

史
日
下
東
作
」
と
墨
書
さ
れ
、白
文
方
印
「
東
作
」（
縦
一
・
一
㎝
、横
一
・
一
㎝
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
世

尊
寺
行
成
」
は
、
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
、
三
蹟
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
能
書
・
藤
原
行
成
（
九
七
二

〜
一
〇
二
八
）
の
こ
と
。
蓋
裏
の
墨
書
か
ら
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、
明
治
時
代
を
代
表
す
る
書
家
・

日
下
部
鳴
鶴
（
名
は
東
作
、
一
八
三
八
〜
一
九
二
二
）
に
よ
っ
て
墨
書
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
松
浦
武

四
郎
記
念
館
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
「
一　

仏
説
阿
弥
陀
経　

世
尊
寺
行
成
卿
筆　

〻
（
一
巻
）」
と
あ
り
、
松
浦
武

四
郎
旧
蔵
品
と
わ
か
る
。

№
18　

仏
説
阿
弥
陀
経

蓋表蓋裏表紙
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 軸付紙

紙長 15.0 46.5 47.1 49.0 50.6 43.0 9.5

行数 ― 24 24 25 26 22 ―

1・2行頭字 ― 佛如 徳又 佛数 大不 仏為 ―

【内容】

外題 なし

首題（内題）佛説阿弥陀経

本文初行 如是我聞一時佛在舎衛國祇樹給孤獨園

本文末行 修羅等聞佛所説歓喜信受作礼而去

尾題 佛説阿弥陀経

該当箇所 大正蔵　366.12/346.b23～ 348.a29

【細目データ 18】 （長さの単位 cm）

史料名 仏説阿弥陀経 員数 1巻

材質・技法 彩箋墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 鎌倉時代

紙数 5 全長 260.7 紙高 26.1 識語 なし

備考 ―

【表装】

表紙 表紙（縦 25.9、横 15.0）は紺色、金銀泥。紫色の巻緒。金属の八双。

軸

原・補別 後補 軸長 27.8 軸端 形状 水晶、六角材

軸端 法量 天部 縦 1.0 地部 縦 0.7 天部 最大径 1.4 地部 最大径 1.4

軸附様態等 後補の軸付紙。糊痕なし。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 金銀箔、
雲母 界線 金界 修補 全面裏打

一紙　長 47.1 一紙　高 26.1 一紙　行数 24 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 20.7 天欄高 2.5 地欄高 2.9

その他所見 金泥による界線、金銀箔を蒔く。
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鳩
摩
羅
什
の
訳
に
よ
る
「
妙
法
蓮
華
経
」
は
東
ア
ジ
ア
に
広
く
普
及
し
、
日
本
に
は
飛
鳥
時
代
に
伝
わ

り
、
後
に
護
国
経
典
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
法
華
経
を
受
持
し
、
書
写
し
、
読
誦
な
ど
す
る
こ
と
に
よ
り
功

徳
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
女
人
成
仏
な
ど
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
貴
族
の
信
仰
も
篤
か
っ
た
。

　

表
紙
に
は
茶
に
染
め
た
紙
に
金
銀
箔
、
砂
子
で
霞
が
棚
引
く
よ
う
に
装
飾
を
施
し
、
外
題
に
は
墨
書
で

「
佐
理
卿
真
蹟
」
を
書
く
。
見
返
し
に
は
金
銀
箔
で
、
す
や
り
霞
を
表
現
す
る
。

　

本
紙
に
截
金
に
よ
る
界
線
を
引
き
、
天
地
に
は
銀
箔
を
主
体
に
切
箔
・
野
毛
・
砂
子
の
装
飾
を
施
す
。

経
文
部
分
の
本
紙
に
も
小
さ
な
銀
切
箔
が
蒔
か
れ
て
い
る
。天
地
の
装
飾
は
本
紙
裏
の
装
飾
と
も
似
通
う
。

首
題
に
は
「
妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八　

四
」、
尾
題
に
は
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
四
」
と
墨
書

さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
経
は
一
巻
経
の
う
ち
の
第
四
巻
で
、
経
文
は
「
五
百
弟
子
受
記
品
」「
授
学
無
学

人
記
品
」「
法
師
品
」
ま
で
を
含
む
。
た
だ
、
第
五
紙
と
第
六
紙
、
第
七
紙
と
第
八
紙
の
間
に
本
紙
の
欠

落
が
認
め
ら
れ
る
。
各
行
一
七
字
で
書
か
れ
る
が
、
地
欄
に
近
づ
く
ほ
ど
字
間
が
詰
ま
り
、
字
姿
も
扁
平

に
な
り
、
時
折
、
地
欄
に
経
文
が
は
み
出
る
。
こ
の
傾
向
か
ら
、
発
願
者
に
よ
る
書
写
も
想
定
す
べ
き
か
。

尾
題
の
後
ろ
に
は
八
行
分
の
本
紙
が
の
こ
り
、
巻
末
に
は
糊
痕
、
天
地
の
斜
め
の
切
断
が
認
め
ら
れ
る
の

で
、
軸
木
が
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
た
部
分
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
紙
全
体
を
通
じ
て
、
状

態
は
良
好
で
あ
る
。

　

な
お
本
経
に
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
年
紀
を
も
つ
、
古
筆
了
仲
に
よ
る
折
紙
が
付
属
し
、
墨

書
「
法
華
経
四
之
巻
／
参
議
佐
理
卿
／
真
蹟
無
疑
者
也
／
金
子
拾
枚
／
元
禄
四
年
／
季
秋
中
一
日
古
筆
了

仲
」、
朱
文
方
印
「
釣
玄
斎
」
と
あ
り
、
そ
の
包
紙
に
は
「
佐
跡
極　

外
套
紙
了
伴
書
」
と
墨
書
さ
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
三
九
年
の
修
理
記
録
が
残
る
。

№
19　

妙
法
蓮
華
経　

巻
第
四

折紙

折紙包紙軸
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 軸付紙

紙長 20.2 47.2 49.4 49.6 49.8 49.5 49.5 49.5 49.5 49.6 49.2 25.8 32.7

行数 ― 26 27 27 27 27 27 27 27 27 27 14 ―

1・2行頭字 ― 　妙 人中 内示 取離 而今 等諸 清千 枝五 塔牟 則常 是能 ―

【内容】

外題 佐理卿真蹟　　

首題（内題）妙法蓮華経五百弟子受記品第八　四

本文初行 尒時當楼那弥多羅尼子從佛聞是智慧方

本文末行 於恐畏世　能須臾説　一切天人　皆應供養

尾題 妙法蓮華経巻第四

該当箇所 大正蔵　262.09/27.b10～ 29.b25　29.c29～ 30.c10　33.b6～ 34.b22

【細目データ 19】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　巻第四 員数 1巻

材質・技法 彩箋墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安～鎌倉時代カ

紙数 11 全長 571.5 紙高 27.6 識語 なし

備考 欠紙あり。極書あり。新補の二重箱、太巻あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 25.8、横 20.2）金銀箔散らす。見返しも。金色の巻緒、竹の八双。

軸

原・補別 後補カ 軸長 27.5 軸端 形状 八角形・水晶・緑色着
色

軸端 法量 天部 縦 1.0 地部 縦 1.0 天部 最大径 1.1 地部 最大径 1.1

軸附様態等 後補の軸付紙。巻尾に糊痕あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 銀、雲母 界線 主に截金 修補 なし

一紙　長 49.4 一紙　高 25.6 一紙　行数 27 一行　字数 17

界幅 1.8 界高 19.5 天欄高 3.0 地欄高 3.1

その他所見 欠紙あり。本紙裏にも表と似通う装飾あり。
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六
歌
仙
を
思
わ
せ
る
歌
人
を
織
り
表
し
た
裂
を
表
紙
に
用
い
、
外
題
に
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第

三
百
五
十
四
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
乳
白
色
の
見
返
し
に
は
金
箔
を
粗
め
に
蒔
く
。
本
紙
は
全
二
〇
紙
か
ら

な
り
、
茶
に
染
め
ら
れ
た
麻
紙
と
思
わ
れ
、
墨
で
単
線
の
界
線
を
引
く
。
紙
に
よ
っ
て
は
簀
の
目
が
見
え

る
も
の
も
あ
り
、
同
一
仕
様
と
思
わ
れ
る
が
、
異
な
る
紙
を
数
種
類
用
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

首
題
に
も
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
三
百
五
十
四
」
と
書
か
れ
、
そ
の
下
に
朱
印
「
静
嘉
堂
珍
蔵
」

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
経
文
は
墨
で
書
か
れ
、
尾
題
に
も
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
三
百
五
十
四
」
と
墨

書
さ
れ
、
そ
の
二
行
左
に
も
朱
文
方
印
「
静
嘉
堂
珍
蔵
」
が
捺
さ
れ
る
。
第
一
〇
紙
二
行
目
に
「
非
」、

第
一
四
紙
一
五
行
目
に
「
薩
」
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
最
終
行
の
上
部
（
天
）
は
わ
ず
か
で
あ
る

が
斜
に
切
断
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
当
初
の
軸
付
紙
と
考
え
ら
れ
る
（
地
は
虫
食
い
の
た
め

に
確
認
で
き
な
い
）。

　

折
り
目
跡
か
ら
五
行
ず
つ
の
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
紙
全
体
を

通
し
て
甚
だ
し
い
虫
損
は
線
対
称
に
同
形
の
欠
損
を
見
せ
る
の
で
、
折
本
で
あ
っ
た
時
に
食
害
に
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
現
在
の
総
裏
紙
に
も
食
害
が
認
め
ら
れ
る
。
巻
尾
に
は
新
た
な
軸
付
紙
が

付
く
。

№
20　

大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
三
五
四

表紙
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 26.3 48.7 51.6 51.6 51.9 51.6 51.8 51.9 51.5 51.9 51.6 25.2 26.1 52.2 51.8

行数 ― 26 27 27 27 27 27 27 27 27 27 13 14 27 27

1・2行頭字 ― 　大 外空 若静 諦不 羅諸 願眼 設著 世設 仏非 薩解 著性 性復 耳般 多忍

紙順 15 16 17 18 19 20 軸附紙

紙長 51.6 51.8 51.5 51.3 51.7 16.0 13.4

行数 27 27 27 27 27 9 ―

1・2行頭字 念著 地蜜 法无 若寂 若遠 寂 ―

【内容】

外題 大般若波羅蜜多経巻第三百五十四　

首題（内題）大般若波羅蜜多経巻第三百五十四／初分多問不二品第六十一之四　三蔵法師玄奘奉　詔譯

本文初行 復次善現若菩薩摩訶薩作如是念甚深般

本文末行 寂静若遠離若不遠離

尾題 大般若波羅蜜多経巻第三百五十四

該当箇所 大正蔵　220.06/820a7～ 825c5

【細目データ 20】 （長さの単位 cm）

史料名 大般若波羅蜜多経　巻第三五四 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 室町時代カ

紙数 20 全長 983.0 紙高 23.7 識語 なし

備考 折本から巻子に改装。

【表装】

表紙 新補表紙（高 26.9、長 26.3）。茶地に六歌仙の絵柄。見返しは金箔散し。紫巻緒、木製八双。

軸

原・補別 後補 軸長 28.5 軸端 形状 なし

軸端 法量 天部 縦 0.7 地部 縦 0.7 天部 最大径 1.8 地部 最大径 1.8

軸附様態等 本紙に糊痕あり。軸に新しい軸付紙を巻く。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙 染色・加工 黄色　打紙 界線 墨界 修補 全面裏打

一紙　長 51.6 一紙　高 23.7 一紙　行数 27 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 19.7 天欄高 1.8 地欄高 2.2

その他所見 5行ずつ折本に仕立てていた折目あり。料紙の現状の色味は茶色がかる。
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花
文
や
扇
な
ど
が
織
り
表
さ
れ
た
裂
を
表
紙
に
用
い
た
阿
弥
陀
経
一
巻
で
、
金
箔
地
の
札
に
「
仏
説
阿

弥
陀
経　

鎌
足
公
」
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
る
。
見
返
し
に
は
金
･
青
金
地
に
蓮
を
銀
泥
、
蓮
の
葉
を
青
金

で
描
く
。
表
紙
・
見
返
し
は
縦
折
れ
が
甚
だ
し
い
。

　

本
紙
は
う
す
い
紅
で
染
め
ら
れ
、
界
線
は
金
の
截
金
。
天
地
の
界
線
は
二
重
線
で
、
天
地
に
は
宝
相
華

唐
草
を
金
泥
の
線
描
で
描
く
。
本
紙
経
文
の
前
に
は
、
瑞
雲
上
に
甲
（
鎧
）
を
身
に
つ
け
た
韋
駄
天
を
金

泥
で
描
く
。
首
題
に
は
「
佛
説
阿
弥
陀
経
／
姚
秦
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
奉
詔
譯
」
と
金
泥
で
書
か
れ
、
尾

題
に
も
「
佛
説
阿
弥
陀
経
」
と
金
泥
で
書
か
れ
る
。
経
文
も
全
て
金
泥
を
用
い
る
。
本
紙
の
折
れ
跡
か
ら
、

か
つ
て
六
行
ご
と
の
折
帖
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

巻
尾
に
は
秋
草
、
五
三
桐
、
波
を
組
み
合
わ
せ
た
料
紙
装
飾
を
施
し
た
極
書
が
続
く
。
極
書
を
記
し
た

二
代
目
畠
山
牛
庵
（
一
六
二
五
〜
九
三
）
は
古
筆
了
佐
に
古
筆
鑑
定
を
学
ん
だ
と
さ
れ
、
名
を
義
高
と
い

い
、
君
水
随
世
な
ど
と
号
し
た
。
極
書
文
中
に
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
年
紀
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
極
書
の
後
に
紅
色
の
軸
付
紙
（
後
補
）
と
軸
が
付
く
。

　

付
属
品
に
「
千
二
百
八
年
／
阿
弥
陀
経
紅
紙
金
泥　

鎌
足
公
」（
表
）、「
天
智
天
皇
八
巳
己
年
十
月

十
六
日
薨
寿
五
十
六
歳
／
当
唐
高
宗
総
章
二
年　

治
十
一
年
迠
千
弐
伯
十
年
」
と
書
か
れ
た
小
札
（「
治

十
一
年
」
は
明
治
一
一
年
と
思
わ
れ
る
。
№
13
–
31
を
参
照
）、
蓋
表
に
「
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経　

多
武

峰
旧
什　

一
巻
」
と
墨
書
さ
れ
た
箱
を
伴
う
。

　

本
品
の
よ
う
な
藤
原
鎌
足
を
伝
承
筆
者
と
し
、
天
地
に
金
泥
の
装
飾
画
を
有
す
る
経
典
は
、
明
治
時
代

に
は
「
多
武
峰
切
」
と
い
わ
れ
、
高
麗
経
と
目
さ
れ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
そ
の
評
価
を
踏
襲
し
て
お
き
た

い
。
な
お
「
多
武
峰
切
」
と
さ
れ
る
「
法
華
経
断
簡
」（
三
行
分
）
が
国
宝
･
手
鑑
「
藻
塩
草
」（
京
都
国

立
博
物
館
蔵
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

№
21　

仏
説
阿
弥
陀
経

札表札裏

巻尾極書

軸 蓋表
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 極書 軸付紙

紙長 30.1 58.7 29.5 29.5 14.5 14.8 29.4 29.4 29.1 29.3 29.4 13.6 53.5 27.5

行数 ― 18 12 12 6 6 12 12 12 12 12 ― 8 ―

1・2行頭字 ― 佛姚 土金 共音 照利 徳阿 弗名 念佛 其實 生護 不議 ― ― ―

【内容】

外題 佛説阿弥陀経　鎌足公　　

首題（内題）佛説阿弥陀経／姚秦三蔵法師鳩摩羅什奉詔譯

本文初行 如是我聞一時佛在舎衞國祇樹給孤獨園

本文末行 受作禮而去

尾題 佛説阿弥陀経

該当箇所 大正蔵　366.367/346b23～ 348a29

【細目データ 21】 （長さの単位 cm）

史料名 仏説阿弥陀経 員数 1巻

材質・技法 紅紙金字 装丁・形態 巻子 書写年代 高麗時代カ

紙数 11 全長 418.3 紙高 39.5 識語 あり

備考 紅紙金字の装飾経。極書が本紙に貼り継がれる。

【表装】

表紙 表紙（縦 39.4、横 30.1）青い裂の表紙（後補カ）、扇・花の模様、裏は金銀泥、蓮池。茶色の巻緒、金属の八双。

軸

原・補別 原装カ 軸長 41.8 軸端 形状 撥形　金属製
模様あり

軸端 法量 天部 縦 0.9 地部 縦 1.1 天部 最大径 2.1 地部 最大径 2.1

軸附様態等 後補の軸付紙あり。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙 染色・加工 薄紅色
打紙 界線 截金 修補 全面裏打

一紙　長 58.8 一紙　高 39.5 一紙　行数 12 一行　字数 17

界幅 2.5 界高 30.3 天欄高 5.1 地欄高 4.1

その他所見 装飾経。欠紙あり。



155

　

法
華
経
の
う
ち
巻
第
二
五
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
あ
た
る
一
巻
。
も
と
は
法
華
経
を
二
八
巻
で
構
成

し
た
一
品
経
の
う
ち
の
一
巻
で
あ
っ
た
が
、
後
に
分
か
れ
、
本
品
の
み
静
嘉
堂
に
伝
来
し
て
い
る
。
紺
紙

金
銀
字
経
の
装
飾
経
で
あ
る
。

　

当
経
は
宝
相
華
文
の
装
飾
、
外
題
の
地
を
織
り
表
し
た
裂
を
表
紙
に
用
い
、
金
箔
地
の
見
返
し
を
付
け

る
。
濃
い
紺
紙
の
本
紙
に
金
泥
で
横
罫
を
二
重
線
、
界
線
を
単
線
で
引
き
、
天
地
に
は
金
・
青
金
の
切
箔
、

砂
子
を
蒔
い
て
装
飾
す
る
。
首
題
に
は
金
泥
で
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
と
書
か

れ
、
尾
題
は
な
い
。
経
文
は
金
銀
泥
で
連
続
し
た
山
形
の
折
れ
線
状
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
基
本
五

行
ご
と
に
、
七
〜
一
〇
字
目
で
機
械
的
に
金
銀
字
を
入
れ
替
る
こ
と
で
、
本
紙
中
央
で
山
形
が
形
作
ら
れ

る
。
総
裏
紙
に
は
金
の
切
片
を
蒔
く
。
本
紙
の
状
態
、
装
飾
、
左
記
の
伝
承
筆
者
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の

装
飾
経
と
考
え
ら
れ
る
。

　

付
属
の
箱
蓋
表
に
は
「
普
門
品　

一
品
天
真
親
王
御
筆　

一
軸
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
天
真
親
王

（
一
六
六
四
〜
九
〇
）
は
後
西
天
皇
の
皇
子
で
日
光
山
輪
王
寺
第
二
代
門
跡
と
さ
れ
る
人
物
。

№
22　

妙
法
蓮
華
経　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
五

本文

蓋表
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6

紙長 20.3 46.0 46.4 46.6 46.6 46.6 36.6

行数 ― 19 25 25 25 25 4

1・2行頭字 ― 妙尒 況設 観人 門以 弘我 有示

【内容】

外題 なし

首題（内題）妙法蓮華経観世音菩薩普門品第二十五

本文初行 尒時無盡意菩薩即從座起偏祖右肩合掌

本文末行 阿耨多羅三藐三菩提心

尾題 なし

該当箇所 大正蔵　262.09/56c2～ 58b7

【細目データ 22】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経　観世音菩薩普門品第二五 員数 1巻

材質・技法 紺紙金銀字 装丁・形態 巻子 書写年代 江戸時代

紙数 6 全長 289.1 紙高 29.2 識語 なし

備考 紺紙金銀字の装飾経。

【表装】

表紙 表紙（縦 29.2、横 20.3）後補カ。茶色に金、紫、白などで華模様（宝相華文カ）。見返しは金箔押。茶色の巻緒、
竹の八双。

軸

原・補別 原装カ 軸長 31.5 軸端 形状 六角形　水晶
小口に金泥を塗る

軸端 法量 天部 縦 1.0 地部 縦 1.0 天部 最大径 1.2 地部 最大径 1.0

軸附様態等 本紙直継。軸木径。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 紺色
金砂子、金箔 界線 金界 修補 部分裏打

一紙　長 46.4 一紙　高 29.2 一紙　行数 25 一行　字数 17

界幅 1.9 界高 22.8 天欄高 4.0 地欄高 2.2

その他所見 ―
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冒
頭
に
「
法
華
経
」
に
基
づ
く
変
相
図
を
伴
い
、「
妙
法
蓮
華
経
（
法
華
経
二
八
品
）」、「
仏
説
天
地
八

陽
神
呪
経
」、「
仏
説
七
千
仏
神
符
益
筭
経
」
の
三
種
の
経
典
な
ど
を
、
一
冊
の
折
本
の
両
面
に
貼
り
合
わ

さ
れ
て
い
る
。
宋
時
代
（
九
六
〇
〜
一
二
七
九
）
以
前
の
変
相
図
を
伴
う
写
経
と
し
て
は
唯
一
の
存
在
と

さ
れ
る
﹇
須
藤　

二
〇
二
一
﹈。

　

現
状
は
折
本
。
濃
い
黄
檗
色
に
朱
界
を
施
す
本
紙
二
枚
を
貼
り
合
わ
せ
、両
面
使
い
す
る
特
異
な
装
丁
。

片
面
一
八
五
面
か
ら
な
る
。
数
度
改
装
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
紙
継
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
な
箇
所
が
あ

る
。
オ
モ
テ
第
一
面
、
朱
の
匡
郭
内
に
「
白
衣
観
世
音
霊
験
真
言
啓
請
」
が
墨
書
さ
れ
る
。
次
に
第
二
五

面
ま
で
、
経
意
絵
「
妙
法
蓮
華
経
変
相
図
」
が
続
く
。
経
意
絵
は
、
二
面
ず
つ
朱
の
匡
郭
で
区
切
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
描
写
は
一
貫
し
て
、
墨
線
で
輪
郭
を
か
た
ど
り
、
朱
を
中
心
に
緑
青
、
群
青
、
胡
粉
、
紫
な

ど
を
適
宜
施
し
た
素
朴
な
表
現
で
、
描
か
れ
た
者
を
特
定
す
る
短
冊
（
墨
書
）
を
付
す
。
第
二
五
面
、
経

意
絵
の
末
に
、
邪
鬼
が
掲
げ
持
つ
蓮
台
上
に
牌
標
が
描
か
れ
、
そ
の
中
に
墨
書
が
あ
る
。
消
し
痕
が
あ
り

判
読
し
難
い
が
「
庚
申
歳
三
月
三
日
題
」
と
読
め
る
。
続
い
て
第
二
六
面
に
「
妙
法
蓮
華
経
弘
伝
序　

終

南
山
釋
道
宣
述
」
と
あ
り
、
以
後
、
朱
の
単
界
に
濃
墨
で
堂
々
と
「
妙
法
蓮
華
経
」
が
書
写
さ
れ
る
。
オ

モ
テ
面
に
は
、
第
二
八
面
「
序
品
第
一
」
よ
り
第
一
七
七
面
「
法
師
品
第
十
」
の
途
中
ま
で
が
収
ま
り
、

最
終
面
（
第
一
八
五
面
）
の
最
終
行
が
裏
表
紙
の
下
に
入
っ
て
い
る
た
め
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
一
行
分
（
大

正
蔵T

262.09/32a4 

〜7

に
該
当
）は
欠
で
あ
る
。
ウ
ラ
面
は
見
返
し
か
ら
始
ま
り
、ウ
ラ
第
二
面
よ
り「
見

寶
塔
品
第
十
一
」
が
書
写
さ
れ
る
。
第
六
面
以
降
、
朱
界
線
が
二
重
線
と
な
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、

以
後
、
第
一
六
〇
面
ま
で
基
本
的
に
同
筆
で
、「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
」
ま
で
を
書
写
す
る
。
次

い
で
第
一
六
一
面
よ
り
「
加
句
霊
験
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
が
始
ま
る
が
、
以
降
、
朱
界
線
は
無
く
、
匡
郭

の
み
と
な
り
、
書
風
も
拙
い
。
一
行
の
文
字
数
も
三
〇
か
ら
三
三
文
字
と
な
り
、
第
一
六
三
面
よ
り
「
千

手
千
眼
大
慈
大
悲
心
真
言
啓
請
」、第
一
六
七
面
よ
り
「
仏
説
天
地
八
陽
神
呪
経
」、第
一
七
九
面
よ
り
「
仏

説
七
千
仏
神
符
益
筭
経
」
が
続
け
て
書
写
さ
れ
る
。
第
一
六
一
面
以
降
の
裏
面
が
「
変
相
図
」
に
該
当
す

る
（
構
成
表
参
照
）。

　

な
お
「
仏
説
天
地
八
陽
神
呪
経
」（
ウ
ラ
第
一
六
七
面
）
と
は
、
道
教
や
儒
教
の
影
響
を
受
け
た
典
型

的
な
偽
経
で
あ
り
、
そ
の
成
立
時
期
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
と
さ
れ
る
。
ウ
イ
グ
ル
語
・
モ
ン

ゴ
ル
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
・
西
夏
語
な
ど
の
諸
語
訳
が
存
在
し
、
ア
ジ
ア
仏
教
史
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め

て
重
要
な
偽
経
で
あ
る
﹇
木
村　

一
九
九
七
﹈。
な
か
で
も
本
品
は
中
国
古
写
本
の
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、

経
典
伝
播
の
考
察
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る﹇
小
田　

二
〇
一
五
﹈。
ま
た
、「
仏
説
七
千
仏
神
符
益
筭
経
」（
ウ

ラ
第
一
七
九
面
）
は
、
中
国
撰
述
の
道
教
的
な
疑
偽
経
典
で
あ
り
、
道
経
「
太
上
老
君
説
長
生
益
算
妙
経
」

を
抜
粋
し
、
部
分
的
に
仏
教
的
な
改
変
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
﹇
増
尾　

一
九
九
六
﹈。

　

附
属
品
に
、
木
製
の
梵
夾
板
（
縦
二
六
・
四
㎝
、
横
一
〇
・
八
㎝
）
が
あ
り
、
梵
夾
板
の
一
方
の
表
面
に

「
妙
法
蓮
華
経
壹
部
幷
画
変
相
上
」、
も
う
一
方
の
表
面
に
「
女
弟
子
彭
城
郡
金
氏
十
二
娘
発
心
写
造
」
が

陰
刻
さ
れ
る
。
三
重
箱
で
、
外
箱
（
縦
三
八
・
二
㎝
、
横
二
二
・
七
㎝
、
高
二
二
・
八
㎝
）
は
白
木
で
蓋
表

に「
妙
法
蓮
華
経
画
変
相
上
」
と
墨
書
が
あ
る
。
中
箱
は
黒
漆
塗
り
の
足
の
付
い
た
経
箱（
縦
三
四
・
〇
㎝
、

横
一
九
・
三
㎝
、高
一
四
・
八
㎝
） 

で
蓋
裏
に
朱
漆
の
梵
字
、「
静
嘉
堂
珍
蔵
」（
朱
印
）
を
捺
し
た
紙
を
貼
る
。

内
箱
は
本
品
に
合
わ
せ
た
寸
法
（
縦
三
〇
・
五
㎝
、
横
一
五
・
四
㎝
、
高
八
・
二
㎝
）
で
、
底
に
姫
路
藩
儒

の
堤
它
山
（
一
七
八
三
〜
一
八
四
四
）
の
子
息
・
堤
公
樹
（
生
没
年
未
詳
）
に
よ
る
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
） 

の
識
語
が
墨
書
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
品
は
文
化
年
間
に
河
合
道
臣
（
姫
路
藩
家
老
、
寸
翁
大
夫
、

一
七
六
七
〜
一
八
四
一
）
の
所
蔵
で
あ
っ
た
﹇
松
本　

一
九
二
六
﹈﹇
山
本　

二
〇
二
一
﹈。
他
に
書
写
時

期
は
不
明
だ
が
「
益
州
多
寶
寺
宗
慧
釋
道
因
傳
」（
半
紙
版
冊
子
綴
じ
）
が
附
属
す
る
。
因
み
に
「
変
相

図
」
尾
題
よ
り
、
天
台
僧
・
道
因
（
活
躍
期
：
一
二
世
紀
中
頃
）
ら
の
結
縁
に
よ
り
、
本
経
が
成
立
し
た

と
し
、「
庚
申
歳
三
月
三
日
題
」
を
紹
興
一
〇
年
（
一
一
四
〇
）
と
す
る
説
﹇
松
本　

一
九
二
六
﹈﹇
山
本　

二
〇
二
一
﹈
も
あ
る
が
、「
変
相
図
」
の
絵
画
様
式
や
「
妙
法
蓮
華
経
」
そ
の
他
の
写
経
の
書
風
や
体
裁

な
ど
か
ら
も
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
本
紙
裏
打
の
修
理
が
な
さ
れ

て
い
る
が
装
丁
は
元
使
い
さ
れ
て
い
る
。

№
23　

妙
法
蓮
華
経
ほ
か

箱裏墨書
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「妙法蓮華経ほか」の構成

オモテ ウラ

第 1面 白衣観世音霊験真言啓請 第 185面

第 2面 変相図 第 184面 願文

第 179面 仏説七千仏神符益筭経

第 167面 仏説天地八陽神呪経

第 163面 千手千眼大慈大悲心真言啓請

第 25面 （題跋） 第 161面 加句霊験仏頂尊勝陀羅尼

第 26面 妙法蓮華経 第 160面 （本文　終わり）

第 185面 第 1面 妙法蓮華経（つづき）

梵夾板

妙法蓮華経から加句霊験仏頂尊勝陀羅尼へ
ウラ第 160、161 面
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【法量】

紙順 表紙
見返し 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 11.5 31.5 46.6 46.5 46.4 46.4 46.5 46.3 46.7 46.7 46.7 46.6 46.4 46.5 46.4 

行数 ― 7と
経絵2面 経絵4面 経絵4面 経絵4面 経絵4面 経絵4面 経絵2面

序文18 36 36 27 36 36 36 36

1・2行頭字 ― 白一 ― ― ― ― ― 妙粤 妙如 是相 以又 四威 即示 已離 不無
紙順 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
紙長 46.4 46.3 46.5 46.3 46.7 46.5 46.6 46.6 46.7 46.5 23.6 46.7 46.6 46.8 46.8 
行数 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 27 36 36 36

1・2行頭字 生生 貧我 皆乃 為従 毎以 舎具 大得 大度 皆者 即羊 佛我 受聾 提藐 除得 周造
紙順 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
紙長 46.7 46.8 46.7 46.7 46.6 46.7 46.7 46.6 46.4 46.5 46.5 46.5 46.3 23.6 46.5 
行数 36 36 36 36 36 18 36 36 36 36 36 36 36 18 36

1・2行頭字 我我 如人 威一 光尒 億却 説我 所衆 等偈 今昔 當尊 度衆 第其 常助 誰成 具其
紙順 45 46 47 48 補紙 裏表紙 ＊紙継が不明瞭な箇所があった場合は、便宜的に 4面 1紙と考え計測した。
紙長 46.3 46.0 45.5 21.0 0.8 11.7
行数 36 36 36 17 ― ―

1・2行頭字 乎應 我見 女使 □法 ― ―

【内容】

外題 なし

首題（内題）白衣観世音霊験真言啓請

本文初行 一心 命東方補陀落山紫黒旃檀沈水香刹心同法界

本文末行 文殊五髻真言　阿囉鍰佐嚢

尾題 なし

該当箇所 ―

【細目データ 23-1】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経ほか－オモテ 員数 1帖

材質・技法 紙本墨書・紙本墨画淡彩 装丁・形態 折本 書写年代 宋時代

紙数 不明 全長 2170.4 紙高 25.6 識語 あり

備考 表裏貼り合わせ。梵夾板（縦 25.7、横 11.9）あり。厚 3.5。妙法蓮華経、変相図などを含む。

【表装】

表紙 縦 25.8、横 11.7。梵夾板。

【料紙】

本文料紙

紙質 麻紙 染色・加工 黄色 界線 朱界 修補 部分裏打

一紙　長 46.8 一紙　高 25.8 一紙　行数 36 一行　字数 26

界幅 1.2 界高 23.9 天欄高 1.0 地欄高 0.9

その他所見 第 1紙～第 7紙に変相図あり。第 48紙左端一行は梵板の下に入る。

外題 なし

首題（内題）妙法蓮華経弘傳序　終南山釋道宣述

本文初行 粤惟妙法蓮華経者統諸佛降霊之本致也蘊結大厦出彼千齡東

本文末行 者在空閑 我時廣遣天龍鬼神乾闥婆阿脩羅等聴其説法我雖（次行僅存）

尾題 なし

該当箇所 大正蔵　262.09/1b11～ 32a4（32a4～ 7の部分は裏表紙の下）
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【法量】

紙順 裏表紙
見返 補紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

紙長 11.3 1.1 44.0 33.9 46.0 34.7 46.3 34.3 46.6 46.7 46.1 46.6 46.6 46.6 34.9 
行数 ― ― 35 27 36 27 36 27 36 36 36 36 36 36 27

1・2行頭字 ― ― 欲穿 一彼 目寶 諸佛 妙尒 空已 二佛 諸経 扠鶏 説好 其何 我欲 菩間
紙順 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
紙長 46.4 46.8 46.5 46.5 46.5 46.5 47.0 47.0 47.0 47.0 34.8 46.6 46.7 46.6 46.7
行数 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 27 36 36 36 36

1・2行頭字 是其 令捨 即而 何於 因及 佛聞 諸坐 若一 生語 尒華 但復 阿師 復書 離求 於多
紙順 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43
紙長 46.6 46.7 46.5 46.5 46.4 46.5 46.5 46.5 46.3 46.5 46.7 35.0 46.5 23.2 23.2 
行数 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 27 36 18 18

1・2行頭字 得億 一生 善而 小是 是必 欲國 脱昧 万福 或所 伺痤 王有 見法 衆繞 發受 妙加
紙順 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 表紙
紙長 23.0 23.2 23.3 23.2 23.2 23.0 23.1 23.3 23.1 23.3 11.3 23.2 11.7
行数 20 19 20 20 20 20 20 20 20 20 10 19 ―

1・2行頭字 第薩 我消 婆阿 如佛 得但 世哉 月火 陽識 経滕 七七 百 法謹 ―

【内容】
外題 なし

首題（内題）なし
本文初行 欲捨諸懈怠　應當聴此経　是経難得聞　信受者亦難　如人渇須水
本文末行 刹弗等諸聲聞及諸天龍人非人等一切大會皆大歡喜受持佛語作礼而去
尾題 妙法蓮華経一部七巻
該当箇所 大正蔵　262.09/32a8～ 62b1

【細目データ 23-2】 （長さの単位 cm）

史料名 妙法蓮華経ほか－ウラ 員数 1帖
材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 折本 書写年代 宋時代
紙数 不明 全長 2171.8 紙高 25.6 識語 あり

備考 妙法蓮華経、仏説天地八陽神呪経、仏説七千仏神符益筭経などを含む。

外題 なし

首題（内題）加句靈驗佛頂尊勝陀羅尼
本文初行 稽首千□蓮華殿金剛座上尊勝王為滅七返傍生難固出寳手摩我
本文末行 麼賀毋捺□　娑嚩賀
尾題 なし

該当箇所 大正蔵　974C.19/387b11～ c18

外題 なし

首題（内題）千手千眼大慈大悲心真言啓請
本文初行 稽首毗盧遮那佛霊山會上釋尊稽首無為金粟尊西方浄土弥
本文末行 㖿娑婆訶　大悲陁羅尼
尾題 なし

該当箇所 大正蔵　1950.46/975c28～ 976a14,  976a28～ b29

外題 なし

首題（内題）佛説天地八陽神呪経
本文初行 聞如是一時佛在毗耶離達摩城廖廓宅中十方相隨四衆圍繞尒時無礙菩薩在
本文末行 見不得一法即涅槃樂　
尾題 仏説八陽神呪経一巻
該当箇所 大正蔵　2897.85/1422b12～ 1425b3

外題 なし

首題（内題）佛説七千佛神符益筭経
本文初行 佛説救護蓋筭身命濟人疾病苦尼経䠒跪合掌一
本文末行 佛心滅罪□□閤真言　唵　摩尼□□　吽□　□
尾題 なし

該当箇所 大正蔵　2904.85/1446a3～ c1
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金
光
明
最
勝
王
経
全
一
〇
巻
を
、
細
字
で
一
行
三
四
字
、
一
紙
五
四
行
で
記
し
て
一
巻
と
す
る
が
、
現

状
で
は
二
〇
紙
強
の
脱
落
が
あ
る
。
軸
附
紙
に
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
良
尚
入
道
親
王
に
よ
る
識
語

が
記
さ
れ
る
。
松
浦
武
四
郎
旧
蔵
品
。

　

表
紙
見
返
し
に
は
金
銀
装
飾
を
施
し
界
線
の
引
か
れ
た
写
経
料
紙
（
平
安
後
期
〜
鎌
倉
か
）
が
流
用
さ

れ
て
い
る
。
一
行
三
四
字
の
細
字
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
縦
界
線
は
無
く
、
紙
継
目
を
避
け
ず
に
書
写
し

て
い
る
。

　

巻
首
「
金
光
明
最
勝
王
経
序
品
第
一
」（
以
下
、「
金
光
明
最
勝
王
経
」
は
省
略
す
る
）
か
ら
始
ま
り
、

第
二
紙
第
四
行
以
下
は「
如
来
寿
量
品
第
二
」を
、第
三
紙
第
二
六
行
以
下
は「
大
吉
祥
天
女
品
第
十
六
」を
、

同
第
四
三
行
以
下
は
「
大
吉
祥
天
女
増
長
財
物
品
第
十
七
」
を
、
第
四
紙
第
一
七
行
以
下
は
「
堅
牢
地
神

品
第
十
八
」
を
、
第
五
紙
第
六
行
以
下
は
「
僧
慎
尒
耶
薬
叉
大
将
品
第
十
九
」
を
、
同
第
三
七
行
以
下
は

「
王
法
正
論
品
第
二
十
」
を
、
第
六
紙
第
三
八
行
以
下
は
「
善
生
王
品
第
二
十
一　

九
」
を
、
第
七
紙
第

一
三
行
以
下
は
「
諸
天
薬
叉
護
持
品
第
二
十
二
」
を
、第
八
紙
第
一
二
行
以
下
は
「
授
記
品
第
二
十
三
」
を
、

同
第
三
六
行
以
下
は「
除
病
品
第
二
十
四
」を
、第
九
紙
第
二
四
行
以
下
は「
長
者
子
流
水
品
第
二
十
五
」を
、

第
一
〇
紙
第
四
八
行
以
下
は
「
捨
身
品
第
二
十
六　

十
」
を
、
第
一
三
紙
第
九
行
以
下
は
「
十
方
菩
薩
讃

歎
品
第
二
十
七
」
を
、同
第
二
二
行
以
下
は
「
妙
憧
菩
薩
讃
歎
品
第
二
十
八
」
を
、同
第
三
二
行
以
下
は
「
菩

提
樹
神
讃
歎
品
第
二
十
九
」
を
、
同
第
四
五
行
以
下
は
「
大
弁
才
天
女
讃
歎
品
第
三
十
」
を
、
第
一
四
紙

第
一
行
以
下
は
「
付
嘱
品
第
三
十
一
」
を
書
写
す
る
。
金
光
明
最
勝
王
経
全
一
〇
巻
の
う
ち
、
巻
第
一
後

半
か
ら
巻
第
八
冒
頭
部
分
が
欠
落
し
て
お
り
、
第
二
紙
と
第
三
紙
と
の
間
に
は
お
お
よ
そ
二
〇
紙
強
の
脱

落
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

後
補
の
軸
附
紙
に
「
此
金
光
明
最
勝
王
経
一
軸
者
／
天
満
天
神
之
霊
蹟
也
。
奚
有
／
棗
梅
之
異
哉
。
可

秘
々
々
。
／
寛
文
二
年
二
月
廿
五
日
／
北
野
寺
務
二
品
親
王
（
花
押
）」
と
墨
書
さ
れ
る
。「
北
野
寺
務
二

品
親
王
」
は
後
水
尾
上
皇
猶
子
で
あ
り
曼
殊
院
に
住
し
た
良
尚
入
道
親
王
（
一
六
二
二
〜
九
三
）
の
こ
と

で
あ
る
。
曼
殊
院
院
主
は
代
々
北
野
社
別
当
職
を
兼
務
し
て
い
た
。
良
尚
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に

曼
殊
院
を
洛
中
よ
り
洛
北
一
乗
寺
村
に
移
転
し
て
堂
舎
を
造
営
し
て
お
り
、
現
在
の
建
物
の
多
く
は
こ
の

と
き
の
も
の
で
あ
る
。
良
尚
は
水
墨
画
や
書
道
・
詩
文
・
立
花
な
ど
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
の
識
語
に
は
、
本
資
料
を
「
天
満
天
神
之
霊
蹟
」、
つ
ま
り
菅
原
道
真
の
手
跡
と
し
て
い
る
。

本
資
料
の
よ
う
に
白
紙
墨
罫
で
細
楷
の
墨
字
で
記
さ
れ
る
最
勝
王
経
の
類
を
「
讃
岐
切
」
と
称
す
る
の
は
、

道
真
が
讃
岐
守
の
時
の
手
跡
と
伝
わ
る
た
め
と
い
う
﹇
小
杉　

一
八
九
三
﹈。

　

白
木
の
箱
（
縦
三
一
・
〇
㎝
、
横
六
・
〇
㎝
、
高
五
・
三
㎝
）
に
一
巻
の
み
で
収
納
さ
れ
て
お
り
、
箱
書

「
讃
岐
切　

一
巻
」、
小
口
に
「
讃
岐
切
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
蓋
裏
に
「
明
治
六
年
九
月
中
浣　

大（
永
井
盤
谷
）

江
喜
暉

薫
手
拝
観
并
題
籤
」
と
墨
書
さ
れ
、
印
文
未
詳
の
朱
文
方
印
二
顆
が
あ
る
。
永
井
盤
谷
（
一
八
二
〇
〜

八
四
）
は
江
戸
で
活
動
し
た
書
家
。
ま
た
松
浦
武
四
郎
記
念
館
所
蔵
『
蔵
品
目
録
』
に
は
「
一　

讃
岐
切

経
巻
／
管
〔
菅
〕公

之
真
筆　

一
巻
」
と
あ
り
、
武
四
郎
の
所
蔵
品
を
明
治
六
年
九
月
中
旬
に
書
家
の
永
井
盤
谷

が
鑑
賞
し
揮
毫
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈。
同
目
録
に
は
続
け
て
「
一　

同　

六
行

物
小
幅　

〻
（
一
巻
）／

〻

（
管
公
之
真
筆
）」

と
あ
り
、
松
浦
武
四
郎
記
念
館
に
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
断
簡
（
た
だ
し
四

行
の
み
）
の
掛
軸
が
所
蔵
さ
れ
る
﹇
北
海
道
博
物
館　

二
〇
一
八
﹈。
本
断
簡
は
、
金
界
の
様
態
や
書
風
・

字
配
り
な
ど
か
ら
も
、
本
品
と
一
連
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
断
簡
に
は
巻
第
七
の
一
部
（
大

正
蔵665.16/436a10

〜19

）
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
本
品
第
二
紙
と
第
三
紙
と
の
間
の
脱
落
部
分
の
一

部
に
相
当
す
る
。

№
24　

金
光
明
最
勝
王
経
（
讃
岐
切
）

蓋表蓋裏 軸附紙の識語
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【法量】

紙順 表紙 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

紙長 23.5 47.9 48.7 48.8 49.0 49.0 48.9 49.1 49.1 49.1 49.0 49.0 49.0 49.1 44.6

行数 ― 52 54 54 54 54 55 54 55 54 55 54 54 54 35

1・2行頭字 ― 金如 方慈 歸妙 謨祥 所矩 葉如 苦心 離果 若藥 魚信 寶繞 入悩 哀趣 金尒

紙順 軸附紙

紙長 37.0

行数 ―

1・2行頭字 ―

【内容】

外題 なし

首題（内題）金光明㝡勝王経序品第一　　三蔵法師義浄奉　制譯

本文初行 如是我聞一時佛薄伽梵在王舎城鷲峯山頂於㝡清淨甚深法界諸佛之境如来所居

本文末行 佛説已皆大歓喜信受奉行

尾題 金光明㝡勝王経巻第十

該当箇所 大正蔵　665.16/403a2～ 405c26　665.16/438a6～ 456c19

【細目データ 24】 （長さの単位 cm）

史料名 金光明最勝王経（讃岐切） 員数 1巻

材質・技法 紙本墨書 装丁・形態 巻子 書写年代 平安時代

紙数 14 全長 740.8 紙高 27.1 識語 あり

備考 装飾経。讃岐切。2紙と 3紙の間に欠落あり。後補の軸付紙に識語あり。

【表装】

表紙 表紙（縦 27.3、横 23.5）は原表紙カ。茶色。見返しは金銀装飾。界線あり。
巻緒は黄緑と茶の組紐。八双は竹カ。

軸

原・補別 後補 軸長 29.0 軸端 形状 切り落とし、水晶

軸端 法量 天部 縦 0.8 地部 縦 0.8 天部 最大径 1.1 地部 最大径 1.1

軸附様態等 後補の軸付紙あり。糊痕なし。

【料紙】

本文料紙

紙質 楮紙カ 染色・加工 なし　打紙　
雲母カ 界線 金界（天地のみ） 修補 なし

一紙　長 48.7 一紙　高 27.1 一紙　行数 54 一行　字数 34

界幅 ― 界高 20.0 天欄高 3.0 地欄高 4.0

その他所見 箱書に「讃岐切　一巻」とあり。軸付紙に「寛文二年 (1662)」の奥書あり。
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引
用
文
献
一
覧

﹇
飯
田　

二
〇
一
二
﹈　

飯
田
剛
彦
「
聖
語
蔵
経
巻
「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」
に
つ
い
て
」『
正
倉
院
紀
要
』

三
四
、二
〇
一
二

﹇
市
川　

二
〇
二
三
﹈　

市
川
理
恵
「
静
嘉
堂
所
蔵
「
仏
説
中
心
経
」
と
五
月
一
日
経
願
文
」
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
附
属
『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
九
九
、
二
〇
二
三

﹇
市
川　

二
〇
二
四
﹈　

市
川
理
恵
「
静
嘉
堂
所
蔵
の
三
点
の
註
楞
伽
経
断
簡
に
つ
い
て
」『
静
嘉
堂
研
究

紀
要
』
二
、
二
〇
二
四

﹇
岩
本　

二
〇
一
五
﹈　

岩
本
健
寿
「
長
屋
王
発
願
経
（
滋
賀
県
常
明
寺
蔵
和
銅
経
）
伝
来
考
」
新
川
登
亀

男
編
『
仏
教
文
明
の
転
回
と
表
現　

文
字
・
言
語
・
造
形
と
思
想
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五

﹇
内
川　

二
〇
一
三
﹈　

内
川
隆
志
編
『
松
浦
武
四
郎
蒐
集
古
物
目
録
：
静
嘉
堂
文
庫
蔵
』、
二
〇
一
三

﹇
小
倉　

二
〇
〇
三
﹈　

小
倉
慈
司
「
五
月
一
日
経
願
文
作
成
の
背
景
」
笹
山
晴
生
編
『
日
本
律
令
制
の
展

開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三

﹇
小
田　
二
〇
一五
﹈　

小
田
壽
典
「
偽
経
本
「
八
陽
経
」
写
本
か
ら
み
た
仏
教
文
化
史
の
展
望
」『
内
陸
ア

ジ
ア
史
研
究
』
三
〇
、
二
〇
一
五

﹇
勝
浦　
一九
八
五
﹈　

勝
浦
令
子
「
光
覚
知
識
経
の
研
究
」『
日
本
古
代
の
僧
尼
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
〇
、
初
出
一
九
八
五

﹇
木
村　
一九
九
七
﹈　

木
村
清
孝
「
偽
経
『
八
陽
経
』
の
成
立
と
変
容
」『
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念　

東
方
学
論
集
』
東
方
学
会
、
一
九
九
七

﹇
小
杉　
一八
九
三
﹈　

小
杉
椙
邨
「
菅
公
の
眞
蹟
と
い
ふ
も
の
ゝ
論
」『
大
八
州
雑
誌
』
八
二
、
一
八
九
三

﹇
正
倉
院
宝
物
特
別
調
査　

二
〇
一
〇
﹈　
「
正
倉
院
宝
物
特
別
調
査　

紙
（
第
２
次
）
調
査
報
告
」『
正
倉

院
紀
要
』
三
二
、
二
〇
一
〇

﹇
上
代
文
献
を
読
む
会　

二
〇
一
六
﹈　

上
代
文
献
を
読
む
会
編
『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
六

﹇
新
川　

二
〇
一
五
﹈　

新
川
登
亀
男
編
『
仏
教
文
明
の
転
回
と
表
現　

文
字
・
言
語
・
造
形
と
思
想
』「
付

録　

天
平
改
元
以
前
の
仏
典
・
仏
菩
薩
等
一
覧
」
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五

﹇
須
藤　

二
〇
二
一
﹈　

須
藤
弘
敏
「
宋
の
経
絵
に
つ
い
て
」『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集　

東
ア
ジ
ア
Ⅲ 

五

代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一

﹇
静
嘉
堂　

一
九
九
九
﹈　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
編
『
仏
教
の
美
術
』、
一
九
九
九

﹇
静
嘉
堂　

二
〇
〇
〇
﹈　
『
静
嘉
堂
文
庫
の
古
典
籍　

第
四
回　

王
朝
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
』
静
嘉
堂
文

庫
、
二
〇
〇
〇

﹇
田
中　

一
九
七
三
﹈　

田
中
塊
堂
『
日
本
古
写
経
現
存
目
録
』
思
文
閣
、
一
九
七
三

﹇
田
中　

一
九
九
九
﹈　

田
中
史
生
「「
東
大
寺
印
」
と
「
造
東
寺
印
」　

正
倉
院
文
書
の
分
析
か
ら
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
九
、一
九
九
九

﹇
野
尻　

二
〇
一
七
﹈　

科
研
報
告
書『
慈
光
寺
所
蔵「
大
般
若
経（
安
倍
小
水
麻
呂
願
経
）」の
調
査
と
研
究
』

（
研
究
代
表
者　

野
尻
忠
）
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
七

﹇
服
部　

一
九
七
三
﹈ 　

服
部
匡
延
「
内
家
私
印
に
つ
い
て
」『
古
文
書
研
究
』
六
、一
九
七
三

﹇
北
海
道
博
物
館　

二
〇
一
八
﹈　

北
海
道
博
物
館
ほ
か
編
集
『
幕
末
維
新
を
生
き
た
旅
の
巨
人　

松
浦
武

四
郎
―
見
る
、
集
め
る
、
伝
え
る
』、
二
〇
一
八

﹇
増
尾　

一
九
九
六
﹈　

増
尾
伸
一
郎
「『
七
千
仏
神
符
経
』
と
呪
符
木
簡
・
墨
書
土
器
」『
道
教
と
中
国
撰

述
仏
典
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
、
初
出
一
九
九
六

﹇
増
田　

二
〇
〇
七
﹈　

増
田
晴
美
編
『
百
万
塔
陀
羅
尼
の
研
究
―
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
を
中
心
に
―
』
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
七

﹇
松
本　

一
九
二
六
﹈　

松
本
榮
一
「
法
華
経
美
術
（
一
）
〜
（
三
）」『
國
華
』
四
二
七・四
二
八・四
三
三
、

 

一
九
二
六

﹇
皆
川　

一
九
六
二
﹈　

皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」『
正
倉
院
文
書
と

古
代
中
世
史
料
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
、
初
出
一
九
六
二

﹇
宮
﨑　

一
九
九
七
﹈　

宮
﨑
健
司
「
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
「
判
比
量
論
」
断
簡
の
性
格
」『
日
本
古
代
の

写
経
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
、
初
出
一
九
九
七

﹇
宮
﨑　

二
〇
一
五
﹈　

宮
﨑
健
司
「
正
倉
院
文
書
と
古
写
経
―
隅
寺
心
経
の
基
礎
的
観
察
」
新
川
登
亀
男

編
『
仏
教
文
明
の
転
回
と
表
現　

文
字
・
言
語
・
造
形
と
思
想
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五

﹇
山
下　

二
〇
〇
一
﹈　

山
下
有
美
「
嶋
院
に
お
け
る
勘
経
と
写
経
―
国
家
的
写
経
機
構
の
再
把
握
―
」『
正

倉
院
文
書
研
究
』
七
、
二
〇
〇
一 

﹇
山
本　

二
〇
二
〇
﹈　

山
本
聡
美
「
妙
法
蓮
華
経
変
相
図
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
に
み
る
南
宋
時
代
寧
波
の

信
仰
と
社
会
」『
美
術
研
究
』
四
三
〇
、
二
〇
二
〇 
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静嘉堂所蔵古写経料紙調査一覧表
目録
番号 文書名 対象 対象総

数 和暦年月日 形状 法量
（縦）

法量
（横） 縦横比 繊維配向（表） 繊維の種類 米粉 白土 非繊維物質 混入物 漉斑 繊維束 繊維溜 地合 皺 硬さ 地色 簀目色 簀の目 糸目 板目 刷毛目 紗目 紙抄混入 備考

1
大般若波羅蜜多経　
巻第245 
（長屋王願経）

第2紙

23紙 和銅5(712)
年11月15日 折本

23.8 47.7 縦:横＝1:2.004201681 1.03767 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 墨付繊維

裏打ちあり。 
膏薬張りの補修あり。

第23紙 23.8 43.3 縦:横＝1:1.819327731 1.009258 楮 無　 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 茶 20本（普通） 20mm 

（太・微か） 不可視 不可視 無

2
大般若波羅蜜多経　
巻第526 
（永恩具経）

第2紙

19紙 天平2(730)
年3月 折本

25.4 51 縦:横＝1:2.007874016 1.117497 楮 無 無 微 外皮・微少 普通 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視　不可視 無

裏打ちあり。

第19紙 25.4 32.5 縦:横＝1:1.279527559 1.123016 楮 無 無 微 外皮・微少 普通 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無

3
華手経　巻第4 
（五月一日経）

第2紙

18紙
天平
12(740)年5
月1日

巻子装

26.2 46.1 縦:横＝1:1.759541985 1.013292 麻・雁皮 無 無 微 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 柔 白黄（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 青繊維・墨付繊維
表紙なし。軸あり。 
膏薬張りの補修あり。 
紙端が厚い。 
水損(第2紙）。

第18紙 26.2 16.5 縦:横＝1:0.629770992 1.001415 麻・雁皮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 普通 白黄（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 墨付繊維

4
心経（般若波羅蜜多
心経、隅寺心経） 第1紙 1紙 奈良時代 巻子装 24.9 44 縦:横＝1:1.767068273 1.046797 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 裏打ちあり。

調査できず。 茶（染） 茶 22本（普通） 30mm 
（太・微か） 不可視 不可視 無 青繊維

表紙あり。軸あり。 
裏打あり（裏打紙に切箔）。補紙
あり。 
相剥ぎか。表面ももけ。 
簀目・糸目は裏打ち紙の影響か。

6
増壱阿鋡経
巻第22 
（善光朱印経）

第2紙

33紙
天平宝字
3(759)年11
月4日

巻子装

27.6 50.7 縦:横＝1:1.836956522
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 微 無 打紙（強） 無 普通 茶（染） 茶 24本（明瞭） 28mm 

（太・明瞭） 不可視 不可視 無 青繊維

表紙あり。軸あり。

第33紙 27.6 40.5 縦:横＝1:1.467391304
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 普通 茶（染） 茶 24本（明瞭） 30mm 

（太・明瞭） 不可視 不可視 無

8
仏説中心経（仏説忠
心経、五月一日経）

第2紙

7紙
天平
12(740)年5
月1日

巻子装

26.6 45.9 縦:横＝1:1.72556391 1.028145 麻・雁皮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 普通 黄（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 墨付繊維 
青繊維・赤繊維 表紙あり。軸あり。 

補紙あり。
第6紙 26.6 42.2 縦:横＝1:1.586466165 1.010341 麻・雁皮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 普通 黄（染） 不可視 不可視 18mm 

（太・微か） 不可視 不可視 無

9 大宝積経 巻第23

第2紙

16紙 平安前期 巻子装

27.2 54.1 縦:横＝1:1.988970588 1.010513 楮 無 無 微 外皮・微少 微少 無 無 打紙（軽） 無 普通 白茶（染） 茶 18本（普通） 28～30mm 
（太・普通） 不可視 不可視 無 表紙なし。軸あり。 

膏薬張りの補修あり。 
表面ももけ（第2紙）。 
パリパリ感。第15紙 27.2 53.4 縦:横＝1:1.963235294 1.015377 楮 無 無 微 外皮・微少 皆無 微 無 打紙（軽） 無 普通 白茶（染） 茶 16本（明瞭） 22～28mm 

(太・普通） 不可視 不可視 無

13-2
古経鑑
大般若波羅蜜多経 
巻第576

第2紙 2紙 奈良時代

折本

26.6 54.3 縦:横＝1:2.052631579 1.053385 楮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 裏打ちあり。 

紙継ぎ部分に豆糊跡あり。

13-3 古経鑑　宝網経 第2紙 2紙 平安時代
前期 27.1 14.0 縦:横＝1:0.527675277 1.058325 楮 無 無 多 外皮・普通 微少 少 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。

調査できず。 茶（染） 茶 22本（微か） 25mm 
（太・普通） 不可視 不可視 無 青繊維 裏打ちあり。表面ももけ。 

簀目・糸目は裏打ちの影響か。

17
鞞婆沙　巻第6 
（神護景雲経）

第2紙

21紙
神護景雲
2(768)年5
月13日

巻子装

27.2 56.5 縦:横＝1:2.077205882
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 裏打ちあり。

調査できず。 白茶（染） 白　　 16本（明瞭） 23mm 
（太・微か） 不可視 不可視 無

表紙なし。軸なし。 
裏打ちあり。 
繊維が細かい（第1紙）。 
行頭を揃えるための刀子痕あり
（第20・21紙）。 
1～20紙とは紙質が違う（第21
紙）。

第20紙 27.2 37.7 縦:横＝1:1.386029412
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 中 外皮・普通 皆無 無 無 打紙（中） 無 裏打ちあり。

調査できず。 白茶（染） 白 20本（明瞭） 33mm 
（太・明瞭） 不可視 不可視 無

第21紙 27.2 13.7 縦:横＝1:0.503676471
画像不鮮明のた
め計算できず。 麻か 無 無 中 外皮・微少 皆無 微 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。

調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 20～25mm 
（太・明瞭） 不可視 不可視 微 墨付繊維
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静嘉堂所蔵古写経料紙調査一覧表
目録
番号 文書名 対象 対象総

数 和暦年月日 形状 法量
（縦）

法量
（横） 縦横比 繊維配向（表） 繊維の種類 米粉 白土 非繊維物質 混入物 漉斑 繊維束 繊維溜 地合 皺 硬さ 地色 簀目色 簀の目 糸目 板目 刷毛目 紗目 紙抄混入 備考

1
大般若波羅蜜多経　
巻第245 
（長屋王願経）

第2紙

23紙 和銅5(712)
年11月15日 折本

23.8 47.7 縦:横＝1:2.004201681 1.03767 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 墨付繊維

裏打ちあり。 
膏薬張りの補修あり。

第23紙 23.8 43.3 縦:横＝1:1.819327731 1.009258 楮 無　 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 茶 20本（普通） 20mm 

（太・微か） 不可視 不可視 無

2
大般若波羅蜜多経　
巻第526 
（永恩具経）

第2紙

19紙 天平2(730)
年3月 折本

25.4 51 縦:横＝1:2.007874016 1.117497 楮 無 無 微 外皮・微少 普通 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視　不可視 無

裏打ちあり。

第19紙 25.4 32.5 縦:横＝1:1.279527559 1.123016 楮 無 無 微 外皮・微少 普通 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無

3
華手経　巻第4 
（五月一日経）

第2紙

18紙
天平
12(740)年5
月1日

巻子装

26.2 46.1 縦:横＝1:1.759541985 1.013292 麻・雁皮 無 無 微 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 柔 白黄（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 青繊維・墨付繊維
表紙なし。軸あり。 
膏薬張りの補修あり。 
紙端が厚い。 
水損(第2紙）。

第18紙 26.2 16.5 縦:横＝1:0.629770992 1.001415 麻・雁皮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 普通 白黄（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 墨付繊維

4
心経（般若波羅蜜多
心経、隅寺心経） 第1紙 1紙 奈良時代 巻子装 24.9 44 縦:横＝1:1.767068273 1.046797 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 裏打ちあり。

調査できず。 茶（染） 茶 22本（普通） 30mm 
（太・微か） 不可視 不可視 無 青繊維

表紙あり。軸あり。 
裏打あり（裏打紙に切箔）。補紙
あり。 
相剥ぎか。表面ももけ。 
簀目・糸目は裏打ち紙の影響か。

6
増壱阿鋡経
巻第22 
（善光朱印経）

第2紙

33紙
天平宝字
3(759)年11
月4日

巻子装

27.6 50.7 縦:横＝1:1.836956522
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 微 無 打紙（強） 無 普通 茶（染） 茶 24本（明瞭） 28mm 

（太・明瞭） 不可視 不可視 無 青繊維

表紙あり。軸あり。

第33紙 27.6 40.5 縦:横＝1:1.467391304
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 多 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 普通 茶（染） 茶 24本（明瞭） 30mm 

（太・明瞭） 不可視 不可視 無

8
仏説中心経（仏説忠
心経、五月一日経）

第2紙

7紙
天平
12(740)年5
月1日

巻子装

26.6 45.9 縦:横＝1:1.72556391 1.028145 麻・雁皮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 普通 黄（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 墨付繊維 
青繊維・赤繊維 表紙あり。軸あり。 

補紙あり。
第6紙 26.6 42.2 縦:横＝1:1.586466165 1.010341 麻・雁皮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 普通 黄（染） 不可視 不可視 18mm 

（太・微か） 不可視 不可視 無

9 大宝積経 巻第23

第2紙

16紙 平安前期 巻子装

27.2 54.1 縦:横＝1:1.988970588 1.010513 楮 無 無 微 外皮・微少 微少 無 無 打紙（軽） 無 普通 白茶（染） 茶 18本（普通） 28～30mm 
（太・普通） 不可視 不可視 無 表紙なし。軸あり。 

膏薬張りの補修あり。 
表面ももけ（第2紙）。 
パリパリ感。第15紙 27.2 53.4 縦:横＝1:1.963235294 1.015377 楮 無 無 微 外皮・微少 皆無 微 無 打紙（軽） 無 普通 白茶（染） 茶 16本（明瞭） 22～28mm 

(太・普通） 不可視 不可視 無

13-2
古経鑑
大般若波羅蜜多経 
巻第576

第2紙 2紙 奈良時代

折本

26.6 54.3 縦:横＝1:2.052631579 1.053385 楮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。
調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 不可視 不可視 不可視 無 裏打ちあり。 

紙継ぎ部分に豆糊跡あり。

13-3 古経鑑　宝網経 第2紙 2紙 平安時代
前期 27.1 14.0 縦:横＝1:0.527675277 1.058325 楮 無 無 多 外皮・普通 微少 少 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。

調査できず。 茶（染） 茶 22本（微か） 25mm 
（太・普通） 不可視 不可視 無 青繊維 裏打ちあり。表面ももけ。 

簀目・糸目は裏打ちの影響か。

17
鞞婆沙　巻第6 
（神護景雲経）

第2紙

21紙
神護景雲
2(768)年5
月13日

巻子装

27.2 56.5 縦:横＝1:2.077205882
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 中 外皮・微少 皆無 無 無 打紙（中） 無 裏打ちあり。

調査できず。 白茶（染） 白　　 16本（明瞭） 23mm 
（太・微か） 不可視 不可視 無

表紙なし。軸なし。 
裏打ちあり。 
繊維が細かい（第1紙）。 
行頭を揃えるための刀子痕あり
（第20・21紙）。 
1～20紙とは紙質が違う（第21
紙）。

第20紙 27.2 37.7 縦:横＝1:1.386029412
画像不鮮明のた
め計算できず。 楮 無 無 中 外皮・普通 皆無 無 無 打紙（中） 無 裏打ちあり。

調査できず。 白茶（染） 白 20本（明瞭） 33mm 
（太・明瞭） 不可視 不可視 無

第21紙 27.2 13.7 縦:横＝1:0.503676471
画像不鮮明のた
め計算できず。 麻か 無 無 中 外皮・微少 皆無 微 無 打紙（強） 無 裏打ちあり。

調査できず。 茶（染） 不可視 不可視 20～25mm 
（太・明瞭） 不可視 不可視 微 墨付繊維
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註

①調査方法の確立の経緯については、髙島晶彦『デジタル機器を利用し

た古文書料紙の分析』（「古文書研究」第 80号、吉川弘文館、平成 28

年 1月）を参照されたい。

②正倉院事務所「正倉院の紙」（日本経済新聞社、昭和 45年 3月）1～ 2頁。

47～ 59頁。

③宮内庁正倉院事務所「正倉院紀要」第 32号、（平成 22年 3月）1～ 71頁。

④成田山書道美術館「青島居清賞 -松崎コレクションの古筆と古写経　

古写経編」（平成 30年 1月）104～ 107頁。

⑤前掲註③、64頁。

⑥前掲註①、2～ 5頁。および、江前敏晴 HP「非破壊による紙の表面

繊維配向解析プログラム FiberOri8single03.exe(v.8.03)」（http://www.

enomae.com/FiberOri/index.htm）

⑦正倉院文書の繊維配向については、前掲註③ 85～ 95頁の増田勝彦『正

倉院文書料紙調査所見と現行の紙漉き技術との比較』で反射光画像を

用いて検討されている。

⑧湯山賢一「多可町立和紙博物館壽岳文庫所蔵　寿岳文章和紙コレク

ション料紙調査研究」2019～ 2021年度東京大学史料編纂所一般共同研

究（東京大学史料編纂所研究成果報告書 2021-12、令和 4年 3月）54～

56頁。渋谷綾子編「古文書を科学する　料紙分析はじめの一歩」科学

研究費補助金基盤研究（A）「『国際古文書料紙学』の確立」（東京大学

史料編纂所研究成果報告書 2021-9、令和 4年 2月）21～ 23頁。

⑨湯山賢一『古代料紙論ノート -『延喜式』にみる製紙工程をめぐって -』

（「古文書の研究 -料紙論・筆跡論」(平成 29年・青史出版株式会社 )）

153～ 171頁。湯山氏は延喜式の図書寮式年料紙条を検討されており、

「紗一疋一丈七尺」について、「紙床に置くごとに紗を敷いたとするの

は量的に考えても誤りで、紗は短く裁断された麻紙や繊維の短い雁皮

紙、もしくは漉返紙を漉く際に用いられたと考えるべき」としている。

現代の紙漉きでも繊維の短い雁皮を漉く時には紗を簀の上にのせてい

る。

⑩前掲註⑤。

⑪上村六郎『正倉院宝物の紙に関する調査研究』（「大阪女子学園短期大

学紀要」第 6号、1962年 7月）45～ 46頁。また、「紙麻」を楮の古名、

別称とされる。

⑫湯山賢一『我が国に於ける料紙の歴史について -「料紙の変遷表」覚書 -』

（「古文書の研究 -料紙論・筆跡論」(平成 29年・青史出版株式会社 )）

95頁。麻紙の製紙工程は裁断（截）や叩解（舂）を含めて、楮の四倍近

い時間を費やす上、打紙加工が不可欠であったとしている。また、紙

となる原料の全てに裁断（截）を行っていること、紙料調整にボロ布、

麻、苦参が穀、雁皮に比べ 3倍の 1ヶ月ほどかかり、臼を用いた叩解

に手間がかかったことが示されている（前掲註⑨）。
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に組み込んだ初水（簀面）と最後に組み込む捨水とでは、初
水の方が脱水が速く、繊維が引っ張られるように伸ばされる
ために強い配向となる。紙漉き後の紙床には初水（簀面）側
が上にくるように重ね、乾燥板に張り付けるときは、初水（簀
面）側が乾燥板面と接するように和紙を持って刷毛で撫でつ
ける。繊維の種類や紙漉きの地域によるが、楮の料紙の場合、
最終的に書記面（一般的に表と称する面）になる面が、初水
側（簀面側・乾燥板側）であることが多い。
　今回の調査史料のうち、「2大般若波羅蜜多経　巻第 526（永
恩具経）」のみが配向の区分として、やや配向している数値（第
2紙…1.117497、第 19紙…1.123016）となっているが、限り
なく無配向に近いといえる。それ以外の史料は無配向の数値
域となっている。反射光の繊維画像でも配向している気配は
感じられないので、調査料紙は、多少の揺する動きはありつ
つも、「溜め漉き」で製紙された紙と考えられる⑦。ただし、
裏面の繊維画像の撮影をしていないので、その結果次第では
結論が変わる可能性がある。

・繊維の種別
　調査した史料の全ての料紙に強弱はあるものの、打紙加工
が施されている。反射光による繊維の観察のみではその特徴
をとらえることが難しく、透過光による 100倍率での顕微鏡
観察でわずかにその特徴をとらえることができた。その結果、
調査した古写経 10点（料紙 18紙）は、楮・麻（苧麻）・麻（苧
麻）と雁皮の混合紙であることが判明した。
　まず、判別できた楮・雁皮・麻の各繊維に関する一般的な
特徴を示す。
　楮は、繊維幅は狭いものと広いものがあり、線条痕または
十字痕などがある。幅の狭いものは先端が尖り、幅の広いも
のは先端が丸く、細胞壁は厚く、断面は楕円形にみえる。繊
維長 6～ 21mm、繊維幅 10～ 30μ m程度で繊維は太いと
される。繊維は薄膜で包まれており、透過光で観察すると繊
維の横に連続したり、途切れてはみ出したりしている薄膜も
ある。先端は薄膜だけの場合がある。紙の形状では、繊維間
に隙間があるものの非繊維物質が間を埋めていることが多
い。密度は低く、表面の光沢が無く不透明で、全体的に紙質
は柔らかくしっかりしている傾向にある。
　雁皮は、繊維幅は概して広いが狭い部分もある。縦条痕が
あり、所々に結節がある。先端は丸く、細胞壁は薄く、断面
は扁平または円筒状にみえる。繊維長 3～ 5mm、繊維幅 10

～ 30μ m程度で、透明感があり、折り返しや捩れがみられ
る。紙の形状では、密度が高く繊維が密集していて、光沢感
や透明感がある。墨の滲みも無い。
　麻（苧麻）は、楮繊維より細胞壁が厚く、太くみえ、断面
は丸く多角形である。繊維長 60～ 250mm、繊維幅 10.8～
80μ m、程度で、ボロ布を利用するためか繊維の裁断が顕
著にみられ、フィブリル化を起こしやすい。先端は丸いが二
股に分岐しているものが多い⑧。
　麻と雁皮の混合は「3華手経」と「8仏説中心経」のいわゆ

る「五月一日経」にみられた。反射光繊維画像でも裁断され
た太い麻繊維のなかに細い繊維が混在していることが確認で
き、それを雁皮繊維と判断した。「手鑑」にも「五月一日経」
が 2点確認でき（「手鑑」No.9・No.75）、2点とも麻と雁皮の
混合（No.75の麻は大麻としている）という結果がでている
（註④参照 )。また、打紙加工がされているものの潰されて
いる感じが弱い。反射光や透過光観察では繊維が潰れている
ように観察できるが、麻繊維の打紙加工は楮の打紙加工に比
べて立体的にみえる。
　麻のみの料紙は「17鞞婆沙 巻第 6（神護景雲経）」の第 21

紙（最終紙）にみられた。同巻の第 1紙と第 20紙とは質感が
異なっていて、反射光繊維画像で打紙加工が確認できるも、
潰れ方が均一ではなく、繊維は太く、細胞壁は厚く感じられ
る。加えて、紗目がわずかながら確認できたことは特徴的で、
麻繊維が裁断されていることは反射光繊維画像からも明かで
あり、短い（裁断）繊維を漉く際に漉き簀の上に紗をひいた
ことを物語っている⑨。聖語蔵経巻「神護景雲経第 2号　如
来示教勝軍王経」も最終紙が異なると指摘されており、紙質
と地色（最終紙は褐色）が違うことが判明している⑩。「17鞞
婆沙 巻第 6（神護景雲経）」も同様に、最終紙の紙質は麻で、
それより前の料紙は楮で、地色も最終紙が茶色、それより前
の料紙は白茶色であり、違いがはっきりあらわれている。
　それ以外の調査史料は楮繊維で、反射光繊維画像および透
過光 100倍顕微鏡観察では繊維が均一につぶれていることが
確認できる。

むすびにかえて

　従来は麻と判別されてきた料紙が、調査の結果、楮であっ
たことが判明した。当時、麻が必ずしも大麻や苧麻を指すの
ではなく、別の原料を指す場合があった⑪。また、黄麻紙や
白麻紙という名称に繊維判別が引っ張られてしまったことも
判別の誤りの要因と考える。麻と雁皮の混合紙と判断した「五
月一日経（3・8）」は、麻を使った写経は特別な写経事業のみ
という湯山賢一氏の指摘や、製紙にかかる手間を考え合わせ
ると、その絶対量の少なさは納得いくところである⑫。
　とはいえ、全体的に漉き斑や外皮、繊維束、繊維溜が無い、
もしくは少ないという傾向は写経料紙としては申し分ないの
ではなかろうか。今回の料紙調査については、裏打ちや補紙
が施され、かつ、折本や巻子装の状態での調査となり、デー
タとしては正確性に欠ける部分があることは否めない。今後
も同じような条件での調査が多いと考えられるが、そのよう
な中でも、古写経の調査が進み、古代の料紙研究に深みがで
ることを期待したい。
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中程度施されている。地色は白茶色で、染色されて
いる。簀目は 20本、糸目は太く、糸目幅は 33mmで、
ともに明瞭に見ることができた。簀目色は白色。板
目・刷毛目は透過光を使用しても観察できない。裏
打ちが施されている。行頭を揃えるための刀子痕が
確認できた。反射光及び透過光による観察の結果、
繊維の種類は楮と判断できる。

第 21紙…法量は縦 27.2cm横 13.7cm。縦横比は 1：0.50。繊
維配向は画像不鮮明のため数値化できなかった。
100倍の顕微鏡で透過光による観察を行うと、米粉
や白土は無く、非繊維物質は中程度である。墨付繊
維が確認できた。外皮の混入は僅かで、漉斑は無く、
繊維束は僅かに観察でき、繊維溜は見られない。顕
微鏡の反射光観察によると、打紙加工が強く施され
ている。地色は茶色で、染色されている。糸目は太
く、糸目幅は 20～ 25mmで、明瞭に見ることがで
きた。簀目・板目・刷毛目は透過光を使用しても観
察できない。わずかだが紗目が確認できた。裏打ち
が施されている。行頭を揃えるための刀子痕がみら
れた。同巻第 1～ 20紙と比べ、紙質に違いが確認
でき、反射光及び透過光による観察の結果、繊維の
種類は麻の可能性が高い。

 なお、聖語蔵経巻「神護景雲経第 2号　如来示教勝
軍王経」も巻末紙とそれより前の本紙（第 1～ 8紙）
とでは紙質が異なるとし、麻の可能性を示している⑤。

料紙分析結果

・繊維配向
　従来の繊維配向は、縦方向と横方向から斜光を当て、その
繊維の並び（流れ）を目視で観察し、紙漉きの方法（流し漉き・
溜め漉きなど）を判断してきた。
　そのような中で、「和紙の物理的分別手法の確立と歴史学
的データベース化の研究」（2008～ 2010年度 科学研究費 基
盤研究 (B)）において、東京大学農学部江前研究室（当時）の
協力を得て、繊維の配向の数値化が試みられた。
　繊維配向の計算方法は、コードレスマイクロスコープで反
射光撮影した 100倍率の繊維画像を 1024× 1024（もしくは
512× 512。画素数が 2の階乗の正方形であること）で切り
取り、江前氏が開発した繊維配向解析プログラムに読み込ま
せる。まず、画像の照明斑などを消すために移動平均法によ
る 2値化処理し、フーリエ変換によりパワースペクトルを求
め、配向の角度と強度（X軸正方向を 0°として、反時計回り
の角度（度）に対する平均振幅）が計算される（基本的にはプ
ログラムの自動処理）。配向強度の目安は、1.1以下では無配
向、1.1～ 1.2はやや配向、1.2以上は配向が強いと判断して
よいとされている⑥。
　配向が弱い（無い）ということは、揺する動作がほぼ無い
状態で漉いた紙である。逆に配向が強いということは、揺す
る動作があって漉いた紙である。現代では、前者を「溜め漉
き」、後者を「流し漉き」としている。流し漉きの場合、最初

50倍反射光画像

100倍反射光画像

200倍反射光画像

500倍反射光画像
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100倍の顕微鏡で透過光による観察を行うと、米粉
や白土は無く、非繊維物質は中程度である。外皮の
混入は少なく、漉斑は無く、繊維束と繊維溜は見ら
れない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工が
中程度施されている。地色は白茶色で、染色されて
いる。簀目は 16本で明瞭に確認でき、糸目は太く、
糸目幅は 23mmで僅かに見ることができた。簀目
色は白色。板目・刷毛目は透過光を使用しても観察
できない。裏打ちが施されている。反射光及び透過
光による観察の結果、繊維の種類は楮と判断できる。

第 20紙…法量は縦 27.2cm横 37.7cm。縦横比は 1：1.38。繊
維配向は画像不鮮明のため数値ができなかった。
100倍の顕微鏡で透過光による観察を行うと、米粉

や白土は無く、非繊維物質は中程度である。外皮の
混入は普通で、漉斑は無く、繊維束と繊維溜は見ら
れない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工が

100倍反射光画像

200倍反射光画像

500倍反射光画像

50倍反射光画像

100倍反射光画像

200倍反射光画像

500倍反射光画像
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13-3古経鑑　宝網経 /折本（2紙）
第 2紙…法量は縦 27.1cm横 14.0cm。縦横比は 1：0.52。表面

の繊維配向は 1.05で無配向である。100倍の顕微鏡
で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、非
繊維物質は多く、青繊維が確認できた。外皮の混入は
少なく、漉斑は無く、繊維束は少し確認でき、繊維溜
は見られない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加
工が強く施されている。地色は茶色で、染色されてい
る。簀目は 22本で僅かに確認でき、糸目は太く、糸
目幅は 25mmで普通に見ることができた。簀目色は茶
色。板目・刷毛目は透過光を使用しても観察できない。
裏打ちが施され、表面が擦れている。反射光及び透
過光による観察の結果、繊維の種類は楮と判断できる。

17 鞞婆沙　巻第 6（神護景雲経）/巻子装（21紙）
第 2紙…法量は縦 27.2cm横 56.5cm。縦横比は 1：2.07。繊

維配向は画像不鮮明のため数値化できなかった。

200倍反射光画像

500倍反射光画像

50倍反射光画像

100倍反射光画像

200倍反射光画像
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第 15紙…法量は縦 27.2cm横 53.4cm。縦横比は 1：1.96。表
面の繊維配向は 1.01で無配向である。100倍の顕微
鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は少ない。外皮の混入も少なく、漉斑は
無く、繊維束はわずかに確認できるが、繊維溜は見
られない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工
が軽く施されている。地色は白茶色で、染色されて
いる。簀目は 16本で明瞭に確認でき、糸目は太く、
糸目幅は 22～ 28mmで普通に見ることができた。
簀目色は茶色。板目・刷毛目は透過光を使用しても
観察できない。虫損箇所に膏薬張りで補修が施され
ている。同巻の第 2紙と同様に、触るとパリパリす
る。反射光及び透過光による観察の結果、繊維の種
類は楮と判断できる。 13-2古経鑑　大般若波羅蜜多経　巻第 576 /折本（2紙）

第 2紙…法量は縦 26.6cm横 54.3cm。縦横比は 1：2.05。表
面の繊維配向は 1.05で無配向である。100倍の顕微
鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は中程度である。外皮の混入は少なく、
漉斑は無く、繊維束も繊維溜は見られない。顕微鏡
の反射光観察によると、打紙加工が強く施されてい
る。地色は茶色で、染色されている。簀目・糸目・
板目・刷毛目は透過光を使用しても観察できない。
裏打ちが施され、継目に豆糊が使われたと推測され
る形跡がある。反射光及び透過光による観察の結果、
繊維の種類は楮と判断できる。
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刷毛目は透過光を使用しても観察できない。補紙が
施されている。反射光及び透過光による観察の結果、
繊維の種類は麻と雁皮の混合紙と判断できる。

9 大宝積経　巻第 23 /巻子装（16紙）
第 2紙…法量は 27.2cm。横 54.1cm。縦横比は 1：1.98。表面

の繊維配向は 1.01で無配向である。100倍の顕微鏡
で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は少ない。外皮の混入も少なく、漉斑は
わずかにあり、繊維束や繊維溜は見られない。顕微
鏡の反射光観察によると、打紙加工が軽く施されて
いる。地色は白茶色で、染色されている。簀目は
18本、糸目は太く、糸目幅は 28～ 30mmで、とも
に普通に確認できた。簀目色は茶色。板目・刷毛目
は透過光を使用しても観察できない。虫損箇所に膏

薬張りで補修が施されている。表面が擦れており、
今回調査した料紙の中では触るとパリパリと張りが
ある。反射光及び透過光による観察の結果、繊維の
種類は楮と判断できる。
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の反射光観察によると、打紙加工が強くされている。
地色は茶色で、染色されている。簀目は 24本で顕
著に観察でき、糸目は太く、糸目幅は 30mmで明瞭
に確認できた。簀目色は茶色。板目・刷毛目は透過
光を使用して観察できなかった。反射光及び透過光
による観察の結果、繊維の種類は楮と判断できる。

8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経）/巻子装（7紙）
第 2紙…法量は縦 26.6cm横 45.9cm。縦横比は 1：1.72。表

面の繊維配向は 1.02で無配向である。100倍の顕微
鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は中程度である。墨付繊維や青・赤繊維
が確認できた。外皮の混入は少なく、漉斑も無く、
繊維束や繊維溜は見られない。顕微鏡の反射光観察

によると、打紙加工が中程度されている。地色は黄
色で、染色されている。簀目・糸目・板目・刷毛目
は透過光を使用しても観察できない。補紙が施され
ている。反射光及び透過光による観察の結果、繊維
の種類は麻と雁皮の混合紙と判断できる。

第 6紙…法量は縦 26.6cm横 42.2cm。縦横比は 1：1.58。表
面の繊維配向は 1.01で無配向である。100倍の顕微
鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は中程度である。外皮の混入は少なく、
漉斑も無く、繊維束や繊維溜は見られない。顕微鏡
の反射光観察によると、打紙加工が中程度されてい
る。地色は黄色で、染色されている。糸目は太く、
糸目幅は 18mmで僅かに確認できた。簀目・板目・
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6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経）/巻子装（33紙）
第 2紙…法量は縦 27.6横 50.7cm。縦横比は 1:1.83。繊維配

向は画像不鮮明のため数値化できなかった。100倍
の顕微鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土

は無く、非繊維物質は多く、青繊維が確認できる。
外皮の混入は少なく、漉斑も無く、繊維束は僅かに
確認でき、繊維溜は見られない。顕微鏡の反射光観
察によると、打紙加工が強くされている。地色は茶
色で、染色されている。簀目は 24本、糸目は太く、
糸目幅は 28mmで、簀目・糸目ともに透過光で明瞭
に観察できる。簀目色は茶色。板目・刷毛目は透過
光を使用しても観察できなかった。反射光及び透過
光による観察の結果、繊維の種類は楮と判断できる。

第 33紙…法量は縦 27.6cm横 40.5cm。縦横比は 1：1.46。繊
維配向は画像不鮮明のため数値化できなかった。100

倍の顕微鏡で透過光による観察をすると、米粉や白
土は無く、非繊維物質は多い。外皮の混入は少なく、
漉斑も無く、繊維束や繊維溜は見られない。顕微鏡50倍反射光画像
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いる。反射光及び透過光による観察の結果、繊維の
種類は麻と雁皮の混合紙と判断できる。

4　心経（般若波羅蜜多心経、隅寺心経）/巻子装（1紙）
本紙…法量は縦 24.9cm横 44cm。縦横比は 1:1.76。表面の繊

維配向は 1.04で無配向である。100倍の顕微鏡で透
過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、非繊
維物質は多く、青繊維が確認できる。外皮の混入は
少なく、漉斑も無く、繊維束や繊維溜も見られない。
顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工が中程度さ
れている。地色は茶色で、染色されている。簀目は
22本、糸目は太く、糸目幅は 30mmで、透過光で
はわすかに観察できる。簀目色は茶色。板目・刷毛
目は透過光を使用しても観察できない。裏打ち（裏
面に切箔）と補紙が施されている。料紙の簀目と糸

目は裏打ち紙のそれが影響しているとも考えられ
る。反射光及び透過光による観察の結果、繊維の種
類は楮と判断できる。
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射光及び透過光による観察の結果、繊維の種類は楮
と判断できる。

3 華手経　巻第 4（五月一日経）/巻子装（18紙）
第 2紙…法量は縦 26.2cm横 46.1cm。縦横比は 1:1.75。表面

の繊維配向は 1.01で無配向である。100倍の顕微鏡
で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は僅かにあり、青繊維が確認できる。外
皮の混入は少なく、漉斑も無く、繊維束や繊維溜も
見られない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加
工が中程度されている。質感に柔らかみが感じられ
る。地色は白黄色で、染色されている。簀目・糸目・
板目・刷毛目は透過光を使用しても観察できない。
虫損箇所に膏薬張りで補修されている。紙端が厚く

なっている。水損の影響がうかがえる。反射光及び
透過光による観察の結果、繊維の種類は麻と雁皮の
混合紙と判断できる。

第 18紙…法量は縦 26.2cm横 16.5cm。縦横比は 1:0.62。表面
の繊維配向は 1.00で無配向である。100倍の顕微鏡
で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は多く、墨付繊維が確認できる。外皮の
混入は少なく、漉斑も無く、繊維束や繊維溜も見ら
れない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工が
中程度されている。質感に柔らかみが感じられる。
地色は白黄色で、洗足されている。簀目・糸目・板目・
刷毛目は透過光を使用しても観察できない。虫損箇
所に膏薬張りで補修されている。紙端が厚くなって
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2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経）/折本（19紙）　　
第 2紙…法量は縦 25.4cm横 51cm。縦横比は 1:2.00。表面の

繊維配向は 1.11でやや配向している。100倍の顕微
鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、

非繊維物質はわずかに確認できる。外皮の混入は少
なく、漉斑は普通で、繊維束や繊維溜も見られない。
顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工が強くされ
ている。地色は茶色で、染色されている。簀目・糸
目・板目・刷毛目は透過光を使用しても観察できな
い。反射光及び透過光による観察の結果、繊維の種
類は楮と判断できる。

第 19紙…法量は縦 25.4cm横 32.5cm。縦横比は 1:1.27。表面
の繊維配向は 1.12でやや配向している。100倍の顕
微鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無
く、非繊維物質はわずかに確認できる。外皮の混入
は少なく、漉斑は普通で、繊維束や繊維溜も見られ
ない。顕微鏡の反射光観察によると、打紙加工が強
くされている。地色は茶色で、染色されている。反50倍反射光画像
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反射光及び透過光による観察の結果、繊維の種類は
楮と判断できる。

第 23紙…法量は縦 23.8cm横 43.3cm。縦横比は 1：1.81。表
面の繊維配向は 1.00で無配向である。100倍の顕微
鏡で透過光による観察を行うと、米粉や白土は無く、
非繊維物質は多くもなく少なくもない（以下、中程
度と表現する）。外皮の混入は少なく、漉斑も無く、
繊維束や繊維溜も見られない。顕微鏡の反射光観察
によると、打紙加工が強くされている。地色は茶色
で、染色されている。簀目は 20本（1寸あたり。以
下同様）、糸目は太く、糸目幅は 20mmで、透過光
でわすかに観察できる程度である。簀目色は茶色。
板目・刷毛目は透過光を使用しても観察できない。
裏打ちが施され、虫損箇所に膏薬張りで補修されて

いる。反射光及び透過光による観察の結果、繊維の
種類は楮と判断できる。
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静嘉堂所蔵古写経の料紙調査
山口 悟史

はじめに

　報告者が担当した静嘉堂所蔵古写経の料紙調査は、白色
LEDライトボード（MLT-A3N・武藤工業株式会社製）と 100

倍単眼顕微鏡（ミクロメータスコープ・株式会社杉藤製）を
用いた透過光観察、斜光（300mm幅斜光ライト・高槻電器工
業株式会社製）・通常光による目視観察およびコードレスマ
イクロスコープ（ DG-3X・スカラ株式会社製）を使用して 50

倍・100倍・200倍・500倍率のレンズで反射光（ライトは本
体搭載）の繊維撮影を行った。反射光の繊維撮影は、料紙の
中央部分を各倍率 5箇所ずつ撮影した。特に 100倍の反射光
繊維画像は、繊維配向計算を行い数値化した。本稿はこの調
査に関する結果報告である。
　本料紙調査は、東京大学史料編纂所修理室で近年取り込ん
でいる方法に基づいて行った①。調査は非破壊を原則とし、
正確なデータを得るには、装丁されていないウブな料紙の必
要がある。装丁されていた場合は、史料の解体修理が実施さ
れ、裏打紙や補修紙が除去された状態になった段階で料紙調
査を行うことにしている。今回の調査対象の史料は、解体修
理に伴う調査ではないため、裏打ちや補修が施され、装丁も
折本や巻子装の状態での調査となった。調査で得られたデー
タは蓄積し、歴史学の分野を中心に研究材料として活用され
るとともに、修理に用いる補修紙の復元作製、選定を行う際
の貴重な情報源となっている。
　これまでの古写経の料紙調査・分析については、正倉院文
書が質・量ともに充実している。正倉院文書の調査は過去に
2回行われており、第 1回が昭和 35年～昭和 37年の間に 3

回実施され、「正倉院の紙」にその成果がまとめられている。
この調査は、制約のある中で、肉眼による外観的観察と顕微
鏡による紙の表面の簡単な観察が行われた。同書には、その
調査を踏まえた研究編と透過光や通常光で撮影された調査料
紙と顕微鏡画像（50倍で撮影し、100倍率になるように拡大
したものを掲載）、標本紙が載せられている②。
　第 2回の調査は平成 17年～平成 20年の間に 4回実施され、
調査結果が「正倉院紀要」に掲載されている。この調査の特
徴は、デジタル写真撮影（落斜光・透過光、全姿・部分、縦
横の斜光線による繊維の流れ観察）が行われたこと、料紙調
査項目が史料編纂所をはじめとするグループが近年行ってい
る料紙調査とほぼ同内容（法量、糸目幅、簀目本数 (3cmあ

たり )、紗目の有無、板目、刷毛目、厚み、繊維の流れ、填
料の有無、加工の有無、繊維種、調査所見）であること、料
紙からごく微量の繊維片を採取し、C染色液を用いた呈色反
応による繊維分析（JIS P 8120「紙、板紙及びパルプ　繊維組
成試験方法」）を実施したことである。特に C染色液を用い

た繊維分析は、従来の目視観察に比べ、繊維の判別率を飛躍
的にあげたといえる③。
　そのほか、古写経が裁断され、手鑑に装丁されている史料
がある。そのうち一点が近年、解体修理の対象となり、それ
に伴って繊維分析が行われた。（以下、「手鑑」）④。

料紙調査結果

　今回、調査した古写経 10点（料紙 18紙）について、その
結果を以下に示す（表記している番号は目録番号）。ただし、
前述したとおり、調査した料紙に裏打ち（1・2・4・13-2・
13-3・17）や補修（1・2・3・4・8・9）が施されていること、
装丁が折本（1・2・13-2・13-3）や巻子装（3・4・6・8・9・
17）であることから、正確な重さと厚みが測定できないと判
断し、その調査項目については、今回は計測していない。ま
た、反射光繊維撮影については裏面に裏打ちが施されていて
正確な料紙の撮影ができないため、撮影は表面のみにとどめ
た。なお、調査・観察・撮影は、第 2紙と最終紙およびその
1紙前の料紙について行った。

1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経）/折本（23
紙）

第 2紙…法量は縦 23.8cm横 47.7cm。縦横比は 1：2.00（小数
点第 3位以下切捨。以下同様）。表面の繊維配向は
1.03（小数点第 3位以下切捨。以下同様）で無配向で
ある。100倍の顕微鏡で透過光による観察を行うと、
米粉や白土は無く、非繊維物質は多く、墨付繊維が
確認できた。外皮の混入は少なく、漉斑は無く、繊
維束や繊維溜も見られない。顕微鏡の反射光観察下
では、打紙加工が強くされていることがわかる。地
色は茶色で、染色されている。簀目・糸目・板目・
刷毛目は透過光を使用しても観察できない。裏打ち
が施され、虫損箇所に膏薬張りで補修されている。

50倍反射光画像
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番号 史料名 画像ファイル名 撮影光 撮影箇所 
（左右）

撮影箇所 
（上下）

撮影箇所 
（説明） 構成物の内容

6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-4-keiko 蛍光 右から 28.0cm 上から 11.3cm 2紙目 細胞組織断片 5
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-5 透過 右から 8.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 15
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-5-keiko 蛍光 右から 8.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 7
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 5-zoitsu-6 透過 右から 28.0cm 下から 11.5cm 2紙目 細胞組織断片 7
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-6-keiko 蛍光 右から 28.0cm 下から 11.5cm 2紙目 細胞組織断片 8,墨粒 4
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-7 透過 左から 6.0cm 上から 13.0cm 2紙目 細胞組織断片 13
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-7-keiko 蛍光 左から 6.0cm 上から 13.0cm 2紙目 細胞組織断片 23
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-8 透過 左から 6.0cm 下から 8.7cm 2紙目 柔細胞 1,細胞組織断片 6
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-8-keiko 蛍光 左から 6.0cm 下から 8.7cm 2紙目 細胞組織断片 7,繊維断片 1,墨粒 8
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-9 透過 右から 14.0cm 上から 16.0cm 見返し 細胞組織断片 32
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-9-keiko 蛍光 右から 14.0cm 上から 16.0cm 見返し 細胞組織断片 24
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-1 透過 右から 1.5cm 上から 6.5cm 2紙目 細胞組織断片 3
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-1-keiko 蛍光 右から 1.5cm 上から 6.5cm 2紙目 細胞組織断片 5
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-2 透過 右から 2.5cm 下から 9.3cm 2紙目 細胞組織断片 10,繊維断片 1
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-2-keiko 蛍光 右から 2.5cm 下から 9.3cm 2紙目 細胞組織断片 11,繊維断片 1
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-3 透過 右から 23.0cm 上から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 27
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-3-keiko 蛍光 右から 23.0cm 上から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 11
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-4 透過 左から 23.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 10,繊維断片 2
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-4-keiko 蛍光 左から 23.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 14,繊維断片 1
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-4-keiko-2 蛍光 左から 23.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 4
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-5 透過 左から 8.5cm 上から 14.5cm 2紙目 細胞組織断片 1
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-5-keiko 蛍光 左から 8.5cm 上から 14.5cm 2紙目 細胞組織断片 15
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-6 透過 左から 8.0cm 下から 6.0cm 2紙目 細胞組織断片 4
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-6-keiko 蛍光 左から 8.0cm 下から 6.0cm 2紙目 細胞組織断片 14
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-7 透過 右から 10.5cm 上から 10.5cm 巻末 細胞組織断片 3
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-7-keiko 蛍光 右から 10.5cm 上から 10.5cm 巻末 細胞組織断片 3
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-8 透過 右から 9.5cm 下から 8.0cm 巻末 細胞組織断片 1
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-8-keiko 蛍光 右から 9.5cm 下から 8.0cm 巻末 細胞組織断片 9
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-9 透過 左から 12.0cm 下から 11.0cm 巻末 細胞組織断片 7
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-9-keiko 蛍光 左から 12.0cm 下から 11.0cm 巻末 細胞組織断片 14
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-10 透過 左から 12.5cm 下から 9.7cm 巻末 細胞組織断片 8
8 仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経） 8-bussetsu-10-keiko 蛍光 左から 12.5cm 下から 9.7cm 巻末 細胞組織断片 16

13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-1 反射 右から 4.5cm 上から 9.5cm 繊維断片 1
13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-1-keiko 蛍光 右から 4.5cm 上から 9.5cm 鉱物 2
13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-1-keiko-2 蛍光 右から 4.5cm 上から 9.5cm 鉱物 2
13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-2 反射 右から 5.0cm 上から 8.0cm 文字部分 繊維断片 2
13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-2-450 反射 右から 5.0cm 上から 8.0cm 文字部分 繊維断片 2
13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-2-keiko 蛍光 右から 5.0cm 上から 8.0cm 文字部分 不明
13-1 妙法蓮華経　巻第 4 13-1-myohorenge-2-keiko-2 蛍光 右から 5.0cm 上から 8.0cm 文字部分 不明
13-4 註楞伽経　巻第１ 13-4-churyoga-1 透過 右から 13.0cm 下から 12.0cm 細胞組織断片 19
13-4 註楞伽経　巻第１ 13-4-churyoga-1-keiko 蛍光 右から 13.0cm 下から 12.0cm 細胞組織断片 31
13-5 開皇三宝録　巻第 8（五月一日経） 13-5-kaiko-1 透過 右から 3.5cm 上から 7.0cm 1紙目 細胞組織断片 6
13-5 開皇三宝録　巻第 8（五月一日経） 13-5-kaiko-1-keiko 蛍光 右から 3.5cm 上から 7.0cm 1紙目 細胞組織断片 25,繊維断片 2
13-5 開皇三宝録　巻第 8（五月一日経） 13-5-kaiko-2 透過 左から 3.0cm 下から 10.0cm 4紙目 細胞組織断片 7
13-5 開皇三宝録　巻第 8（五月一日経） 13-5-kaiko-2-keiko 蛍光 左から 3.0cm 下から 10.0cm 4紙目 細胞組織断片 27
13-9 妙法蓮華経　勧持品第 13 13-9-myohorenge-1 透過 右から 3.5cm 上から 11.5cm 部分抽出 細胞組織断片 19
13-9 妙法蓮華経　勧持品第 13 13-9-myohorenge-1-keiko 蛍光 右から 3.5cm 上から 11.5cm 部分抽出 細胞組織断片 37
13-11 仏本行集経　巻第 28 13-11-buppon-1 反射 右から 5.0cm 下から 16.0cm 部分抽出 不明
13-11 仏本行集経　巻第 28 13-11-buppon-1-keiko 蛍光 右から 5.0cm 下から 16.0cm 部分抽出 不明
13-11 仏本行集経　巻第 28 13-11-buppon-1-keiko-led 蛍光 右から 5.0cm 下から 16.0cm 部分抽出 鉱物 5
13-11 仏本行集経　巻第 28 13-11-buppon-2 反射 右から 4.5cm 下から 16.0cm 部分抽出 不明
13-11 仏本行集経　巻第 28 13-11-buppon-2-keiko 蛍光 右から 4.5cm 下から 16.0cm 部分抽出 鉱物 2
13-11 仏本行集経　巻第 28 13-11-buppon-2-keiko-2 蛍光 右から 4.5cm 下から 16.0cm 部分抽出 不明
13-20 中阿含経　巻第 41 13-20-chuagon-1 透過 右から 6.5cm 下から 12.0cm 年号部分 細胞組織断片 21
13-20 中阿含経　巻第 41 13-20-chuagon-1-keiko 蛍光 右から 6.5cm 下から 12.0cm 年号部分 柔細胞 1,細胞組織断片 10
13-20 中阿含経　巻第 41 13-20-chuagon-2 透過 右から 8.5cm 下から 13.0cm 本文 細胞組織断片 16
13-20 中阿含経　巻第 41 13-20-chuagon-2-keiko 蛍光 右から 8.5cm 下から 13.0cm 本文 細胞組織断片 10
13-30 大方広仏華厳経　巻第 15 13-30-daiho-1 反射 左から 17.0cm 下から 12.0cm 銀・徳 不明
13-30 大方広仏華厳経　巻第 15 13-30-daiho-1-keiko 蛍光 左から 17.0cm 下から 12.0cm 銀・徳 不明
13-30 大方広仏華厳経　巻第 15 13-30-daiho-1-keiko-2 蛍光 左から 17.0cm 下から 12.0cm 銀・徳 不明
13-30 大方広仏華厳経　巻第 15 13-30-daiho-2 反射 左から 14.0cm 下から 13.0cm 「是」 不明
13-30 大方広仏華厳経　巻第 15 13-30-daiho-2-keiko 蛍光 左から 14.0cm 下から 13.0cm 「是」 不明
13-30 大方広仏華厳経　巻第 15 13-30-daiho-2-keiko-2 蛍光 左から 14.0cm 下から 13.0cm 「是」 不明
13-31 大般若波羅蜜多経　巻第 572（安倍小水麻呂経） 13-31-daihannya-1 透過 左から 8.0cm 下から 13.0cm 部分抽出 細胞組織断片 16
13-31 大般若波羅蜜多経　巻第 572（安倍小水麻呂経） 13-31-daihannya-1-keiko 蛍光 左から 8.0cm 下から 13.0cm 部分抽出 細胞組織断片 11
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表 1   分析対象の静嘉堂所蔵古写経

番号 史料名 画像ファイル名 撮影光 撮影箇所 
（左右）

撮影箇所 
（上下）

撮影箇所 
（説明） 構成物の内容

1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-1 透過 右から 2cm 上から 10.5cm 2紙目 細胞組織断片 858
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-1-keiko 蛍光 右から 2cm 上から 10.5cm 2紙目 細胞組織断片 2294
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-2 透過 右から 2.5cm 下から 7.3cm 2紙目 細胞組織断片 57,繊維断片 2
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-2-keiko 蛍光 右から 2.5cm 下から 7.3cm 2紙目 細胞組織断片 150,繊維断片 3,鉱物 1
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-3 透過 左から 27cm 上から 10cm 2紙目 細胞組織断片 131,繊維断片 4
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-3-keiko 蛍光 左から 27cm 上から 10cm 2紙目 細胞組織断片 84,柔細胞 10,繊維断片 7
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-4 透過 左 28.5cm 下から 7.8cm 2紙目 細胞組織断片 58,繊維断片 2
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-4-keiko 蛍光 左 28.5cm 下から 7.8cm 2紙目 細胞組織断片 52,繊維断片 2
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-5 透過 左から 2cm 上から 10cm 2紙目 細胞組織断片 26,繊維断片 1
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-5-keiko 蛍光 左から 2cm 上から 10cm 2紙目 細胞組織断片 54,繊維断片 2
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-6 透過 左から 2cm 下から 9cm 2紙目 細胞組織断片 44
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-6-keiko 蛍光 左から 2cm 下から 9cm 2紙目 細胞組織断片 71,繊維断片 5
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-7 透過 左から 6cm 上から 8.9cm 巻末 細胞組織断片 18
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-7-keiko 蛍光 左から 6cm 上から 8.9cm 巻末 細胞組織断片 36
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-8 透過 左から 8cm 下から 11cm 巻末 細胞組織断片 37
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-8-keiko 蛍光 左から 8cm 下から 11cm 巻末 細胞組織断片 40
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-9 透過 左から 8cm 下から 11cm 巻末 細胞組織断片 18
1 大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経） 1-daihannya-9-keiko 蛍光 左から 8cm 下から 11cm 巻末 細胞組織断片 14
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-1 透過 右から 4.0cm 上から 11.5cm 2紙目 細胞組織断片 13
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-1-keiko 蛍光 右から 4.0cm 上から 11.5cm 2紙目 細胞組織断片 35,柔細胞 1
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-2 透過 右から 4.0cm 下から 7.0cm 2紙目 細胞組織断片 9
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-2-keiko 蛍光 右から 4.0cm 下から 7.0cm 2紙目 細胞組織断片 50
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-3 透過 右から 20.5cm 上から 11.0cm 2紙目 細胞組織断片 16
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-3-keiko 蛍光 右から 20.5cm 上から 11.0cm 2紙目 細胞組織断片 25
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-4 透過 右から 22.0cm 下から 6.5cm 2紙目 細胞組織断片 14
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-4-keiko 蛍光 右から 22.0cm 下から 6.5cm 2紙目 細胞組織断片 13
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-5 透過 左から 6.5cm 上から 9.0cm 2紙目 細胞組織断片 19
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-5-keiko 蛍光 左から 6.5cm 上から 9.0cm 2紙目 細胞組織断片 34
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-6 透過 左から 6.0cm 下から 9.5cm 2紙目 細胞組織断片 21
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-6-keiko 蛍光 左から 6.0cm 下から 9.5cm 2紙目 細胞組織断片 26,繊維断片 1
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-7 透過 右から 3.0cm 上から 8.5cm 巻末 細胞組織断片 23
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-7-keiko 蛍光 右から 3.0cm 上から 8.5cm 巻末 細胞組織断片 54,繊維断片 3
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-8 透過 右から 2.5cm 下から 11.0cm 巻末 細胞組織断片 17,繊維断片 2
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-8-keiko 蛍光 右から 2.5cm 下から 11.0cm 巻末 細胞組織断片 21
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-9 透過 左から 7.0cm 上から 11.0cm 巻末 細胞組織断片 28
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-9-keiko 蛍光 左から 7.0cm 上から 11.0cm 巻末 細胞組織断片 67,繊維断片 1
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-10 透過 左から 7.0cm 下から 8.7cm 巻末 細胞組織断片 30
2 大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経） 2-daihannya-10-keiko 蛍光 左から 7.0cm 下から 8.7cm 巻末 細胞組織断片 58,繊維断片 5
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-1 透過 右から 3.5cm 上から 4.5cm 2紙目 細胞組織断片 19
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-1-keiko 蛍光 右から 3.5cm 上から 4.5cm 2紙目 細胞組織断片 4
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-2 透過 右から 4.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 8
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-2-keiko 蛍光 右から 4.0cm 下から 12.0cm 2紙目 細胞組織断片 2,鉱物 1
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-3 透過 右から 25.0cm 上から 9.5cm 2紙目 細胞組織断片 5
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-3-keiko 蛍光 右から 25.0cm 上から 9.5cm 2紙目 細胞組織断片 1
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-4 透過 右から 25.0cm 下から 8.5cm 2紙目 細胞組織断片 4,繊維断片 1
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-4-keiko 蛍光 右から 25.0cm 下から 8.5cm 2紙目 細胞組織断片 3
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-5 透過 左から 7.0cm 上から 9.0cm 2紙目 墨粒 7
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-5-keiko 蛍光 左から 7.0cm 上から 9.0cm 2紙目 墨粒 10
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-6 透過 左から 6.0cm 下から 7.7cm 2紙目 細胞組織断片 1
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-6-keiko 蛍光 左から 6.0cm 下から 7.7cm 2紙目 細胞組織断片 1
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-7 透過 左から 5.5cm 上から 8.5cm 奥書手前 細胞組織断片 7
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-7-keiko 蛍光 左から 5.5cm 上から 8.5cm 奥書手前 細胞組織断片 7
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-8 透過 左から 5.0cm 下から 7.5cm 奥書手前 細胞組織断片 6
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-8-keiko 蛍光 左から 5.0cm 下から 7.5cm 奥書手前 細胞組織断片 6
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-9 透過 右から 3.5cm 上から 10.5cm 奥書 細胞組織断片 9
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-9-keiko 蛍光 右から 3.5cm 上から 10.5cm 奥書 細胞組織断片 35
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-10 透過 右から 3.5cm 下から 9.5cm 奥書 細胞組織断片 11
3 華手経　巻第 4（五月一日経） 3-keshukyo-10-keiko 蛍光 右から 3.5cm 下から 9.5cm 奥書 細胞組織断片 11
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-1 透過 右から 4.0cm 上から 12.0cm 33紙目 細胞組織断片 4
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-1-keiko 蛍光 右から 4.0cm 上から 12.0cm 33紙目 細胞組織断片 6
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-2 透過 右から 4.5cm 下から 8.7cm 33紙目 柔細胞 2,細胞組織断片 3
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-2-keiko 蛍光 右から 4.5cm 下から 8.7cm 33紙目 細胞組織断片 6
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-3 透過 右から 9.0cm 上から 11.0cm 2紙目 細胞組織断片 5
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-3-keiko 蛍光 右から 9.0cm 上から 11.0cm 2紙目 細胞組織断片 5
6 増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経） 6-zoitsu-4 透過 右から 28.0cm 上から 11.3cm 2紙目 細胞組織断片 4
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4.まとめ

　静嘉堂所蔵史料である古写経について、料紙の構成物の種
類や含有量などの分析結果を述べた。特に、繊維の形状や構
成物の内容から料紙の差の検討を行い、奥書や巻末の料紙が
異なることを指摘することができた。本分析結果が今後の古
写経等の研究で参考になれば幸いである。

引用文献

渋谷綾子・天野真志編 : 古文書の科学　料紙を複眼的に分析する， 240 p. 

文学通信， 2023.

渋谷綾子・高島晶彦・天野真志・野村朋弘・山田太造・畑山周平・小瀬玄士・

尾上陽介 : 古文書料紙の科学研究：陽明文庫所蔵史料および都城島津家

史料を例として . 東京大学史料編纂所研究紀要， 32， pp. 1-22， 2022.

渋谷綾子・野村朋弘・高島晶彦・天野真志・山田太造 : 考古学・植物学

を活用した松尾大社社蔵史料の料紙の構成物分析 . 東京大学史料編纂所

研究紀要， 31， pp. 59-74， 2021.
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13-5-kaiko-1（1紙目） 13-5-kaiko-1-keiko（1紙目）

13-5-kaiko-2（4紙目） 13-5-kaiko-2-keiko（4紙目）

13-5「開皇三宝録　巻第8（五月一日経）」

13-30-daiho-1-keiko（銀泥文字）13-30-daiho-1（銀泥文字）
13-30「大方広仏華厳経　巻第15」

図7　13-5「開皇三宝録　巻第8（五月一日経）」・13-30「大方広仏華厳経　巻第15」の顕微鏡撮影画像
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胞組織の断片のみである。

3.考察

1　打紙加工と料紙の構成物からみた料紙の差異
　今回調査した史料では、目録番号 1・2・6は楮紙、3・8

は麻紙であり、それぞれ打紙加工が施されていた。紙質の詳
細は、山口悟史氏の報告を参照願いたい。
　繊維の形状または打紙加工の強さ、料紙の構成物の内容を
合わせると、楮紙については、1の 2紙目と巻末の料紙、2

の 2紙目と巻末、6の 2紙目・33紙目と見返しは、異なる料
紙を使用した可能性が高い。
　麻紙については、3の 2紙目・奥書手前と奥書の料紙は構
成物の内容と打紙加工の強さから異なる料紙であると考え
る。一方、8については 2紙目と奥書の料紙の構成物が非常
に類似しており、打紙加工の差異もそれほど明瞭ではなかっ
た。今回の分析では料紙の違いは不明とし、今後の検討課題
である。

2　料紙における構成物の特徴
　分析を行った史料のうち、楮紙の 1・2・6には細胞組織や
繊維の微細な断片とともに、柔細胞が含まれていた。いずれ
も繊維素材に由来するものであり、填料や鉱物などの他の物
質はまったく確認できなかった。麻紙の 3・8は、繊維素材
に由来する細胞組織や繊維の断片とともに、3には鉱物 1個
が確認された。蛍光による撮影画像 3-keshukyo-2-keikoだけ

に確認された。史料作成時のものか、後世に付加されたもの
か判然としないが、3の特徴として指摘したい。
　13-1～ 13-31はいずれも料紙の一部を抽出して撮影して
おり、料紙全体・史料全体の特徴を明示することはできない。
銀泥の文字が書かれた部位に少量の鉱物を確認した程度であ
る。紺紙など料紙自体に加工が施されている史料や裏打ちの
厚い史料では、料紙の構成物の識別は非常に困難であった。
料紙分析から史料・史料群の特徴の検討を行うのであれば、
可能な限り一紙全体の観察・撮影が望ましいことが判った。
今後の検討課題としたい。

図6　13-1「妙法蓮華経　巻第4」の顕微鏡撮影画像

13-1-myohorenge-1（表面） 13-1-myohorenge-1-keiko（表面）

13-1-myohorenge-2（文字部分） 13-1-myohorenge-2-keiko（文字部分）
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紙目の方がより強い加工が施されている。
　8「仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経）」について、画
像 8-bussetsu-1・1-keiko ～ 8-bussetsu-6・6-keiko は 2 紙 目、
8-bussetsu-7・7-keiko～ 8-bussetsu-10・10-keikoは奥書の料
紙を撮影したものである（図 5）。打紙加工の施された麻紙であ
り、構成物はいずれも繊維素材のアサに由来する細胞組織や
繊維の微細な断片である。構成物の内容は 2紙目・奥書の料
紙ともに類似しているが、蛍光による撮影画像（8-bussetsu-

7-keiko～ 8-bussetsu-10-keiko）では繊維が非常に平坦であり、
奥書はやや打紙加工が強く施されたと考える。
　13-1「妙法蓮華経　巻第 4」は、画像 13-1-myohorenge-1・
1-keiko・1-keiko-2は紺紙である料紙表面、13-1-myohorenge 

-2・2-keiko・2-keiko-2は文字部分を撮影したものである（図 6）。
料紙表面の状態を把握するため、これらの箇所の撮影を行っ
た。表面は藍由来の紺色顔料が塗布されており、料紙の構成
物としては、文字部分の鉱物や繊維の微細な断片が少量確認
された。
　13-4「註楞伽経　巻第１」は、麻紙の表面観察のため 1箇
所のみ撮影を行った。料紙表面は打紙加工が施されており、
構成物は細胞組織の断片のみである。

　13-5「開皇三宝録　巻第 8（五月一日経）」については、画
像 13-5-kaiko-1・1-keikoが 1紙目、13-5-kaiko-2・2-keikoが

4紙目を撮影したものである（図 7）。料紙の構成物は、麻紙
の繊維素材アサに由来する細胞組織や繊維の微細な断片であ
る。
　13-9「妙法蓮華経　勧持品第 13」は、麻紙の表面観察のた
め 1箇所のみ撮影を行った。構成物は細胞組織の断片のみで
ある。
　13-11「仏本行集経　巻第 28」は料紙表面 2箇所の撮影を
行った。紺色顔料が塗布されており、料紙には文字や顔料に
由来する鉱物が少量含まれていた。
　13-20「中阿含経　巻第 41」は楮紙の表面観察のため、2箇
所の撮影を行った。繊維素材のコウゾに由来する柔細胞や細
胞組織の断片が含まれていた。
　13-30「大方広仏華厳経　巻第 15」は紺紙、銀泥で文字が書
かれており、文字部分 2箇所の撮影を行った（図 7）。構成物と
して、塗布された顔料や銀泥に由来する鉱物が含まれている
と考えるが、具体的な物質の内容は確認できなかった。
　13-31「大般若波羅蜜多経　巻第 572（安倍小水麻呂経）」は、
麻紙の表面観察のため 1箇所のみ撮影を行った。構成物は細

図5　8「仏説中心経（仏説忠心経、五月一日経）」の顕微鏡撮影画像

8-bussetsu-2（2紙目） 8-bussetsu-2-keiko（2紙目）

8-bussetsu-9（奥書） 8-bussetsu-9-keiko（奥書）
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ると、2紙目・奥書手前の料紙よりも打紙加工が非常に強く
施されている。
　6「増壱阿鋡経　巻第 22（善光朱印経）」について、画像
6-zoitsu-1・1-keiko～ 6-zoitsu-2・2-keikoは 33紙目、6-zoitsu-3・
3-keiko～ 6-zoitsu-8・8-keikoは 2 紙目、6-zoitsu-9・9-keiko は

見返しの料紙を撮影したものである（図 4）。打紙加工の施され

た楮紙であり、構成物はいずれも繊維素材のコウゾに由来
する細胞組織や繊維の微細な断片、コウゾの柔細胞、墨粒
（願文の墨が飛散したもの）である。構成物の内容はいずれ
の料紙も類似しているが、見返しの料紙よりも 2紙目・33

紙目は打紙加工が強く施されている。蛍光による撮影画像
（6-zoitsu-1-keiko、6-zoitsu-2-keiko）からは、2紙目よりも 33

6-zoitsu-2（33紙目） 6-zoitsu-2-keiko（33紙目）

6-zoitsu-4（2紙目） 6-zoitsu-4-keiko（2紙目）

6-zoitsu-9（見返し） 6-zoitsu-9-keiko（見返し）

柔細胞

柔細胞

図4　6「増壱阿鋡経　巻第22（善光朱印経）」の顕微鏡撮影画像
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きなかったが、蛍光の画像を比較すると、巻末の打紙加工は
2紙目よりもやや強めに施されている。
　3「華手経　巻第 4（五月一日経）」について、画像
3-keshukyo-1・1-keiko ～ 3-keshukyo-6・6-keiko は 2 紙 目、
3-keshukyo-7・7-keiko～ 3-keshukyo-8・8-keikoは奥書手前の
料紙、3-keshukyo-9・9-keiko～ 3-keshukyo-10・10-keikoは奥

書の料紙を撮影したものである（図 3）。打紙加工の施された麻
紙であり、構成物はいずれも繊維素材のアサに由来する細胞
組織や繊維の微細な断片、鉱物（雲母か）、墨粒（願文の墨が
飛散したもの）である。構成物の内容はいずれも類似するが、
奥書の料紙は繊維が全体的に非常に平滑である。蛍光による
撮影画像（3-keshukyo-9-keiko、3-keshukyo-10-keiko）とあわせ

3-keshukyo-1（2紙目） 3-keshukyo-1-keiko（2紙目）

3-keshukyo-7（奥書手前） 3-keshukyo-7-keiko（奥書手前）

3-keshukyo-9（奥書） 3-keshukyo-9-keiko（奥書）

図3　3「華手経　巻第4（五月一日経）」の顕微鏡撮影画像
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の双方に偏光ポラライザーを装着することで、填料のデンプ
ン粒と、柔細胞や鉱物など他の物質を明確に識別できるよう
にしている。偏光ポラライザーを使用する理由については、
既存の調査報告（渋谷ほか， 2021， 2022）を参照願いたい。
　マイクロスコープでの観察・撮影時は、文字の有無を問わ
ず、料紙の大きさにあわせて一紙につき数カ所を選択し撮影
した。このとき、一紙の上下左右からの位置情報として数値
による撮影箇所の記録を行った。この複数箇所を選択して観
察・分析する方法は、考古資料に対する残存デンプン粒分析
で実施されている手法を応用している。料紙のどの箇所にど
れぐらいの量の構成物が存在するのかを点的に表示すること
ができ、撮影位置の数値記録により再現性を担保することが
可能である。

2.調査対象の静嘉堂所蔵史料と料紙の構成物分析

　今回調査対象とした史料は、目録番号 1、2、3、6、8、
13-1、13-4、13-5、13-9、13-11、13-20、13-30、13-31 の 13

点である（表 1）。3-1、13-4、13-5、13-9、13-11、13-20、13-

30、13-31は、文字や銀泥などの部位を選択して撮影しており、

一紙全体の観察は行わなかった。そのため、本稿で述べる構
成物は史料の全体的な特徴を反映しているわけではないこと
を断っておく。
　今回の調査史料には、料紙の素材に由来する繊維の短い断
片や細胞組織の断片、柔細胞、鉱物が含まれていた（表 1）。填
料に由来する物質は確認できなかった。
　1「大般若波羅蜜多経　巻第 245（長屋王願経）」について、
画像 1-daihannya-1・1-keiko～ 1-daihannya-6・6-keikoは 2紙目、
1-daihannya-7・7-keiko～ 1-daihannya-9・9-keikoは巻末の料
紙を撮影したものである（図 1）。打紙加工の施された楮紙であ
り、構成物はいずれも繊維素材のコウゾに由来する細胞組織
や繊維の微細な断片である。巻末の料紙に比べると、2紙目
の料紙は細胞組織・繊維の断片が非常に多く含まれていた。
　2「大般若波羅蜜多経　巻第 526（永恩具経）」について、画
像 2-daihannya-1・1-keiko～ 2-daihannya-6・6-keikoは 2紙目、
2-daihannya-7・7-keiko～ 2-daihannya-10・10-keikoは巻末の
料紙を撮影したものである（図 2）。打紙加工の施された楮紙で
あり、構成物はいずれも繊維素材のコウゾに由来する細胞組
織や繊維の微細な断片、コウゾの柔細胞である。2紙目・巻
末の料紙ともに、構成物の量・内容には大きな差異は確認で

図2　2「大般若波羅蜜多経　巻第526（永恩具経）」の顕微鏡撮影画像

2-daihannya-1（2紙目） 2-daihannya-1-keiko（2紙目）

2-daihannya-7（巻末） 2-daihannya-7-keiko（巻末）
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はじめに

　古文書や古記録類に用いられた料紙は、古文書学や歴史学
に加えて、植物学、製紙科学、文化財科学など他の研究分野
でも、顕微鏡を用いて料紙の構造を観察・分析する調査が各
所で実施されている（渋谷・ 天野編， 2023）。近年の古文書に
対する関心は、文字の読み解きといった歴史学的観点のみに
限定されない、さまざまな目的から情報を抽出する可能性が
提起されつつあり、そのための調査・分析手法が求められて
いる。本稿は、静嘉堂所蔵史料である古写経について、料紙
の構成物の種類や含有量など、自然科学分析の結果を報告す
るものである。

1.料紙構成物の分析方法

　分析はすべて非破壊観察を徹底し、基本項目はすでに定め
たもの（渋谷ほか， 2021）に従った。この項目は、各所蔵機関
での史料番号や史料名、コレクション名、史料の作成年月日
や点数などの基本情報とともに、顕微鏡撮影画像について、
撮影倍率や撮影箇所等の記述情報、料紙の構成物の種類・
量・密度、同定結果を盛り込み、植物学的特徴にもとづく構
成物の識別基準と合わせたものである。料紙の観察に使用す
る機材は、デジタルマイクロスコープ Dino-Lite Edge S FLC 

Polarizer（偏光）、Dino-Lite Premier S Polarizer（偏光）400×、
Dino-Lite Premier M Fluorescence（蛍光）TCFVW、顕微鏡用
偏光歪検査セット（バックライト）であり、今回の調査でも
これらを使用した。
　なお、マイクロスコープ本体と顕微鏡用偏光歪検査セット

図1　1「大般若波羅蜜多経　巻第245（長屋王願経）」の顕微鏡撮影画像

1-daihannya-2（2紙目） 1-daihannya-2-keiko（2紙目）

1-daihannya-8（巻末） 1-daihannya-8-keiko（巻末）
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